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第一回　密室は名探偵のたしなみというけれど






　──どうしよう、グリンダ。




　熱っぽくうるんだ瞳ひとみで僕を上うわ目め遣づかいに見つめて、アニスはささやいた。

　吐と息いきがかかりそうなほどすぐ近くで、自分自身の想いに戸と惑まどっているような掠かすれた声で。




　──あたし、シャールのこと、本気で好きになっちゃったかも。




　僕は真まっ赤かな顔で、アニスから〝僕〟への告白を聞いていたのだった。




　髪かみにリボンを飾り、裾すそのふくらんだドレスを着た十七歳の女の子──アニスの友人のグリンダ＝ドイルとして。





　　　　◇　◇　◇






「グリンダ、今、恋をしているでしょう」

　好奇心にみちあふれた明るい声で尋たずねられて、ぼうっとしていた僕は、肩を跳はね上あげ我に返った。

　太陽の光で染め上げたようなさらさらの金色の髪を、頭の横で二つに結んだ、天使のように愛くるしい女の子たちが、そっくり同じ顔で僕の顔をのぞき込んでいる。

　しまった、授業中だった！

　僕は慌あわてて笑みを作り、

「な、ななななんのことでちょう」

　と、とぼけた。

　げっ、嚙かんでる！

　平和な夏の日の、午前中。

　僕はいつものように、子供たちに世界史を教えていた。エーレンのシザエル国王陛へい下かは六人の子だくさんで、今年の春に誕生した末っ子の鈴リン七ナ姫以外の五人のお子様たちを、僕は教えている。

　長男で世よ継つぎの君の竜リユウ樹ジユ王子が十一歳で、その次が九歳の聖セイ羅ラ姫、八歳の双子の更サラ紗サ姫と織オリ絵エ姫、五歳の真シン王子という構成だ。

　今日は、歴史を題材にした替え歌を作る宿題を出していて、一人ずつ歌ってもらっていたところだった。

　父王の跡を継いで、立派な国王になることを目指している真ま面じ目めな竜樹王子は、エーレンの伝説的な英えい雄ゆう王おうを讃たたえる歌を、めいっぱい声を張り上げ歌ったが、なんというかその……ものすごく音程がはずれていた。

　うむむ……エーレンの世継ぎの君は……音おん痴ちだったのか。

「お兄様は人前では絶対に、お歌は歌わないほうがいいわよ」

「そうね、えらそーにしてても、その残念なお歌を聴かれたら、威い厳げんが台無しっていうか、最初の二音で音痴がわかるほど救いようのない音痴って、めったにいないんじゃないかしら」

　双子の妹姫たちに溜ため息いきをつかれて、竜樹王子は真っ赤な顔で、

「うるさい！　ちゃんと聴け！」

　と、わめいていた。

　そんな双子姫たちは、血まみれメディと呼ばれ、夫を次々殺害していった美び貌ぼうの女王の恋の遍へん歴れきをデュエットし、陰いん惨さんな内容と明るい歌声のギャップに、くらくらさせてくれた。

『愛いとしい貴方あなたの首をぽーん！』とか、『あらあら、ちょんぎっちゃったー！』なんて歌詞を、八歳の女の子たちが笑顔でハモっていいんだろうか……。礼れい儀ぎ作さ法ほうの先生の耳に入ったら、僕がクビになりそう。きみたちこそ、その歌は絶対に人前では歌わないようにと、忠告しておくべきか。

　聖羅の歌は、宗教戦争に端たんを発はつした流る浪ろうの民の大移動を歌ったもので、従来の歴史的解釈への疑問や、あらたな解釈なんかも盛り込まれていて、さすがだった。

　ただ、聖羅の歌声はバイオリンほど雄ゆう弁べんではなく、ひたすら淡々としていて、声も小さくぼそぼそした感じで、はっきり言って暗い。

　この悲壮な内容を明るく歌い上げたら、双子姫たちのようになってしまうだろうけど、それにしても、子供らしからぬ硬質な美貌で、無表情に歌い上げる様子に、また別の意味で頭を抱えたくなってしまう。

　最後、真王子は、眠たそうな顔と眠たそうな声で、ひたすら『カバカバぶひ～ん』と、繰くり返かえしていた。どうも、最近お気に入りの『カバ王子の冒険』を題材にしたようだが、それは歴史ではなく、絵本では……。

　まぁ、まだ五歳だしなーと、延々続く『ぶひ～ん』を聴いていたら、ゆうべのアニスとのやりとりを思い出してしまったのだった。

　念のため言っておくけど、アニスはカバに似ているわけではない。

　僕好みの明るくて庶民的で健康的な、可か愛わいい女の子だ。しかも、胸がとってもおっきくて、走ると上下左右にぽよぽよ揺れて──って、それはどうでもいい。いや、そこは重要だけど、それも大事だけど──けど、とりあえず、それは置いといて！

　昨晩、お城のメイドの仕事を終えたあと、いつものように僕の部屋に遊びに来たアニスは、いきなり、




　──ねぇ、グリンダ……自分と同じ年頃の男の子が泣いてるのって、どう思う？




　と尋ねたのだ。

　そ、それって、僕のことだよね？　うわぁ。

　アニスの家に行ったとき、グリンダの話をしたら胸がつまって、アニスの前でぽろぽろ泣いちゃったからなー。ひょっとしてアニス引いてた？

　顔を赤らめながら、ヘタレだしみっともないと思うと答えたら、何な故ぜかアニスは、




　──あたしは、きゅんとしちゃったんだけどなぁ。




　なんて切なそうな顔で言い出して、さらに、『放っておけない感じなの』とか言っちゃって、しまいには、




　──あたし、シャールのこと、本気で好きになっちゃったかも。




　なんて、色っぽくうるんだ瞳で言ったんだ。

　もちろん、アニスは僕がシャール本人だなんて、夢にも思っていないだろう。けど、僕の耳と目に、アニスの〝告白〟は、しっかり焼き付いていて、昨日はとても眠れなかった。

　目を閉じるたび、アニスのあの熱っぽくうるんだ瞳が浮かんできて、




『好きになっちゃったかも』




　という不安に掠れた声が耳をくすぐって──。




　そんなことを、真王子のカバソングを聞きながら、思い返していたところを、更紗姫だか織絵姫だかに突っ込まれて、うろたえるはめになったのだった。

　僕がアニスに、恋!?

　そうなのか!?

　いやいやいや、確かにアニスは可愛いけど、今は恋なんてしている余裕は、

「わ、わたしが、こ、恋だなんて、ありません」

　まずい！　きっぱり否定するつもりが、上うわ擦ずりまくりだ。

「えーっ！　絶対恋してるわよー。ねー、織絵」

「そうよねー、更紗」

「いいいい一体っ、なにを根こん拠きよにそんなことをっ」

　ええい、上擦るの、やめろって。つか、顔まで熱くなってきた。

　双子姫は、したり顔で、

「厨ちゆう房ぼうで働いているミランダも馬番のルディに恋をして、一日中ぼーっとして、ジャガイモの皮を百個もむいちゃったのよ、本当は三十個でよかったのに。あの日のメニューは、ジャガイモのポタージュにジャガイモのサラダにジャガイモのグラタンに、デザートまでジャガイモのムースで、ジャガイモづくしだったわ」

「そうそう。ジャガイモって太るのに。グリンダもほら」

　姫が指さす先に、こよりの山ができていた。無意識のうちに紙の端はしを千ち切ぎっては、指の間でねじねじいじくりまわしていたらしい。

　その山を、双子姫だけでなく、気がつけば竜樹王子と聖羅も、じぃぃぃっと見おろしている。

　竜樹王子は引きつった顔で。聖羅はひえびえとした目で。

　一人真王子だけが、カバの歌を終えて、ぼーっと粘土をこねている。

　僕は冷や汗をかきながら、

「こっ、これはただの手て癖くせで──ほら、真様が粘土をこねるのと同じようなものです。手が寂さびしくて、つい」

「グリンダが今まで、こよりを作ったことなんてあったかしらねー、織絵」

「見たことないわねー、更紗」

　竜樹王子が「──っっ」と歯を食いしばり、聖羅がますますひえびえとした目になる。

「……」

　うわぁ、聖羅、めちゃくちゃ不ふ機き嫌げんそうだよー。

　僕の腋わきの下を流れる汗も、増量する。

「部屋でっ！　そう、プライベートな空間では、このようなこよりを大量に製作してたんです。なので、指が勝手に動いてしまっただけで、恋とか全然関係ありませんから。姫様たちは、なんでも恋に結びつけすぎですよ。わたしは今は恋より仕事ですから」

　今度は嚙まずに言えた。

「今日の授業はこれでおしまいです。明日は、オーランドとロマンシアの間に起こった紅茶戦争についてお話ししますので、予習をしておいてください」

　と、まとめて、僕は姫君たちの疑惑の視線やら、聖羅のひんやりした視線やら、竜樹王子のすがるような眼まな差ざしやらを背中に浴びて、ドレスのスカートをひるがえし、すたこらと教室をあとにしたのだった。





　　　　◇　◇　◇






「はーっ、授業中に妄もう想そうにふけっていて、生徒に指摘されるなんて」

　廊ろう下かを歩きながら、反省する。

　ハールーンのプロポーズを断って、エーレンに残ると決めたとき、僕はもうグリンダの身代わりじゃなくて、聖羅や竜樹王子たちの『先生』なんだって自覚したのに。

　これからは、もっともっと『先生』として頑がん張ばろうって。

　けど、これまでさんざん失恋は経験してきたけど、女の子のほうから『好きになっちゃったかも』なんて言われたのは、はじめてで。

　頭の中にまた、もやもやとアニスの姿が浮かぶ。

　うるんだ目で、僕を見つめている。両手を胸の前でぎゅっと組み合わせると、ただでさえ大きな胸がさらに押し出されて強調され、谷間がくっきりする。




　──あたし、シャールのこと……。




　うわあああああ！　ダメだ！　考えちゃダメだ！　脳みそがとろける。心しん臓ぞうが爆発する。顔が火を吹くよー。

　いっそ僕がシャールだって、アニスに打ち明けてみようか。僕もアニスのこと嫌いじゃないし、ううん、むしろ好きだし。すっごく好みだし。あんな朗ほがらかで可愛い女の子が彼女になってくれたら、人生薔ば薇ら色いろだ。

　けどけど、僕は今、万能の天才と呼ばれる双子の姉の身代わりで、ドレスを着て、同盟国の王様の子供たちの家庭教師をしている身で。

　そのことがバレたら、ウィストリア皇国とエーレンの同盟は破は綻たんし、僕も牢ろう屋やに入れられて、下へ手たしたら縛り首だ。

　僕一人の問題じゃない。やっぱり秘密は守らなきゃ。

　くぅぅぅぅ、けど未み練れんが──。僕のこれからの人生で、あんなに可愛くて巨乳で性格もいい女の子が、僕を好きになってくれるなんてこと、もうないんじゃ。

　いや、ない！　きっとない！　これはこれまでさんざん文句を言い続けてきた神様が、ウザがってプレゼントしてくれた、最後のチャンスだ。

　なら、秘密を隠したまま、『シャール』としてつきあう？

　いやいや絶対ボロが出るって！

　それに、姫たちに言ったように、今は恋より仕事で──けどけど。

　廊下であることを忘れて、がに股またで頭をかきむしりそうになったとき。

　僕のかたわらを、お城の兵士たちが、ばたばたと通り過ぎていった。

　あれ？　なんだろう？

　前方に人ひと垣がきができている。なにか、ものものしい雰ふん囲い気きで……。怒ど鳴なり声ごえまで聞こえて……。

　人垣の真ん中で、身を縮ちぢめてうなだれている、メイド服を着た赤毛の女の子を見て、ドキッとした。

　え？　アニス？

　慌てて近づくと、兵士たちが気づいて道を開けた。

「グリンダ嬢じようだ」

「グリンダ嬢がいらしたぞ」

「あのっ、なにがあったんですか？」

「実は、ディック＝フィルモーニ卿きようの像が盗まれて」

「ディック＝フィルモーニって、あの……」

　そのとき、顔を上げたアニスが、僕のほうへ必死の表情で駆け寄ってきた。

「どうしよう、グリンダ！　あたし、クビになっちゃうかも！」





　　　　◇　◇　◇






「その侍じ女じよが、オーランドの国王陛下より贈られた、偉大な英雄ディック＝フィルモーニ卿の像を盗んだのだ！」

　僕にしがみつくアニスの後ろで、がなり立てたのは、太たい鼓こ腹ばらのじいさん──ガストン長官だった。僕をなにかといびるお舅しゆうとさんみたいな嫌なやつだ。騎士団のギルマーの伯お父じさんでもある。イケメン自じ慢まんで細身マッチョなギルマーも、数十年後には、こんな太鼓腹のじいさんになるんだろうか。

「あたしは、お掃そう除じをしていただけです」

「噓うそをつけ！　おまえ、実は敵国のスパイだろう。どこの国だ！　ルビニアか！　ロマンシアか！　ウィストリアか！」

「違います」

　あーっ、一体なにが起きてるんだー。アニスがガストン長官に疑われているみたいだけど。

　ガストン長官がいちいちわめくせいで、なかなか話が進まない。アニスも混乱しているし。

「落ち着いて、アニス。像がなくなったって、どういうこと？　最初からゆっくり話してみて」

　アニスの肩に手を置いたまま、なるべく優しく尋ねる。アニスは「グリンダぁ」と涙ぐんだあと、騒そう動どうの内容を語りはじめた。

「あたしがお掃除していた部屋から、ディック＝フィルモーニ卿の像が消えちゃったの」

「消えたのではない！　その侍女が盗んだのだ！」

　と、ガストン長官がわめくのを無視して、続きをうながす。

　ディック＝フィルモーニ卿の像というのは、オーランドの国王から友好の証あかしとしてエーレンに贈られた石せつ膏こう像ぞうだ。

　僕らの間では『鷹たか様』とか『鷹人間』とか『あのムキムキの』とか呼ばれている。

　何故ならその像は、首から下は人間の男性だが頭部は鷹という珍ちん妙みような姿で、しかもやたら肉を盛りまくりな筋肉過か剰じようのムキムキの裸体に、腰布をまき付け、ベルトを斜めがけにし、背中に剣を背負っているという残念な格好だったりするので。胸を思い切りそらして大だい胸きよう筋きんを誇こ示じしているのが、ますます失しつ笑しようを買っているというか……。

　頭に鷹のかぶり物をした色物剣けん闘とう士し（多分悪役）にしか見えないその像のモデルは、オーランド国民の間では、竜殺しのジェラード卿と並んで絶大な人気を誇ほこる、半人半神の伝説の英雄だ。

　オーランドは『騎士の国』と言われ、礼節を重んじ武力に突出した国だけど、反面、芸術方面はおおざっぱというか、彫刻でも絵画でも、とにかく筋肉をつけときゃいいとばかりに、肉、肉、肉の大盛りで、美的センスに欠けるというのが、他国からの評価だった。

　特に、僕が育った文化と芸術の国ウィストリア皇国では、オーランドを「繊せん細さいな美を理解しない野や蛮ばん人じんの集まり」と、バカにする傾向が強い。

　逆にオーランドも、ウィストリア皇国を「役にも立たない芸術とやらにうつつを抜かす軟なん弱じやくで腹黒な集団」と快こころよく思っていない。

　ウィストリア皇国の皇帝陛下のお妃きさき様は、オーランド国王の第一王女で、表向き両国の同盟は保たれている。けど、裏では陰いん険けんに睨にらみあっているのが実情だ。

　エーレンが開国したとき、オーランドも有利な同盟を結びたがり、幾度となく武力の提供を持ちかけてきたらしい。ガストン長官は、オーランドこそエーレンの第一の同盟国として親密にすべき、というオーランド派だ。

　なので、ウィストリア皇国の皇帝の勅ちよく命めいを受けてやってきた、ウィストリアの文化の象徴ともいうべき万能の天才グリンダ＝ドイルが目め障ざわりで仕方がないわけだ。

　ともかく、そんな芸術音痴の国から届いた、筋肉もりもりの鷹人間の像を、エーレンのシザエル王も、もてあましたのだろう。

　なにしろ、人目につく場所に飾るには、インパクトが強すぎて浮いてしまい、こちらのセンスまで疑われかねない。

　かといって他国の王からの贈答品を、処分するわけにもいかない。

　そんなわけありの品を集めた部屋が、城の西の棟の最上階にある。

　名目上『国王様の秘宝館』と名付けられてはいるけれど、わけの分からない絵やら、宝石がごてごてつきすぎていて成金ぽい壺つぼやら、需じゆ要ようがあるのかというような黄金の便器（！）やら、一年に一回──お祭りのときにしか出番のないハリボテの馬やら、化け物のお面やらが雑ざつ然ぜんと並ぶ、カオスな空間らしい。

　鷹男の像も秘宝館行きとなり、部屋の中央でひときわ異彩を放っていたという。

　納められているのは、どれも一応貴重品ではあるので、ドアには鍵かぎがかけられ、廊下に見張りの兵士が常時一名配置されている。

　週に一度、侍女が掃除のため鍵を開け、部屋の中に入る。

　アニスも、これまで何度も部屋に出入りしている。鷹男の像が部屋の中央でふんぞり返っていることを僕に教えてくれたのも、彼女だ。

　みんなが失笑する鷹男の像を、アニスはえらく気に入っていて、

「あの筋肉がいいの！　いかにも〝攻め〟って感じで！　もちろん、あたしの一番はヘルムート様×国王様のヘル×シザだけど、ディック＝フィルモーニ卿×国王様も、イケると思うの！　国王様の寝所を夜な夜な訪れる、逞たくましい肉体と鷹の頭を持つ半人半神の英雄！　その魂たましいが像に宿って現世によみがえるの！　ねぇ、時空を超えたロマンでしょう！　あたし、お掃除に行くたびに、ディー×シザの妄想が駆けめぐって、ハァハァしすぎて窒ちつ息そくしそうになっちゃうのっ」

　と目を異様にきらめかせて話していた。

　可愛くて性格もいいアニスの、唯ゆい一いつの残念なところが、この『受け』と『攻め』で、僕は毎回、この趣味さえなければなーと思いながら、「はぁ……」とか「そ、そう」とか適当に相づちを打っていた。




　ともあれ──。

　事件が起こったこの日も、アニスはお気に入りの像を眺めることができて、うきうきしていたらしい。

　庶しよ務むが管理している鍵を受け取り、見張りの兵士に「お掃除にまいりました」と告げ、鍵を使って、部屋のドアを開けた。

　空気を入れ換えるため、ドアを開けたまま部屋に入り、窓を全開にした。

　そうして掃除をはじめたという。

　わけあり品を展示してある部屋の奥には、もう一枚ドアがあり、その向こうもガラクタを押し込んだ小部屋になっていて、そこの掃除もすませて戻ってくると、鷹男の像は消えていた。

　それでアニスが叫び、見張りの兵士が駆けつけ、話を聞いたガストンがやってきて、アニスが盗んだと騒ぎはじめたということらしい。




「アニスの他には、誰だれも部屋に入らなかったの？」

「いいえ。二人ほど」

　廊下で見張っていた兵士の証言によると、アニスが部屋に入ったあと、アニスの同どう僚りようのエイミアという侍女が、磨みがき粉この壺を持って、訪れたという。

「粉が切れそうだって聞いてたから、補ほ充じゆうに来ました」

　そう言って中に入り、また壺を持って五分ほどで出てきた。

　そのあとやってきたのは、城内にある工房で働いているマーティーという青年で、

「仕掛け時計の修理が終わったので、持ってまいりました」

　と、三つに分けた時計のパーツを台車に乗せて、部屋に入り、中でそれを組み立て終えて、十五分ほどで出てきた。

　そのとき、台車の上に乗っていたのは工具箱だけだった。

　アニスの悲ひ鳴めいが上がったのは、さらに十分ほどあとだったという。

　エイミアも、マーティーも、自分たちが部屋に入ったとき、鷹男の像は確かにあったと証言した。

「あんな目立つもの、見逃すはずないわ」

「同感です。部屋に入って真っ先に目に飛び込んできましたから」

　マーティーが作業をしている間、アニスはドアで仕切られた奥の小部屋の掃除をしており、アニスの姿は見えなかったが、物音は聞こえたという。

　同じようにアニスも、マーティーが作業する音を聞いている。

　そのあと、部屋の中を徹てつ底てい的てきに捜したけれど、鷹男の像は見つからなかった。そもそも、男性の等身大ほどもある像を隠す場所など、部屋の中にはないのだ。

　像がなくなったとき、アニスは真っ先に窓の下を見たそうだが、そこは城の裏庭で、視線のはるか下にあるのは青々とした草ばかりで、白い石膏像は見当たらなかった。

　兵士たちも庭を調査したが、やはり像はなく、また西の棟の最上階に位置するこの部屋は、他の部屋から独立した塔のようになっていて、窓から庭までかなりの高さがあり、像を投げ落とせば、地面にあたったとき音もするだろうし、割れて破は片へんが飛び散るだろうが、そうした形けい跡せきも見あたらなかったという。

　となると、鷹の像は、どこへ消えたのか？

「犯人は、その娘以外にありえん。なにしろ像が消えたとき、部屋の中にはその侍女しかいなかったのだからな！　その娘を拷ごう問もんにかけて、像の在処ありかを吐かせろ！」

　ガストン長官が兵士たちに向かって腕を振り上げ叫び、アニスが頭につけたメイドさんのカチューシャが、びくっと震えた。

　僕はアニスを背中に庇かばって、歩み出た。

「アニスはやってません！　そんなに大きな像を、掃除をしてたアニスが、どうやって隠したり持ち出したりするっていうんですか。見張りの人だってアニスが像を持ち出したのを、見たわけじゃないでしょう！　ただ部屋の中から像が消えたってだけで」

　ガストン長官が、生なま意い気きな小娘め──という目で僕を睨みつけ、ねっとりした嫌味っぽい声で言う。

「どこかの国の万能の天才とやらが、入れ知恵をしたのではないか？　グリンダ嬢は、その侍女と仲良しのようだし、〝万能〟の天才というからには、密室から像を消すことくらい造ぞう作さもないことでしょうからな」

「な！」

　それって、僕が共犯みたいじゃないか。

　ガストンはますます嫌味っぽい声で、

「おお、そうだ！　グリンダ嬢が、あくまでその侍女の無罪を主張するというのなら、天才のグリンダ嬢が犯人を捕まえて、ディック＝フィルモーニ卿の像を取り戻してはいかがかな。ただし、五日後、オーランドの外交官が我が国を訪れるときまでに、大事な像が戻ってこなかったら、グリンダ嬢も同罪とみなして、侍女とともにそれなりの処分をさせていただくが、よろしいかな」

　後ろでアニスが、僕の袖そでをきゅっと握り、

「グリンダ」

　と心配そうな声でささやく。

　僕の心臓も、ぎゅーっとしめつけられる。

　けど、あとには引けない！

　そうだ、ドレスを着ていても、僕は男なんだから！　背中に可愛い女の子がいて、逃げ出せるか！

　お城の人たちが痛いほど注目する中、ガストンをしっかりと睨みすえ、言ってやる。

「いいでちょう」




　ああああああああああああ嚙んだ～～～～～～。

　顔はめちゃくちゃクールに決めていただけに、これは恥ずかしい。周りで固かた唾ずを飲んで見ていた人たちの目も点になる。

　それから白々とした空気が広がって……。

「あの、グリンダ……」

　アニスの声も不安が増し増しで、てゆーか僕を慰なぐさめるような響きがこもっていて。

　うわああ、男の威厳が台無しだぁ。ここは女の愛あい嬌きようで誤ご魔ま化かすしか。

　すばやく方針を転換し、僕はアニスのほうを振り向き、心配そうな眼差しのアニスに、にっこり笑ってみせた。

「大丈夫。きっと犯人も像も、わたしが見つけてみせます」





　　　　◇　◇　◇






　グリンダ嬢が、密室盗とう難なん事件の解決を宣言！

　そんなニュースは、昼下がりの城内を、あっという間に駆けめぐった。

「あのキモイ鷹男の像が、密室から消えちゃったんですって！　掃除をしていた侍女が、疑われてるんですって！」

「そこへグリンダ嬢が颯さつ爽そうと現れて、『この密室は、わたしが破ります』ってガストン長官に宣言したらしいわよー」

「破れない密室などありませんわって、不敵に高笑いしたらしいぜ」

「いや待て、そこはクールに言い放ったって聞いたぞ」

「さすが天才！」

「密室事件なんて、グリンダ嬢には、かけ算のようなもんだろう」

「そうだな。基本中の基本ってやつさ」

　あちこちから、『密室』『グリンダ嬢』という言葉が聞こえてくる。

　僕は早くも後悔しはじめていた。




「なんで、あんなこと言っちゃったんだろう」

　夕食にはまだ少し早い時刻。部屋のベッドでドレスのまま胡座あぐらをかき、頭をわしわしかきむしる。

　確かに天才といえば名探偵で、名探偵といえば密室は基本中の基本だ。グリンダは、ウィストリアにいたころ、いくつもの謎なぞを解明して、探偵小説の主人公のモデルになったほどで、その小説は『ドレスな名探偵』シリーズと名付けられ、新聞連れん載さいされて、ベストセラーになった。

　万能の天才にして絶ぜつ世せいの美女クリスタ＝ドリー嬢が、毎回最新流りゆう行こうの優美なドレスに身を包み、華か麗れいに事件を解いてゆくのだ。

『このわたしに、解けない謎があると思って？』

　というのが、クリスタ＝ドリーの決きめ台詞ぜりふで、実際グリンダなら密室事件のひとつやふたつ、あっという間に解決してしまうだろう。

　けど、僕は天才でも名探偵でもないんだ！　ドレスは着ていても、クリスタ＝ドリーじゃないし、グリンダ＝ドイルでもない。ちょっと前までニート志し願がんの浪人生だった、シャーロック＝ドイルなんだよー。

　グリンダとは頭のデキが違うんだ。それが、あと五日で犯人を見つけ出して、像を取り戻すなんて。

　ガストン長官に嚙み嚙みの宣言をしたあと、シザエル王に呼ばれて、緊きん張ちようしながら執務室へ行くと、アニスが「究極の受けよ！」とのたまう、銀色の髪と氷蒼色の瞳の美貌の国王陛下は、色っぽい笑みを浮かべて言った。




「知っているか、グリンダ嬢。ディック＝フィルモーニ卿の像は、夜中に動き回るという伝説があるそうだ」

「えっ」

「城内を巡じゆん回かいし、悪あしき者が侵入すれば、剣を抜き放ち首を切り落とすのだそうだ。かつてオーランドに悪政をしいたブラン王も、就寝中に忍び入ってきたディック＝フィルモーニ卿の像に、首を切断され絶命したらしい」

「た、確かに……そういった言い伝えはありますけど……。実際に像が自分の意志で動き回るわけないです」

　アニスの妄想じゃあるまいし、この非常時に突然なにを言い出すのだ、この人は、と困こん惑わくする僕に、シザエル王は意味ありげな視線を投げかけてよこした。

「そうだな。だが、オーランドの使者は、ディック＝フィルモーニ卿が、エーレンの王城での扱いに不満を唱となえるため、自ら部屋を出て行ったと解かい釈しやくするかもしれない」

　国王様の言いたいことが、なんとなくわかった。

　エーレンは、第一の友好国として、オーランドではなくウィストリア皇国を選んだ。

　グリンダ＝ドイルを子供たちの家庭教師として受け入れたというのは、そういうことだ。

　オーランドはそこに不満を持っていて、以前からどうにかしてエーレンをオーランド側に引き寄せたいと思っている。

　だから、オーランドの英雄の像が消えたこの事件は、扱いを間違えれば、それを理由に、オーランドにエーレンに干かん渉しようする口こう実じつを与えかねない。

「ガストン長官が主張するように、侍女が像を盗んだとは信じがたいし、いろいろと無理がある。が、突然像が消えてしまったと説明しても、オーランドも納なつ得とくせぬだろう」

　まったくその通りで、騎士の国オーランドは非常に面メン子ツにこだわる。国王が贈った像が消失したとなれば、黙っていないだろう。

「ゆえに、オーランドの外交官が城に到着するまでに、像を取り戻さねばならないというのは確かだ。頼むぞ、グリンダ嬢」

　へ？

　あの、僕……？

　シザエル王の眼差しは、しっかりと僕の顔に向けられている。

　形のよい唇くちびるには、期待にあふれた華はなやかな笑みが浮かんでいて。

　僕は──「無理です」とは言えず、

「は、はい」

　と、答えるのが精一杯だった。




「くぅぅぅ」

　シザエル王との会話を思い出し、また唸うなる。

　たとえ犯人が見つからなくても、罪もない侍女が罰せられたりしないだろう、シザエル王がとりなしてくれるだろうと考えていたのは、甘かった。

　アニスが像を盗めるはずがないことは、誰の目にもあきらかでも、オーランドの外交官を納得させるために、犯人は必要なのだ。

　悩む僕に追い打ちをかけるように、侍女がヘルムートから届いた手紙を持ってきた。

　僕にドレスを着せて、グリンダの身代わりとしてエーレンに送り込んだ、ウィストリア皇国の腹黒外交官だ。

「もしかして、僕のピンチを察して、なにか助言を──」

　急いで封を切って中身を読むと、夏休みをとって、フォルセイスの海岸で日頃の激務の骨休め中ですと、あった。




『こちらは海から吹く風が涼しくて、食事も美お味いしく、女性も美しいですよ。

　シャールくんの心配ばかりして疲労しきっていた心が、癒いやされるようです。

　私のバカンス中に、問題を起こさないでくださいね。

　私が滞在しているコテージの場所は、上司にも知らせていないので、シャールくんがヘマをしても、私はそちらへうかがえませんよ』




「～～～～っっ、あの役立たずの陰険笑顔詐さ欺ぎ師し！」

　僕は手紙を粉々に破り、ベッドの上にばらまいた。

「ふ、ふんっ、ヘルムートなんて、最初からアテにしてないよ」

　枕をげんこつで、ぼすぼす叩たたいて言ってみたものの、考えれば考えるほど、頭の中がぐるぐる回って、鼓こ動どうが速くなるばかりで、

「あーもう、絶対無理っ。神様、五分だけでもいいから、グリンダの頭脳と僕の頭脳を入れ替えてください！」

　手を組みあわせ、真剣に願ったとき。

　ドアが控ひかえめに、こんこんと、鳴った。

「先生……」

　ノックと同じくらい、おずおずした声が聞こえてくる。

「聖羅？　入っていいよ」

　ドアが開いて、父王譲ゆずりのさらさらの銀色の髪で細い体を包んだ、小さな女の子が、姿を現す。

「密室事件のことを……聞いて……」

　神秘的な紫水晶の瞳で僕をじっと見つめながら、小さな声で気弱そうにつぶやいたあと、かきむしりすぎて、くしゃくしゃになった僕の髪や、ベッドに散らばる手紙に視線を向けて、眉まゆを下げる。

「心配して来てくれたんだね、ありがとう」

　焦あせって手紙の欠片かけらをかき集め、髪も手て櫛ぐしで直し、照れ笑いを浮かべ、はっとする。

　そうだ！　聖羅もグリンダと同じ天才だったんだ。

　聖羅なら、密室の謎を解明できるかも！

　僕は聖羅の肩をつかんだ。

「！」

　聖羅が驚おどろいて目を見張る。

「聖羅！　きみの力が必要なんだ。ぜひ意見を聞かせてほしい」

　そうして、ベッドの上にちょこんと正座する聖羅の真向かいに、同じように正座して、僕が知るかぎりの情報を語った。

「──どう思う？　聖羅？」

　ぐいっと身を乗り出し、期待して答えを待つ。

　聖羅は僕が話している間中、僕がラーナの日に贈った、透明な水晶に紫の花のアクセントをつけた腕輪を、反対の手で握りしめ、困っているみたいに、もじもじしていた。

　伏ふせた目でじっと腕輪を見下ろし、その目をまた上げて気弱そうに僕の目を見つめたかと思ったら、また伏せて、ぽつりと言った。

「すみません……わかりません」

「そっかー」

　僕は力が抜けて、首と肩をがっくりと落とした。

　わかりませんって言葉、聖羅の口から初めて聞いた気がする。

　はは……は……そうだよね、いくら大学の入試問題をすらすら解いちゃう天才でも、まだ九歳だものね。

　そう簡単に密室事件の謎を解いたりできないよね。

　聖羅は申し訳なさそうに腕輪を握りしめ、肩をすぼめている。それを見て、焦って、

「いや、聖羅が気にすることないんだよ！　これはもともと僕がやらなきゃいけないことなんだから。聖羅に訊きいて楽しようなんて考えちゃ、いけなかったんだ」

　と、自分にも言い聞かせるように、言ったりする。

　そうだ。無理だなんて、簡単にあきらめている場合じゃない。

　グリンダと頭の出来を比べて神様に愚ぐ痴ちってみたって、犯人が見つかるわけじゃないし、椅い子すに座って難事件をすらすら読み解くだけが、名探偵じゃない。

「うん、聖羅に話したら、やる気が出てきたぞ。まずは僕にできることをしてみるよ」

　明るく言ってベッドから降り、

「さーて」

　と大きくのびをし気合いを入れる。すると後ろで、小さな声がした。

「それは……アニスのためですか」

　振り返ると、聖羅がベッドで肩をすくめて正座したまま、哀かなしそうにはりつめた瞳で、僕を見ている。

「え、うん」

　それ以外に、ミステリマニアでもない僕が、密室事件に関わる理由なんてないし……。

　単純にうなずくと、聖羅は目を伏せて、しょんぼりしてしまった。

　な、なんだ？　この〝しゅーん〟は。

　僕、またなんか聖羅を気落ちさせること言った？　それとも、密室の謎が解けなかったことに、やっぱり責任を感じちゃってるのかな。

「あの、聖羅！　本当に僕一人でも平気だからね！　ほら！　きみも忘れてるかもしれないけど、僕は男だし、やっぱりヒロインを助けるのはヒーローじゃなきゃ。僕のお気に入りの『嵐あらしの中の海かい賊ぞくと修道女』って歴史ロマンス小説のヒーローのジェフリー＝ブランドとか、普段はヘタレだけど、いざってときすごくカッコよくて──」

　聖羅の気持ちを引き立てようと、明るく話しかけたら、

「忘れてません」

　と、強い口調でつぶやいた。

　幼げな顔をキッと上げ、

「この腕輪をはめてくださったときから、シャール先生は、わたしにとってずっと男性です」

　唇を尖とがらせ睨んでくる。

　さっきは肩をすぼめてしょんぼりしてたのに、今度は怒っているみたいで、やっぱりよくわからない。

「そ、そう……ありがとう」

　と、戸惑いながらお礼を言う僕を、聖羅が神秘的な紫水晶の瞳で、ますます不満そうに睨んだとき、

「グリンダ！　聞いたぞっ！　ガストン伯父さんに、また無茶振りされたらしいなっ！」

「ぐ、グリンダっ！　世継ぎの王子たる私も、無実の者が犯人扱いされるのに、憤いきどおりを感じていて、だからその！」

　豪ごう華かな金色の髪と赤いマントを派は手でに翻ひるがえしたイケメン騎士のギルマーと、竜樹王子がドアのところに立っていて、隣にいる相手の体を、ぐいぐい押しやりながら、まくしたてる。

「経験不足のお子様よりも、騎士団一の使い手で、仕事でもプライベートでも百ひやく戦せん錬れん磨まのオレのほうが、おまえの役に立つぜ！　グリンダ！」

「国を守る騎士が、個人の事情で仕事をさぼってよいと思っているのか。その点、私はまだまだ勉強中の身で、グリンダのために──いや、無実の侍女のために使える時間もたっぷりあるし、これも王になるための勉強なので、まったく問題ない」

「惚ほれた女の窮きゆう地ちに駆けつけることもできない男が、騎士として国を守れるか」

「グリンダを窮地に追い込んでいるのは、おまえの伯父ではないか。グリンダのところへ来る前に、伯父を説得すべきではないのか」

「あの頑がん固こじじぃがオレの言うことに、聞く耳持つかよ。なんなら、王子様が将来の君主として、臣下を諫いさめてきたらどうだ」

「ええい、デカイ体とびらびらしたマントが邪じや魔まだ！　下がれ！」

「王子様は、臣下の後ろでふんぞり返ってるもんだぜ！　先頭に立って突進する熱血王子なんて、敵の標的になって、あっという間にあの世行きだぜっ」

　ドアのところで互いの体がつかえて、部屋に入ることができず、顔がくっつきそうなほど睨み合いながら、えらくモメている。

　なにしに来たんだ、この二人。一応僕グリンダの心配をしてくれているみたいだけど……。

「あのー……わたし今、忙しくて」

　喧けん嘩かを続けるなら帰ってほしいと、遠回しに言いかけたとき、二人が同時に叫んだ。

「オレが力を貸すぜっ！　グリンダ！」

「私に、グリンダの手助けをさせてほしい！」

　聖羅がぴくりと肩を震わす。

　僕はびっくりして、

「それ、犯人を捜すのを手伝ってくれるってこと？」

「お、おう！　そうだとも！」

「もちろんだ！」

　ギルマーと竜樹王子が、同時にうなずく。

　うわぁ、うるさくて考えがまとまらないから帰ってほしいなんて思ってゴメンよー！

　胸がジィィィンとし、

「二人とも……ありがとう」

　とお礼を言うと、ギルマーと竜樹王子が照れくさそうに赤くなった。

「お、おまえのためなら、これくらい」

「ぐ、グリンダは、私の尊敬する教師だから」

　ドアのところで、また二人そろってそわそわしはじめる。

　その後ろから、

「あたしたちも協力するわ！」

「犯人捜しなんて女探偵になったみたいで、わくわくしておもしろそうって、更紗と話してたの！」

　双子姫がおそろいのツインテールの頭をのぞかせ、明るく言い放つ。

「姫様たちまで……」

　なんだか、やれそうな気がしてきた。

「みんな、ありがとう！　ありがとう！」

　頑張って真犯人を捕まえるぞー！　鷹男の像も取り戻すぞー！




　感激して叫ぶ僕を、聖羅がしゅんとした顔で見ていた。

「……助けるのは……〝不正解〟なんです……多分、きっと」

　一瞬で空気に溶けていった小さく儚はかなげなそのつぶやきを、僕は聞き逃してしまった。









第二回　牢屋で子猫がみゅーと鳴く






　翌日、早速事件の現場を調べはじめた。

　僕は新聞の連れん載さい小説も、ミステリよりロマンス小説派だけど、『ドレスな名探偵』シリーズは、グリンダがモデルということもあって、熟読している。捜査の手順は、ばっちり頭に入ってるし、なんとかなるさ。

　みんなが協力を申し出てくれて、すっかり能天気になっていた。

　西の棟の最上階にある部屋の中は、アニスに聞いていたとおり、雑ざつ多たな置物であふれていた。

　ひとつひとつ見て歩き、そのたび目を見張り、身を乗り出す。

　うわっ、なにこの壺つぼ！　宝石がめちゃくちゃ埋め込んであるよ。このルビー、でかっ。このサファイヤも、すごく深い色で──なのに壺全体のデザインは、めちゃくちゃ趣味が悪い。これは確かに広間には飾れない。

　この絵も強烈だなー。人物画……みたいだけど、鼻とか目とか顔の輪りん郭かくからはみ出しちゃってるよー。額がく縁ぶちだけはきんぴかの金細工でえらく立りつ派ぱで──えっ、この絵のサイン、ハーン──って、ひょっとしてシザエル王の父親の？　クーデターを起こして国を乗っ取ったっていう伝説的な武人で、エーレンの開国へ向けての流れは、彼からはじまったと言われている──うわぁ！　だとしたら歴史的にはすごい価値だよ！　あ、こっちのハリボテの馬は、三千年前のシシリー戦役のとき、巨大な木馬に兵士を潜ひそませて敵の城に潜入したという歌物語を模もして作ったんだ。お祭りのときのパレードでこれが出てくると、盛り上がるんだよねー。

　この秘宝館！　人前に出せない微び妙みような芸術品の物置小屋とか言われてるけど、珍めずらしいものがいっぱいあって結構楽しい！

「って、楽しんでどうするんだ！」

　自分に突っ込みを入れ、あらためて真ま面じ目めに部屋の中を調査する。

　ええと……この仕掛け時計が、工房のマーティーが事件の当日に、運び込んだやつだな。

　二十代はじめくらいの、朴ぼく訥とつそうな顔を思い浮かべる。

　時計は長方形の箱形で、僕の視線の少し上くらいに文字盤があり、その下に、開き扉がある。指で引っ張ってみたら、中から赤い舌をべろんと出した三角帽ぼう子しに黒いローブの魔女が、飛び出してきた。

「うわっ」

　とっさにのけぞる。

　箒ほうきにまたがった魔女は、赤い目を邪じや悪あくに輝かせ、僕の鼻先でゆらゆら揺れている。

　これも年に一度、魔女の集会のお祭りの日に、使うのだろう。

「うぅ、さわりたくない」

　と、しかめっ面で、魔女を時計の中に押し入れ、扉をしめる。

　ついでに時計の中ものぞいてみた。半分は空くう洞どうだけど、そこに鷹たか男おとこの像が潜んでいるということはなかった。

　まぁ、部屋の中は、お城の兵士が徹てつ底てい的てきに捜索しただろうし……。

　ちなみに、ハリボテの馬の中にも、像はなかったと聞いている。

「となると……外かな」

　窓に近付き、そこを開けて下を見おろして、くらりとした。

　思った以上に距きよ離りがある。

　芝生しばふが遠くて、花か壇だんも木も池も小さく見える。花なんて豆粒サイズだ。それでも成人男性サイズの白い石せつ膏こう像ぞうが、草の上に落ちてたら、さすがにわかるだろう。アニスも像がなくなったと気づいたとき、すぐに下を見たけど、なかったと答えていたし。

　それに、ここから像を放り投げたら確実に音がするし、破は片へんも派は手でに飛び散ると見張りの兵士の人も言っていた。

「なら、外から壁かべを伝って侵入した場合は？」

　裏庭は人通りも少ないし、人目を避さけて部屋の中に入ること自体は可能だ。

　けど……アニスが掃そう除じをしている短時間のうちに、像を運び出すのは難しい。

　そもそも、それほど大きな像を背負って壁を這はって、地面に降りるというのは、現実味がない。

　ちょっとやってみようと、窓枠に足をかけ──向こう側に降り──ようとして、すぐにあきらめた。

　壁は完全な絶ぜつ壁ぺきで、足場がない。

　絶対無理！

　あと考えられるのは、長い棒にとりもちをつけて、窓からさしこんで、像をつり上げるとか──。

　これもすぐに却下する。

　地面からこの窓に届くほど長い棒を作ったとしても、とても持ち上げられないし、持ち上げられるような、へなへなの棒じゃ、像を窓まで引っ張ってくる前に、ぽっきり折れてしまう。

「うぅぅ」

　すっかり行き詰まってしまい、部屋の調査は一いつ旦たん終了し、庭に降りてみることにした。




　裏庭は、夏の午後の陽射しを浴びて、木も草も青々と生おい茂しげっている。

　綺き麗れいに刈り込まれた芝生に立ち、そこから窓を見上げる。

「ここをのぼって、あそこまで行くのは、猿でもないかぎり無理そうだなー」

　溜ため息いきとともにつぶやいたとき。

「あれ？　聖セイ羅ラ？」

　庭のちょっと先のほうで、聖羅が膝ひざを折ってしゃがみ込み、刈り込まれた草をじっと見ている。手を伸ばして、草にさわったりして……。そのまま、後ろ向きでじりじりと移動してゆく。まるでアリの行進を観察している子供みたいだ。

「聖羅」

　声をかけると、びくんっとして、立ち上がった。

　スカートについた草を、ぱたぱたと払い落とし、困っているような怒っているような上うわ目め遣づかいになる。

「ひょっとして、鷹男の像のこと、調べてくれていたの？」

「違います」

　聖羅はぽそぽそとつぶやき、

「アリを……見ていただけです」

　と言ってうつむいた。

「えっ、本当にアリを見ていたの？」

「ほ、他になにを見ると言うのですか。わたしがアリの生態を観測していてはいけませんか」

「いや、全然いいんだけど」

　聖羅は、また上目遣いで僕を見て、

「先生は……アニスの事件の調査をしていたのですか」

「うん。けど部屋を調べても、さっぱりだよ。密室って、探偵小説を読んでいる分には地味だけど、やっぱり難しいや」

「……じゃありません」

「え」

「密室じゃありません」

　頰ほおを赤く染めて、小さな唇くちびるをきゅっと嚙かんだあと、「し、失礼します」と口の中でもごもご言って、聖羅は長い銀色の髪かみを揺らして、緑の茂みの間に消えてしまった。

　今の、どういう意味だろう。

　密室じゃありません……って。

　きらきら光る池の縁で、熱をふくんだ夏の風にドレスの裾すそをふくらませ、腕組みして、うーん……と首をひねっていたら、

「グリンダ！」

「すごいことがわかったの！」

　更サラ紗サ姫と織オリ絵エ姫が、あふれんばかりの笑顔で走ってきた。

「え！　なんですか！」

「マーティーのことよ！」

「それとエイミアのこと！」

　工房のマーティーと、アニスの同どう僚りようの侍じ女じよのエイミアだって!?

　事件があった日、部屋に入った三人のうちの二人だ！

　マーティーの朴訥な顔と、エイミアのふっくらした可か愛わいらしい顔が浮かぶ。

　けど、マーティーが部屋を出るとき、台車の上には工具箱しかなかったと見張りは証言しているし、道具で像を粉々にする時間もなかったはずだ。

　もう一人のエイミアも、磨みがき粉こを補ほ充じゆうに来ただけで、アニスと五分ほどおしゃべりしながら粉を補充したあと、すぐに部屋を出ている。粉が入っていた壺も、せいぜいティーポットほどの大きさしかない。

　なので二人とも容疑者から早々に除外されて、アニス一人に疑いが集中しているわけだけど、もしかしてマーティーとエイミアは共犯で、なにかすごいトリックを使って二人で像を盗んでそれで──。

　頭の中で、怒ど濤とうのようにストーリーが広がったとき。

「マーティーは、侍女のミラベルに恋をしていたのよ！」

「エイミアは、庶しよ務むの新人のキアス狙ねらいだったの！」

「ミラベルが緑が好きだって情報を得たマーティーは、緑のドレスを贈おくったの。五着もよ！」

「清せい掃そう用ようの道具や薬品の管理は、キアスがしているの！　だからエイミアはしょっちゅう磨き粉だの雑ぞう巾きんだのの補充に、庶務に出入りしていて」

　あ、あれ？　それって、密室事件と関係、あるの……？

　ただのゴシップのような……。

　姫たちは授業中に、城内の恋愛話を語るときと同じように生き生きとした顔で、交互にしゃべり続けている。

「ミラベルは、マーティーのドレスを全部突き返したんですって。実はミラベルは半年前に、緑のドレスを着て出かけたパーティーで、意中の彼をライバルの女に奪うばわれて、ショックでお皿をひっくり返して、そのあと庭で鳩はとに糞ふんをひっかけられてから、鳥肌が立つくらい緑が大っっっ嫌いになったの」

「けどキアスは、厨ちゆう房ぼうで働いてる未亡人のリタに片想いしていて、エイミアの気持ちに気づいてないの！」

「マーティーに偽情報を流したのは、ミラベルの先輩侍女のシーアで、シーアには三年前からつきあっている彼氏がいて、この彼が、まともに働かずにふらふらしていて、プロポーズもしてくれなくて、なのに後輩のミラベルに先を越されたら立場がないって、焦あせっていたみたい。ミラベルが意中の彼に失恋して落ち込んでたときには、親身に相談にのってたらしいのに、女って怖いわよねー！」

「その、キアスにアタックしてはかわされるエイミアに、キアスの同僚のヴォイスはすっごく同情して、そこからエイミアへの恋が生まれて──」

「あの……姫様たち」

　やっぱり、密室全然関係ないじゃないかー！

「ここからが、さらにドロドロしててすごいのよ、グリンダ！」

「こっちも、ここからなんと六角関係に発展するの！　聞いて、グリンダ！」

　引きつる僕にかまわず、収集したての城内恋愛事情を延々と語ってきかせるのだった。

　あー貴き重ちような時間が、刻一刻と過ぎてゆくよー。




　織絵姫と更紗姫はこんな調子で、なら竜リユウ樹ジユ王子とギルマーはどうかと言えば。

「アニスはディック＝フィルモーニ卿きようの像に、以前からただならぬ関心を示していて、掃除中も、うっとりした目で眺めていたらしい」

「像を磨くフリしながら、胸から腕の筋肉を、ぺたぺたさわりまくっているのを、見張りの兵士が見たって聞いたぜ」

「あの日も、部屋の掃除をするはずの侍女が、夏なつ風か邪ぜで休んだので、アニスが自分から代わりを買って出たそうだ」

「像の腰に巻きつけてある布が余計だと、悔しがってたんだとよ。そんなに像に執しゆう着ちやくしてたんなら、アニスが盗んでもおかしかねーかも。やべぇぜ、グリンダ」

　真顔で語られる内容は、アニスに不利な情報ばかりで……。

　ああ……アニス。そこまで鷹男の像を気に入っていたんだね。きっと国王様の寝所を夜な夜な訪れる鷹男の妄もう想そうを繰くり広ひろげて、うっとりしていたのだろう。

　けど、竜樹王子たちにアニスの趣味をぶっちゃけて弁護するのもどうかと、ためらい、肩を落としていたのだった。

「落ち込むなよ、グリンダ。たとえおまえの仲良しのアニスが犯人でも、おまえにはオレがついている。いい弁護士を紹介するぜ」

「辛つらい真実を見つめることもまた、人が成長するために必要なのだ、グリンダ」

　どうするんだよー！　アニス！　ギルマーと竜樹王子の中で、きみは無実の罪をきせられた気の毒な侍女から、かぎりなく怪しい容疑者になっちゃってるよー！

　そう思ったのは、ギルマーたちだけではないようで、

「例の侍女は『像をお持ち帰りできたらいいのに』と話していたそうだ」

「とにかく像を見つめる目が、とろんとしていて、普通じゃなかったらしい」

「あの趣味の悪い像を、若い娘さんがねー」

「筋肉フェチだったんじゃないか、その侍女」

　と城内の人たちからも、アニスを疑う声が上がりはじめている。




　そうして、オーランドの外交官の到着予定日の、二日前。

　アニスがガストン長官の命令で、牢ろう屋やに入れられたという知らせが、アニスの同僚の侍女から、僕に届いたのだった。





　　　　◇　◇　◇






「アニスは、まだ犯人だと決まったわけじゃありません！　すぐに釈しやく放ほうしてください！」

　抗こう議ぎに訪れた僕に、ガストン長官は椅い子すに腰掛けたまま、嫌みっぽく言った。

「それはできませんなー。犯人に逃げられては、オーランドのお使者に、ますます顔向けできなくなる」

「アニスは犯人じゃない！」

「だが一番怪しいには違いない。ずいぶんディック＝フィルモーニ卿の像に執着しておったようだし」

「う」

　それを持ち出されると、苦しい。

「アニスは、オーランドの美術に興味があって……」

　本当に興味があるのは、国王様受けだけど……。

「ほぉー、それで像を盗み出したと」

「いや、そうじゃなくて」

　声をつまらせる僕に、ガストン長官がいかめしい顔で告げる。

「侍女を牢から出してほしかったら、真犯人を連れてくればよい。それができぬのなら、侍女は窃せつ盗とう犯はんとして、オーランドの外交官に引き渡す」

　くそぉ！　アニスが僕と仲良しなものだから、嫌がらせしてるだろ、じいさん！

　けど、調査も一向に進展していないこの状況で、これ以上粘ねばることはできず、僕はドレスを着ていることも忘れて、肩をいからせ大おお股また歩きで、ガストン長官の部屋をあとにしたのだった。

　アニスの同僚の話では、アニスは城の北側に寒々とそびえる塔の最上階に、閉じこめられているという。

　そこへ行き、見張りの兵士に面会を申し込むと、

「グリンダ嬢じようは容疑者を逃がす可能性があるので、決して通すなと、ガストン長官に厳きびしく命じられています」

　と、断られてしまった。

　また、嫌がらせか！

「なら、わたしが面会をしている間、あなたたちが立ち会えばいいでしょう」

「ダメです」

「差し入れだけでも」

「許可できません」

「ケチ！」

　また大股歩きで、自分の部屋に戻り、乱暴にドアをしめた。




「ムカツク！　ガストン！」

　枕を壁に投げつけ叫ぶ。

　濡ぬれた雑巾で足をすべらせて転んでしまえ！　庭でカラスに糞をひっかけられろ！

　牢屋に入れられたアニスは、今頃どんな思いでいるだろう。

　心細くて、泣いているんじゃないか。




　──グリンダ、あたしのために無理しないでね。




　真犯人を見つけて、像も取り戻してみせると宣言する僕を、アニスは心配そうに見つめていた。自分のほうが、犯人扱いされて大変だっていうのに。

　アニスはお姉さん気質で、しっかり者で明るくて──けど、やっぱり不安なはずだ。

　なんとかして、アニスに会いたい。アニスを励はげましたい。

〝グリンダ〟は、会わせてもらえないというなら、〝シャール〟なら。

　唇を引き結び心を決めると、僕は髪を結い上げていたリボンを、しゅっとほどいた。

　肩にばさりと落ちてきた金髪を手て櫛ぐしで整え、後ろでひとつにまとめなおす。

　そうしてドレスを脱ぎ、コルセットをはずし、以前アニスの家へ招しよう待たいされたときに身につけていた男の子のシャツをはおり、ズボンをはく。

　城の中でシャールの格好をしたりして、もし知り合いに見られて身代わりがバレたら、えらいことになる。

　けど、やめる気はなかった。

　僕がグリンダのことで泣いてしまったとき、アニスは慰なぐさめてくれた。『グリンダはシャールを想っているわ』と励ましてくれた。

　すごく嬉うれしくて、ホッとした。

　だからアニスが、牢屋の中で一人で不安な気持ちでいると想像したら、じっとしていられなかったのだ。

　今度は僕がアニスを勇気づける番だ。

　それに、新聞の連載小説だと、塔に閉じこめられたヒロインは、硬いパンと薄いスープの食事を出されたり、凍こごえそうな寒さの中、穴だらけの毛布一枚で眠らなければならなかったり、鼠ねずみや幽霊に怯おびえたり、鞭むちで打たれたり、ひどい目に遭あっている。

　アニスも、そんな扱いを受けていたら──。

　頭が怒りで、カァッと熱くなる。

　ガストン長官なら、やりかねない！

　やっぱりアニスに会って、無事を確かめなきゃ！

　度のはいっていない眼鏡めがねをかけて、シャーロック＝ドイルに戻り、部屋を出ようとしたとき。

　ドアが開いた。

　ぎくっとし、立ちつくす。

　僕の目の前におずおずと立っていたのは、聖羅だった。

　聖羅は、僕がどこへ行こうとしているのか、なにをしようとしているのか、僕の姿を見て、すぐ理解したようだった。

　ひんやりとした紫水晶の瞳ひとみで、不安そうに僕を見上げて、硬くはりつめた顔で、ぎこちなくつぶやいた。

「アニスのところへ……ゆくのですね」

「うん」

　うなずくと、細い肩をぴくりと揺らす。

　瞳がますます気弱そうに翳かげり、

「それは……多分……不正解です」

　小さな声で言った。

　そうかもしれない。

　けど。

　こんなときなのに、僕は微笑ほほえんだ。

「ねぇ、聖羅。正解か不正解かだけじゃ、決められないことってあるんだよ」

　聖羅が唇をきゅっと結び、儚はかなげな表情を浮かべる。

　きっと心配して来てくれたのだろう。

　聖羅が口にしなくても、それくらいはわかる。

　小さな頭をそっと撫なで、

「大丈夫。僕はグリンダと違ってオーラがないから、この格好なら、きっと目立たないし、天才グリンダ嬢だって気づかれないよ」

　とわざと明るく言って、手をおろす。

　ドアのほうへ歩き出した僕のシャツの袖そでを、ふいに聖羅がつかんだ。

　振り返ると、僕の視線の下で、僕の小さな生徒はうつむいていた。

「先生が……危ないことをするのは、いやです……。きっと……わたしがこれからしようとしていることは……不正解……なんです……。けど、シャール先生と一緒にいると……わたし、頭が悪くなってしまうんです……だから……」

　赤く染まった顔を、ゆっくりと上げる。

　大人の女の人みたいな眼まな差ざしに、心しん臓ぞうがドキンとする。

「わたしも……おともします」





　　　　◇　◇　◇






　夜がふけるのを待って、僕らは北の塔を訪れた。

「こんばんは。僕はガストン長官から派は遣けんされた、尋じん問もんのエキスパートです。容疑者と話をしたいのですが」

　眼鏡をかけ男の子の格好をし、笑顔で語る僕を、見張りの兵士たちはうさんくさげに睨にらんだ。

「聞いてないぞ」

「ええ。内密にと命じられましたので」

「そっちの子供は？」

　フードつきのローブで全身をすっぽりおおった聖羅へ視線を向け、さらに顔をしかめる。

「助手です」

　聖羅の代わりに僕が答える。

「怪しいな。本当にガストン長官の命令で来たのか。なら長官に確認して──」

「もうガストン長官はお休みですよ。なので僕が尋問のエキスパートだという証しよう拠こをお見せしましょう」

「証拠だと？」

「はい、まずナイジェルさん、あなたは人に言えない特殊な趣味をお持ちですね。金魚を大量に飼育されておりますが、一匹一匹に名前をつけられて、特注された巨大な鉢にご自分もご一緒に──」

「ま、待てっ！」

「ちなみに、最初に飼われた金魚につけられた名前は、メレディアーナで、次に購入した金魚はリリエンベールで──」

「よ、よせ！　それ以上はやめてくれ！」

　青ざめるナイジェルににっこり微笑み、もう一人の見張りのほうへ視線を向け、

「次にウォーレンさん。あなたは、街のレストランのウエイトレスのアリーヌさんと、ご結婚間近だそうですが、一週間前の午後三時十五分に、お城の森の凌霄花のうぜんかずらの蔓つるの前で、侍女の──」

「うわあああああ、言うなっ」

　ウォーレンも声を張り上げ、手をばたばた振り回す。

　二人とも、なんで知ってるんだ、という目で僕を見ている。

　それは僕が聞きたい。

　聖羅……なんでお城の兵士が個人で飼ってる金魚の名前まで、把は握あくしてるんだ……。

　フードの下で、聖羅はひたすら沈ちん黙もくしている。

「……」

　これ以上、秘密をべらべらしゃべられたらどうしようと怯える見張りの人たちに、

「僕が尋問のエキスパートだと、ご理解いただけましたか？　なんなら、今、あなたがたが心の中で考えたことを、あててみせましょうか？」

　と、笑顔詐さ欺ぎ師しのヘルムートがよくするように、目をやわらかく細めて尋たずねると、

「いいいいや！　結構です！」

「先ほどは失礼いたしましたっ！　どうぞ、お通りください」

　と、そそくさと入り口のドアを開けた。

　そこから長い階段をのぼってゆく。

　聖羅は無言だ。

　最上階のドアの前にもまた見張りがいて、ここでも同じことをして、鍵かぎを受け取る。

「政治的な話をするので、あなたたちは下の階で待たい機きしていただけますか」

　と見張りを遠ざける。

　聖羅が足を止め、

「わたしは、ここで待っています……。なにかあったら、合図をして知らせます」

　と、小さな声で言う。

「うん。ありがとう。頼むよ」

　ささやく僕を、紫水晶の瞳で寂さびしそうに見上げていた。

　聖羅に心配をかけないように、アニスの安全を確認したら、すぐに戻らなくちゃ。

　鍵を使って、ドアを開ける。

　中は、窓からもれる月の光が唯ゆい一いつの明かりらしく、暗かった。

「だ、誰だれ……？」

　怯えた声が聞こえた。

　アニスだ！

　手に持ったランプをかざすと、寝台の上でメイド服のまま身を小さく縮ちぢめるアニスが見えた。

　アニスからも、僕の姿が見えたのだろう。

　驚おどろきに目を大きく見開いた直後に、こわばっていた頰や唇が、みるみるほころび──瞳が甘くとろけ──嬉しそうに僕の名前を呼んだ。




「シャール！」




　え!?　シャール？

　どうやら、男の子の格好をし眼鏡をかけていた僕を、アニスはシャールだと思ってしまったらしい。

　いや、それであってるんだけど。

　お城にいるときの僕はグリンダで、今はグリンダが男装をして会いに来たって設定で。

　けど、アニスは仔こ鹿じかのように敏びん捷しように寝台から足をおろし、幸せでいっぱいの顔で僕に向かって駆けてきて、僕の首に両手をまわして、抱きついた。

　うわぁ、胸……っ！　アニスの豊かな胸が、もろに僕の胸にあたってる～～～～～～。

　押しつけられた瞬間、ぼよんとはずむ感触に、鼻血を吹きそうになる。

「まさか、シャールが来てくれるなんて。夢を見ているみたい」

　アニスが僕の首筋に顔をうずめ、感激している声で言う。

　アニスが「シャール」と僕の本当の名前を呼んでくれたことに、僕自身も、ふいうちで、胸がきゅんとしめつけられた。

　気がついたら、アニスのあたたかでやわらかな体をぎゅっと抱きしめ返して、

「うん、そうだよ……シャールだよ、アニス」

　と答えていた。




　お互い、照れくさそうに離れたあと、ベッドの端はしに並んで座り、話をした。

　部屋の中は薄暗かったけれど、それなりに清せい潔けつそうで、穴のあいていないふかふかの毛布も、ちゃんと用意されていた。

「あたしが牢屋に入れられたこと、グリンダに聞いたの？」

「うん。驚いて、じっとしていられなかったんだ」

「よく中へ入れてもらえたわね」

「えっと、グリンダが力を貸してくれて……。あっ、グリンダから差し入れを預かっているよ。欲しいものがわからなかったから、いろいろ持ってきちゃった」

　パンにマフィンに干し肉。それからアニスの愛用の化け粧しよう水すいとクリームも、ベッドの上に並べてゆく。

「わー、ありがとう！」

　化粧水の瓶びんを頰に押しつけ、アニスがにこにこする。

「ひどいことされなかった？　アニス？」

「うん、へーき。ずーっと部屋から出られなくて退屈なくらい。それに、牢屋に入るなんて滅めつ多たにできない経験で、すっごく参考になるわ。愛故ゆえに国王様を鎖くさりに繫つないで鞭で責めるヘルムート様、牢屋の寝台にぐったりと横たわる国王様を、ヘルムート様が介かい抱ほうして……ああもう、インスピレーションが次々わいてきちゃって、紙とペンをくださいって見張りの人にいったら、仲間と連絡をとる気かって怪しまれちゃった。あ、シャール、紙とペン、持ってきてくれた？」

「……ゴメン。ないみたい」

　牢屋で心細くて泣いているかも……なんて思っていたのに。アニスはどこにいてもアニスなんだなぁ。

　そのことにホッとしたり、残念な気持ちになったりする。

「えーっ」

　アニスが残念そうな声を上げる。それから急にハッと口に手をあてて、

「やだっ！　あたしったら！　グリンダと話してるみたいな気になっちゃって。いやぁ、シャールに、なんてこと──」

　薄明かりの中でも、はっきりわかるほど真まっ赤かになって、そのまま両手で顔をおおってしまい「やだやだ、あたしのバカっ」と胸を揺らす。

　グリンダには平気で、受けとか攻めとか語りまくっているのに、シャールに知られるのはやっぱり恥ずかしいみたいで、そのへんの心理も、男の僕にはいまひとつわからない。けど、必死に隠そうとするアニスは、ちょっと可愛いと思ってしまう。

「もうもう信じられないっ。あ、あの、ごめんね、シャール。ヘンな話しちゃって。あたし、牢屋に入れられて、気が動転して──」

「ううん、その……よく意味がわからなかったし」

「そ、そうよねっ。いいの。わからなくて」

　アニスはまだ顔をおおって、じたじたしている。

「次に来るときは、紙とペンを差し入れるよ」

「だから、い、いいのっ。それはもう、本当に……ぅぅ」

　声がどんどん小さくなってゆく。今、アニスのほっぺにさわったら、湯たんぽみたいに熱いんじゃないか。

「アニスが元気そうでよかったよ」

　そう言うと、やっと手をおろして、赤い顔のまま僕のほうを見て、にっこりした。

「うん、元気よ。だって、グリンダのこと信じてるから」

　また、胸がきゅーっとした。

　アニスの手をとって握りしめ、あらためて誓ちかう。

「きっと犯人を捕まえて、像も取り戻して、きみの無実を証明するよ。僕と──グリンダで」

「ありがとう。今日、シャールが会いに来てくれて本当に嬉しい」

　朗ほがらかに言ったあと、一瞬だけ沈黙があり、急にはにかむように、アニスがつぶやいた。

「あたしね、シャールに会って、確かめたいことがあったの」















　心臓が、ドキン！　と音を立てる。

　部屋の中はとても静かで、小さな窓から清らかな月の光が射し込んでいて、僕とアニスは寝台に腰かけて、手をとりあい、お互いの顔を見つめ合っていて……それはまるでロマンチックな物語の一場面みたいで……。

　心臓が、さらにドキドキ高鳴り出す。

「確かめたいことって、なに？」

　掠かすれた声で尋ねると、アニスは切なく熱っぽく、目をうるませた。

「あたしの……気持ち」

「わ、わかった？」

「うん」

　ふっくらした唇が、優しくとろけていって。




　──あたし、シャールのこと、本気で好きになっちゃったかも。




　あの告白が、僕の胸の中で甘くはじけて。

　僕らの顔は、お互いの吐と息いきが感じられるほど、近くにあった。

　もっと近づきたい。

　き、キスとかしちゃっても、いいだろうか。

　アニスも、期待するような目で僕を見つめている。

　こくりと息をのみ、さらに顔を近づけようとしたとき。




「みゃー」




　猫の鳴く声がした。




「みゃー、みゃうー。みゅーん」




　必死に哀かなしげに、何度も呼ぶ。

　聖羅の合図だ！

「ごめん。もう行かなきゃ」

「気をつけてね、シャール。それとグリンダにもありがとうって」

「伝えるよ」

　あわただしく別れを告げて、部屋の外へ出る。

　フードとローブにすっぽり隠れた小さな体が、ドアのすぐ横にうずくまっている。

「みゅー……」

　力なく鳴く聖羅に、

「どうしたの？　なにかトラブルが？」

　と尋ねると、フードの下からおずおずと僕を見上げ、

「が……ガストン長官が」

「ガストン！」

「通りかかったような、気が、したものですから……」

「へ？」

　通りかかったってどこを？　塔の外？

　そんなものここから見えたら、大変だ。天才どころの騒ぎじゃない。超人だ。いや神様だ。

　聖羅は真っ赤な顔でもじもじし、立ち上がると、すたすたと歩きはじめた。

　そのあとを、僕も慌あわててついてゆく。

　下の階で待機していた見張りの人たちに鍵を返し、今夜のことは誰にも言わないように念を押し、さらに階段を降りてゆく。

「ねぇ、聖羅」

　聖羅は、うつむいたまま、どんどん先にいってしまう。

「さっき、どうして合図をしたの？」

「……」

　答えない。

　まぁ、いいか……。

「アニスは元気だったよ。アニスに会えたのは、聖羅のおかげだ。ありがとう。僕も頑がん張ばって、アニスを早く牢屋から出してあげないと」

　ローブに包まれた細い体が、ぴくりと揺れたような気がしたけれど、聖羅はやっぱり黙って僕の前を歩いていた。

　僕の足音と聖羅の足音。二つの足音が、静かな夜の階段で、重なったり、離れたりする。

　塔の外に出て、草木がざわざわと揺れる夜の庭を歩きながら、聖羅がぽつりと言った。

「……合図をしたのは、心配、だったからです」

「心配……？」

「……シャール先生が、窓から飛び降りたらどうしようって……」

　なにそれ？

　なんで、いきなりそんな突とつ飛ぴな想像をするわけ？

　どうしよう！　教え子の考えていることが、さっぱりわからない！

「聖羅。僕はそんなことしないよ。あんな高いところから飛び降りたら、ばらばらになっちゃうじゃないか」

　聖羅が振り向く。

「……そうでしょうか」

　神秘的な紫水晶の瞳が、静かに僕を見上げる。

　月の光を浴びて立つ、黒いローブの美び貌ぼうの少女は、陽の下で見るより神々しくて、不ふ思し議ぎな引力に満ちていた。

　まるで、この少女が発する言葉のすべてに、特別な意味があるかのような……そんな巫み女こめいた存在に見えて……。

　窓から飛び降りたら、どうなるか？

　考えるまでもない。

　そんなの常識で……。無傷でいられるわけが……。

　奇抜な美術品が雑然と並ぶ部屋。

　開け放たれた窓。

　その下に広がる、青々とした芝生──。

　頭の中を、これまで見てきたものがぐるぐる回り、それがぴたりと停止したとき、僕はぼうっとしながらつぶやいた。




「そうか……もしかしたら、〝正解〟に、辿たどり着つけるかも」









第三回　犯人は、あなたです。






　翌日。僕はガストン長官に、お手上げ宣言をした。

「一いつ生しよう懸けん命めい捜したけど、犯人見つかりませんでした」

「はぁ？」

　人通りの多い廊ろう下かで僕に呼び止められたガストン長官は、空からラクダが降ってきたと報告を受けたような顔で、僕を見ていたが、やがて、こめかみをぴきぴきとひきつらせて、

「どういうことだね、グリンダ嬢じよう」

「だから、密室の謎なぞも解けなかったし、犯人も、像も、見つかりそうにありません」

「なんだとぉぉぉ！」

　僕の失敗を望んでいたはずなのに、頭から湯ゆ気げを立てて怒り出す。

「絶対見つけると！　大口を叩たたいたではないかっ！　そなた万能の天才で、密室事件など基礎科目ではなかったのか？　なにをへらへら『見つからなかった』とか、報告しておるのだ！　オーランドの外交官は、明あ日すには我が国に到着されるのだぞ！　なんと説明するのだ！　ああああ、こうなったら、おぬしを、エーレンとオーランドの同盟をぶち壊そうと企たくらむ、ウィストリアの女スパイとして、オーランドの外交官に突き出してやる！」

「まぁ、落ち着いてください。まだ最後の手がありますから」

　僕は、にっこりした。

「最後の手だぁ？」

　ガストン長官が、肩でゼハゼハ息を吐きながら睨にらんでくる。

「はい。魚釣り大会です」

「魚釣りぃ！」

　またガストン長官がくわっと目をむく。どうでもいいけど、そのうち、目玉が飛び出ちゃうんじゃないか。ガストン長官の神経を逆さか撫なですることを、じゅうぶん承知の上で、僕はますます爽さわやかに語った。もちろん、お手本はヘルムートのあのしゃくにさわるほど誠実な笑顔だ。

「ウィストリア皇国に昔から伝わる、失うせもの探しの秘術ですよ。紙に探し物の名前を書いて、糸にくくりつけて池に垂らすのです。根こん気きよく待つうちに魚が食いついてきますから、その釣った魚の状態で失せ物の場所を占うのです。『果か報ほうは釣りをして待て』という故事も、この占いから来ていて、ウィストリアの七代目征服皇帝ウィルヘルム三世も、アルセーヌ侵しん攻こうの決断をする際、かの地の名前をしたため、釣り糸を垂れたと言われているんですよ。効果抜群です」

　ガストン長官は、ぷるぷると震えていた。肩や腕だけでなく、太たい鼓こ腹ばらまでぷるぷる揺れる。そうして、

「万能の天才とやらのメッキがはがれたな、グリンダ嬢。犯人が見つからないからといって、神頼みとは──。ええい、情けなくて言葉が出てこぬわ。魚釣り大会でもなんでもして、勝手に恥をさらすがいい！」

　そう言って、どしどしと足音を立てて去っていった。

「ガストン長官も、ぜひ魚釣り大会にいらしてくださいねー！　裏庭の池で、明日早朝から開始しますからー！　どなたでも参加自由ですよー！」

　手を振りながら叫ぶ僕を、廊下を通りかかったお城の人たちも、啞あ然ぜんとして見ていた。




　グリンダ嬢、敗北宣言。

　残るは神頼み。

　ウィストリア皇家直じき伝でんの『失せ物探しのための魚釣り大会』早朝開かい催さい。




　そんな情報が、驚おどろきとともに城内を駆けめぐった日の、夜。

　僕は魚釣り大会にそなえて、早々にベッドにもぐりこんだ。

　そうして、城の明かりがひとつふたつと消え、庭を照らすのは天空に浮かぶ冴さえ冴ざえした月光だけになった時刻──。

　あたりをうかがうようにして、庭を進む人影があった。

　手に長細い銛もりらしきものを持ち、腰をかがめ周囲を見渡しながら、素早い足取りで進んでゆく。

　刈り込まれた芝生しばふを踏んで辿たどり着ついたその先には、きらきらした水をたたえた池があり、人影はそこで立ち止まり、また周囲へ首を巡めぐらせると、手にした銛を、池にすーっと差し入れた。

　ぱしゃり、と水がはねる。

　池の底をさらうように、慎しん重ちように銛を動かしていたが、やがて、目当てのものが銛にひっかかったらしい。

　腰を落とし、足を踏ん張り、両手で銛ごと引き上げる。

　大人の男性ほどの高さがある縦長の黒い塊かたまりが、ざばざばと水音を立てて、水面に現れる。それをさらに力を込めて引き続け、池の端はしまで引きずり上げたとき。

　僕は人影に向かって呼びかけた。




「やっぱり、あなたが犯人だったんですね、マーティー」




　朴ぼく訥とつそうな青年が、びくっと肩を跳はね上あげる。

　木の後ろから僕が現れるのを見て、月に照らされた顔がゆがむ。

　それは、間違いなく工房で働いている青年──マーティーだった。

　池の周囲に潜ひそんで様子をうかがっていた騎士団の人たちも、次々姿を見せる。

　僕とマーティーの周りを、剣や弓を持った騎士たちが取り囲む。

　体をこわばらせたまま動かないマーティーに、僕は静かに語りはじめた。

「ディック＝フィルモーニ卿きようの像が消えた日、部屋に出入りしたのはアニスの他に、侍じ女じよのエイミアとあなたの二人きりでした。エイミアが部屋に入るときに持っていたのは、磨みがき粉この壺つぼで、あなたが台座に乗せていたのは修理したばかりの仕掛け時計だった。また、二人とも出て行くときは手ぶらだったと、見張りの人は証言していました」

　マーティーは動かない。

　自分が石の像になってしまったかのように固まっている。

　周りの騎士たちも息をひそめて、僕の言葉に耳を傾かたむけている。

「アニスを含めて、誰も像を持ち出してはいない。なのに、像は消えてしまった。まるで密室事件です。けど、この密室は、密室のようなものであって、完全に密室ではなかった」

　月の光をたたえた池の水面で魚が跳ね、僕は声をはりあげた。




「何故なら、窓は開いていたから」




　そう。

　開いた窓は、誰だれの目にも見えていた。

　けれど、そこから像を持ち出すことは常識的に考えて不可能だから、真っ先に選択肢からはずしていたんだ。

　けど、本当に不可能だったのか？




　──あんな高いところから飛び降りたら、ばらばらになっちゃうじゃないか。




　──……そうでしょうか。




　神しん託たくを告げる巫み女このように僕を見つめながら、ささやいた聖セイ羅ラ。

　あのとき、無意識に否定していた可能性を、もう一度考え直してみた。

「像をそのまま窓から落とせば砕くだけてしまうし、音もして人に気づかれてしまう。ならば、どうすればいいか？」

　そう、犯人は考えたんだ。

　落下の衝しよう撃げきをやわらげる方法を。

　そして思いつき、実行した。

「マーティー、あなたは侍女のミラベルに恋をして、ドレスを五着もプレゼントして、全部突き返されたそうですね。ドレスの色は、どれも緑だった。あなたは、それを繫つなぎあわせて、傘を作ったんじゃありませんか。そうして仕掛け時計の中に入れて、部屋の中に持ち込んだんです」

　マーティーのこめかみが、ぴくりと震える。

「あの日、仕掛け時計は、三つに分けた状態で台車に乗せられていました。中は空くう洞どうだから、そこに布を小さく畳たたんで、押し込めばいい。それで、時計を組み立てる作業をすると見せかけて、その合間に傘を引っ張り出し、像にくくりつけて、窓から投げ出したんです。あなたの目もく論ろ見み通り、傘はうまい具合に開いて、像は破は損そんすることなく、芝生の上に着地しました。傘は芝生と同じ緑色だから、像の上にかぶさってカムフラージュにもなったでしょう。傘が像を隠してくれている間に、あなたは空からの台車を押して部屋を出て、急いで裏庭へ回り、そのまま傘で像をくるんで、すぐには見つからない場所に隠したんです。その池の中に──」

　マーティーは途中から唇くちびるを嚙かみしめて、僕の言葉を聞いていた。

　像が傘と一緒に、落下するのを人に見られてしまえばそれまでの、危険な計画だ。

　けど、あの時間、裏庭を通りかかる人は滅めつ多たにいない。

　マーティーには、それなりの勝算があったのだ。

「あなたがドレスを贈おくったミラベルは、緑が嫌いでした。あなたはそれを知ってて、緑のドレスを贈っていたのではありませんか。部屋の掃そう除じの作業の手順も、侍女から聞き出して、頭に入っていたんです」

　そうして、見事に像を盗み出した。

「像を窓から外へ出すことができたのは誰か？　そう考えたら、犯人は、あなたしかいなかったし、像の隠し場所も池の中以外ありえませんでした。だから、魚釣り大会をすると広めて、あなたが自分から像を引き上げるように仕向けたんです。あなたは、自分で、動かぬ証しよう拠こを、さらしてしまったんです。もう言い逃れはできませんよ」

　マーティーのかたわらに投げ出された、ぐっしょりと水に濡れた長方形の包み。緑の布は、淡あわい月明かりの下で真っ黒に見えた。まるで死体をくるんでいるようで不ぶ気き味みだ。

　いきなりマーティーが、手に持っていた銛を、僕のほうへ投げつけた。

「うわぁ！」

「グリンダ！」

「グリンダ嬢！」

　腰を抜かしてしゃがみ込む僕の周りに、騎士たちが集まってくる。銛は僕のすぐ脇わきの芝生に深々と突き刺さっていて、ぞっとした。

　その隙すきに駆け出したマーティーを、僕の無事を確認したギルマーが、先頭切って追いかける。

「くそぉ！　よくもグリンダを傷つけようとしたな、許さんっ！」

　みるみるマーティーとの距離を縮ちぢめ、飛びついて引きずり倒し、腰から抜きはなった剣を突きつけた。

　あざやかな手並みに、他の騎士たちから、おおっと感かん嘆たんが上がる。

「こいつ、鼻をそぎ落としてやろうか！」

「ダメだよ、ギルマー！　彼はやっとつかまえた大事な犯人なんだから、丁てい重ちように扱あつかって」

　大事な犯人という言い方は、ちょっとおかしいような気もするけど、ギルマーに駆け寄り、お願いする。

「まぁ、グリンダがそういうなら」

　ギルマーがえらそうにつぶやく。それから顔をしかめて納なつ得とくいかなそうに、尋たずねた。

「てか、おまえ、なんであんな趣味悪い、裸の鷹たか男おとこの像なんか盗んだんだ」

「……っ」

　マーティーはギルマーに腕を背中のほうへ捻ひねられた状態で、口を硬く結むすんでいる。話す気はなさそうだ。

　だから、僕は最後の質問をした。

「それはあなたが、エーレンの人ではないからですね、マーティー」

　マーティーがびくっとし、僕を見上げる。

「あなたに像を盗む動機があるとしたら、個人的な事情ではなく、誰かに命令されたからでしょう。なら、それは誰か？　オーランドの外交官がエーレンを訪問する直前に、像がなくなるなんて、できすぎです。オーランドとの間に諍いさかいを起こす意い図とがあったとしか思えない。そうなったとき得をするのは、どこの国でしょう？　オーランドとエーレンが仲良くなるのを、望まない国でしょうか？　たとえばルビニアとか、ウィストリアとか」

　こわばってゆくマーティーの顔を、じっと見すえる。

　ガストン長官は、像がなくなったのは、ウィストリア皇国の謀ぼう略りやくだと主張していた。

　けど、ウィストリアは、オーランドとエーレンの間に、わざわざ波風を立てる理由はないのだ。

　何な故ぜなら、エーレンとウィストリアの関係は、今現在、良好だから。

　エーレンの第一の同盟国がウィストリア皇国だということは、ウィストリアの至宝グリンダ＝ドイルの存在によって、各国にあきらかにされている。

　ならば国家的視点で見た場合、今回の犯行の目的は──。

　僕は、グリンダのような天才じゃない。

　けど、偉い人たちのあれこれに、こっそり突っ込みを入れたり、クサしたりするのが大好きという歪ゆがんだ性せい癖へきから、新聞の社しや交こう欄らんや、各国の王室の関連書籍を熟読している。

　新聞に連れん載さいされている、謀略が飛び交う王室ロマンス小説の愛読者でもある。

　現実と物語は違うと、ウィストリアでニート志願の浪人生をやっていた頃は、冷めた目で思っていたけれど、この国へ来てからは、案外物語みたいな現実もあるのかもしれないと思えるようになった。

　そう、現実の世界だって、突っ込みどころ満まん載さいだったり、謀略に満ちていたり、頭が痛くなるようなことが起こったりする。行動している人たちは、自分がバカなことをしているなんて思わず、大おお真ま面じ目めだったりも。

「重要なのは、あなたが像を傷つけることをしなかったということです。オーランドの機き嫌げんを損ねたいだけなら、わざわざ像を隠すことはありません。いっそ粉々に壊してしまうほうが楽なはずです。なのにそうはせず、大事に布でくるんで、池に沈めておいた。あとで発見できるように──。何故、そんな風に、像を大切に扱ったのか。それはマーティー、あなたが、ウィストリアでもルビニアでもなく──」

　力強い拍はく手しゆの音が、僕の最後の言葉をかき消した。




「そこまでだ。グリンダ嬢」




　月明かりの下、涼すずやかに通る声に、騎士たちが慌あわてて道をあける。

　彼らの間を、銀色の髪をきらめかせた美び貌ぼうの国王シザエルが、優ゆう雅がな仕し草ぐさでゆっくりと歩み出てくる。

「見事な推理だった。おかげで犯人も捕まり、像も戻ってきた。これでオーランドの使者とも、今後の両国の関係について有ゆう益えきな話ができるだろう」

　冴え冴えとした光の中に浮かび上がる微笑ほほえみは、見る者を惹ひきつける魅力にあふれているのと同時に、背筋をぞくっとさせるような、底知れなさをたたえている。

　この人に逆らってはいけないと、本能に訴えかけてくるような──。

「グリンダ嬢には、心から感謝する。皆もご苦労だった」

　騎士たちが一斉にこうべを垂れる。

　マーティーも観念したのか、がくりとうなだれる。

　そんな中、僕とシザエル王だけが、顔を上げて見つめ合っていた。

　何故この人が、現れるんだ。

　まさか──。

　その理由に気づき、僕は恐ろしさと反抗心がごちゃ混ぜになった気持ちで、エーレンの国王陛へい下かを見つめる眼まな差ざしに、力を込めた。

　向こうもまた、僕が気づいたということに、気づいたのだろう。意味ありげな瞳ひとみで微笑んでいた。
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　翌日。

　シザエル王の私室に呼ばれ、マーティーの正体について聞かされた。

　僕の予想通り、マーティーはオーランドの人間だった。

　像を隠したのは、それをネタにエーレンに圧力をかけ、今後の同盟関係を有利にするためで、

「オーランドの英雄を、幽閉でもするように鍵かぎをかけた部屋に押し込め、ないがしろにしたことを、ディック＝フィルモーニ卿自身が不服に思い、姿を隠したのだとでも、怒ってみせるつもりであったのだろうな」

　と、シザエル王はおかしそうに言っていた。

　像が消えたときも、同じ意味の言葉を、この人の口から聞いたような気がする。

　つまり最初から、美貌の国王陛下は、お見通しだったわけだ。

　ひょっとしたらマーティーのことも、事件が起こる前から、オーランドのスパイだと知っていて、泳がせていたのかもしれない。

　今回の盗難騒ぎがオーランドの企みであることが判明し、マーティーという証人も確保し、逆にエーレンはオーランドの弱みを握り、優位な立場になった。この先も、マーティーがオーランドのスパイだったことが、公おおやけになることはないだろう。それを公表しないことで、シザエル王はオーランドに恩を着せることに成功したのだから。

「天才グリンダ嬢が密室事件を解決したと、城内も大いに盛り上がっているようだし、この快事はすぐにエーレンだけではなく、諸国に広まるだろう。オーランドにしてみても、名高いグリンダ嬢に企みを暴あばかれたのであれば、あきらめがつくのではないか」

　城内の賞しよう賛さんの声は、僕の耳にも入っている。

　グリンダ嬢が、見事に事件を解決したそうだ！

　さすがグリンダ嬢！

　やっぱりグリンダ嬢は天才だ！

　まるでお祭り騒ぎだ。

　確かにエーレンの政府の主導で事件を解決するより、他国の天才が解決してしまうほうが、オーランドに対して角かどが立たないだろうけど、まさかそこまで計算して……。アニスが犯人扱いされて牢ろう屋やに入れられたのも、ガストン長官の独断でなく……。

　背中が薄ら寒くなる僕に、国王様はゆうべと同じように意味ありげに微笑んで、

「グリンダ嬢は賢いから、今、ここで聞いたことは、黙っていてこそ価値があるということは、ご存じだと思うが」

　と、しっかり釘くぎを刺した。




　複雑な気持ちでシザエル王の部屋から出てきた僕を、不機嫌な顔をした聖羅が待っていた。

　聖羅も父王の意図に気づいているようで、蒸し蒸しした夏の庭を、一緒に並んで歩きながら、

「……結局、父にいいように使われてしまったように思います」

　と、悔しそうにつぶやいた。

「そうだね」

　僕もさっきまで割り切れない思いをしていたし、昨日もベッドに入ってから、しばらく胸がひりひりして、眠れなかった。

「けど、僕の目的は、アニスの無実をはらすことだったんだから、それがはたせてよかった。あとのことは、僕が考えることじゃない。きみのお父さんの領りよう分ぶんだ」

　探偵小説でも、探偵は犯人のその後の人生に関わったり、口出ししたりはしないから。

　そう考えたら、もう怒りはわいてこなかった。

　ガストン長官は、今朝廊下で会ったとき、僕を見るなり声を詰まらせ、呼こ吸きゆう困こん難なんに陥おちいり、胸を押さえて唸うなっていた。

　きっと犯人がオーランドのスパイであることを、知らされたのだろう。

　それでも、めいっぱい強がって、

「ふ、ふんっ」

　と鼻を鳴らして去っていった。

　しばらくは、いびられずにすむだろうけど、また復活するんだろうな。懲こりなさそうなじいさんだから。

　ギルマーは、

「どうだ、グリンダ、マーティーを捕まえたときのオレは、超カッコよかっただろう。惚ほれたか？」

　と鼻高々で、

「惚れてはいないけど、感謝はしてるよ。ありがとう」

　と言ったら、嬉うれしそうにへらへらして、

「そーかそーか。困ったことがあったらいつでもオレを頼れ。あと十回くらい感謝したら、オレに惚れてるはずだから」

　と、自じ信しん過か剰じようの勘違いイケメンにしては、気の長いことを言った。

　竜リユウ樹ジユ王子は、自分が犯人確保の場面に立ち会えなかったことを、ひどく悔しがっていて、

「っっ、グリンダ！　私はもっと剣の稽けい古こをして、強くなるからな！　ギルマーにも負けないからな」

　と、真まっ赤かな顔で宣言した。

　今回のことで、ギルマーにライバル意識が芽め生ばえたらしい。竜樹王子は真面目だから、やりすぎなければいいのだけど……。

　更サラ紗サ姫と織オリ絵エ姫も、犯人が逮たい捕ほされ、像が無事に戻ってきたことを、喜んでくれた。

「グリンダが密室の謎を見事解き明かしたって、大評判よ！」

「さすがグリンダ嬢！　って、みーんな褒ほめてるわ！」

「犯人がマーティーだったのはびっくりだけど、あたしたちの情報も役に立ったみたいだし、また探偵ゴッコしたいわねーって、織絵と話してたのよ」

「そうよ。また事件が起こったら、あたしと更紗がグリンダの助手になってあげる」

　二人とも、きらきらした目で言っていた。

　実際、二人が聞き込んできた情報は、とっても役に立った。また事件が起きたとき、助手をお願いするかどうかは、考えさせてほしいけど。

　双子姫だけではなく、今回は本当にたくさんの人たちに助けられた。




　聖羅にも──。




「僕が鷹男の像の在処ありかをつきとめることができたのは、聖羅がヒントをくれたからだよ。ありがとう」

　隣で唇を嚙みしめてうつむいている聖羅に、おだやかな口く調ちようで告げると、白い頰ほおがぱっと染まった。

　牢屋に入れられたアニスを訪ねた帰り道、夜の庭を歩きながら、聖羅がいきなり、僕が窓から飛び降りたらどうしようと心配していたなんて、言い出したこと。

　ありえないと答える僕を、じっと見上げて『そうでしょうか』と、ささやいたことも。

　庭で一人で腰をかがめて、芝生の状態を確かめていたことも。

　それから、部屋で頭をかきむしる僕に、




　──密室じゃありません。




　と、頰を赤らめて言ったことも……。

　きっと、聖羅には〝正解〟が、見えていたのだろう。

　そして、僕がそこへ辿り着くために、こっそり力を貸してくれた。

　表向きは『わかりません』なんて言いながら。

　聖羅は頰を染めたまま、僕の顔をぼーっと見上げていたけど、僕が贈った腕輪を握り、怒っているような、照れているような、複雑な表情を浮かべて、

「違います……。わたしも、〝正解〟か〝不正解〟か、迷っていたんです。こんなこと……ハジメテで……。いつもなら……〝正解〟は最初から目の前にあるのに……シャール先生が……アニスのために事件を解決するとおっしゃるのを聞いたら、なんだか……なにが正しいのか……わからなくなってしまって……アニスが助からないほうが、いいんじゃないかって……わたし……アニスに、焼きもちを……」

　聖羅の声が、だんだん小さくなってゆく。

　僕は聖羅の頭を、優しく撫でた。

「でも聖羅は、アニスを助けてくれた。やっぱりありがとうとお礼を言うよ」















　聖羅がそんなことを考えていたなんて、知らなかった。

『焼きもちを焼いていたのです』と子供っぽく告白する様子がいじらしくて、なのに、僕が困っていたのでヒントをくれたんだと思ったら、胸がきゅっとして。

　聖羅は恥ずかしそうに、

「し、知りません……っ」

　とつぶやいて、さらさらの銀色の髪をひるがえし、走っていってしまった。

　生徒に気を遣つかってもらって、助けてもらうなんて、僕はやっぱりダメな先生かもしれない。

　グリンダと同じ世界を見ることができる聖羅。

　いつかきみに、ふさわしい先生になりたい。

　きみを助けることができる、きみに頼ってもらえる、きみの心をわかってあげられる、そんな『先生』に──。

　一日でも早く。きみが、大人になってしまう前に。

　だから、今は、よそ見をせずに、仕事に集中しよう。

　ハールーンに言ったように、僕は一度にたくさんのことをこなせるほど、器用じゃないから。

　夏のまばゆい日射しに目を細めながら、緑の草木が萌え立つ庭で、少し切ない気持ちで、そんなことを考えていた。
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　夜。寝間着に着替えた頃、アニスがメイド服のまま、僕の部屋を訪ねてきた。

　容疑が晴れ、午後から仕事に復帰して、忙しく働いていたらしい。

　笑顔で僕に抱きつき、

「ありがと～～～～～～！　グリンダ！」

　と、何度も言った。

　北の塔で僕を見たとたん、とろけるような瞳で、




　──シャール！




　と叫んで、しがみついてきたときのことを思い出して──あのとき二人で過ごした甘く短い、特別な時間がよみがえって、胸がしめつけられたけど……。

　僕は恋より仕事を頑がん張ばるって、決めたんだ。

　じゃなきゃ、あの聡そう明めいで複雑で感じやすい女の子の『先生』は務つとまらない。

　恋にうつつを抜かしている間に、大切なものを見落としてしまう。

「本当にありがとう、グリンダ。あー、これで来週の同人誌の即売会に、心置きなく参加できるわ。グリンダのこと、信じてたけど、もしまんがいち牢屋から出られなくて、即売会に行けなかったらどうしようって、胸が潰つぶれそうだったの。夏の即売会は、いつもの即売会よりすごく大がかりで、ヘル×シザ本だって、きっとたくさん出るわ。この日のために、家への仕送りの他に、こつこつ貯金をしまくっていたのに。それに、せっかくシャールのおかげで印刷が間に合った、あたしの渾こん身しんのヘル×シザ本も無む駄だになっちゃう。旬しゆんなネタを、たっぷり詰め込んだのよ。あれを読んでもらえたら、ヘル×シザの信者が増えて、書き手も増えること間違いナシって自信作なのよ。それがお蔵くら入いりかもしれないなんて、目の前が真っ暗になっちゃって──せめてあの本だけでも委い託たくできないかしらって、牢屋の中で、シャールが来るまで必死に考えていたわ」

　やわらかな体を押しつけながら、アニスが怒ど濤とうのように口走る。

　って……ベッドにうずくまって、そんなこと考えていたのか？

　恋より仕事と、シリアスに決意を固めていた僕は、気が抜けてしまった。

　てゆーか、アニスの中では、僕に会えなくなることより、同人誌の即売会に参加できないことのほうが、重要だったんじゃ。

　まぁ……それが、アニスだよな。

　そうだ、これで僕も、仕事に集中できるってもんじゃないか。

　僕は立りつ派ぱな先生になる努力をし、アニスはヘル×シザの布ふ教きように力を尽くす。

　お互い目標があって、結構なことだ。

　なんだかまた失恋したような気持ちで、アニスの言葉を聞いていたら、ふっとアニスの声が掠かすれた。

「本当に……グリンダが犯人を捕まえてくれて、戻ってこれて……よかった……」

　え？　あれ？

　アニスは肩を震わせている。

　僕の首筋に、冷たい雫しずくが落ちてきて。

　うわ……っ、もしかして泣いている？　あのアニスが!?

　顔を僕の首に埋め、アニスがつっかえながら言う。

「やだ……どうして。あたし、戻ってこれたのに……っ」

　アニスも、泣いている自分に戸と惑まどっているのだろう。

　胸の中に、ゆっくりとやわらかな気持ちが広がってゆく。これまでアニスは、歳としの近いお姉さんのように僕の世せ話わを焼いて、僕が泣いてしまったとき、慰なぐさめてくれた。

　いつも明るくて、優しくて、しっかり者で。

　陰いん鬱うつな牢屋の中でさえ、アニスはアニスで──。

　けど、あのとき、本当は不安だったのかもしれない。

　僕に心配をかけないように、一生懸命にヘル×シザの話をしていたのかもしれない。

　どんなときでも、アニスはアニスだから。

　自分のことよりも、他人のことを考えてしまう女の子だから。

　僕はアニスの背中に左手を回し、右手で優しく頭を撫でた。

　前にアニスが僕に、そうしてくれたように。

「もう、大丈夫だよ」

　あたたかな声でささやきながら、何度も。

　アニスの髪は、ふわふわして、やわらかくて、甘い香りがして。やっぱり女の子なんだなーと思った。

　同時に、自分は男なんだということを、強く感じた。

　泣いているアニスを抱きしめて頭を撫でていると、もっと優しくしてあげたい、守ってあげたい、それで、もっともっと強く抱きしめたいという気持ちがわいてくる。

　アニスの体はやわらかくて、気持ちがよくて、いつまでもずっとこうしていたくなってしまう。

　恋は封印すると、決めたばかりなのに。

　頭の中で、紫水晶の瞳と銀色の髪の女の子が、細い腕に巻いた水晶の腕輪を、反対の手できゅっと握り、哀かなしそうに僕を見つめている。

　そうだ。僕は聖羅にふさわしい先生にならなきゃいけない。

　アニスはすごく魅力的だけど、ここは男らしく振り切って──。いや、泣いている女の子を突き放すのは、冷たすぎるんじゃ。せめてアニスが泣きやむまでは、恋人気分を味わっても、許されるんじゃないか。

　てか、恋人とか言ってる時点で、ダメダメだよー！

　よし、やっぱり身を引こう。この至し福ふくの時間が長引くと、離れられなくなる気がする。

　アニスの体を、そっと押しやろうとしたとき。

　アニスのほうから、僕の肩をぐいっと押してきた。

　焦あせる僕を、涙で濡ぬれた顔で見つめて、言う。

「グリンダ、あたしやっぱりシャールが好き。シャールが牢屋まで会いに来てくれて、はっきりわかったの」

　げっ！　今、その台詞せりふは、やばすぎる。また気持ちが、揺れ動いて──。

　硬直する僕に、アニスはさらに決意のこもる瞳で、爆弾宣言をしたのだった。

「だから決めた！　次にシャールに会ったとき、シャールに告白するっ！」

　ええええええっ！


















　私がはじめてグリンダ＝ドイルを見たのは、ウィストリアの皇立研究室だった。私は社会人になって三年目で、外交官としてはまだまだ新米だった。

　上司の使いで訪れたそこは、受験がさかんで知的であることを重んじるウィストリア皇国の中でも突出した頭ず脳のうを集めた機き関かんで、変人の巣そう窟くつでもあった。まぁ、学者や芸術家は、少々イカれているものだと昔から決まっている。

　が、年ねん輩ぱいのお偉えらい研究者たちの間で、一人椅い子すに足を載のせて座り、ひんやりした顔で星形のクッキーをぼりぼり食べていた少女は、そんな変人の集団からさえ、浮き上がっていた。




　あれがグリンダ＝ドイルか……。




　説明されずとも、すぐにわかった。

　七歳にして、我が国の最高学府である皇立中央大学の、難なん関かんを極める入試にオール満点で首席合格した天才少女。

　以来、十二歳にして教授に就しゆう任にん。翌年皇帝陛へい下かじきじきのお声がかりで、この皇立研究所に迎えられた皇国の至宝。その才は学問だけでなく、芸術、政治、経済、軍事と多た岐きにわたり、ただの天才ではなく、万能の天才と呼ばれている。

　確かまだ十三歳のはずだ……。

　絶ぜつ世せいの美女との噂うわさもあったが、それは十三歳の少女には、似つかわしくない。せめて美少女と呼ぶべきだろうと、実際にグリンダを見るまで思っていた。

　けど、実物を見て、なるほど……と、納なつ得とくした。いや、議ぎ論ろんの余地もなく、納得させられた。

　グリンダという特異な少女から発せられる、月光の気高さと炎の激しさをあわせたような圧倒的なカリスマと尊そん大だいさは、美少女と名付けられるような、可か憐れんなものでは決してなく、美女と呼ぶにふさわしいものだった。

　よくよく見れば、突出して美しいという顔立ちでもない。

　この、問もん答どう無む用ようでこの少女は特別なのだと思わせる雰ふん囲い気きがなければ、ごく一般的な可か愛わいらしい少女だっただろう。けど、その雰囲気こそが、さして胸もない、色気もない、礼れい儀ぎ知らずで無ぶ愛あい想そうな少女を、世界の中心に君くん臨りんする女王のように、輝かせていた。

　たとえ椅子に足を載せ、淑しゆく女じよらしからぬお行ぎよう儀ぎの悪い座り方をしていても、食べているものが、お星様の形のクッキーでも、そのカリスマも威い厳げんも、かけらもそこなわれることはない。

　こんなにつまらなそうな、ひんやりした顔で、クッキーをぼりぼり齧かじっている十代の少女を、はじめて見た。

　青い瞳ひとみが、まるで透明な氷の塊かたまりのようで、その奥で青白い炎がちらちら燃えている。

　が、その火は、ここにいる誰だれにも向けられていないようだった。

　徹てつ底てい的てきな、無関心。

　もしかしたら彼女は、自分の周りにいる人間を、対等な『人』として認識していないのではないか。

　そんな疑念を持つほど、ひんやりした無感動な目をしており、周囲がどれほどざわめいていても、ぴくりとも反応しなかった。















　そうなると、どうしてもこちらを振り向かせたくなってしまう。

　私は手に抱えていた書類の束たばを、グリンダの近くまで行き、そこでわざと落としてみせた。

　冷たい床に書類が叩たたきつけられる音が盛大に響き、大量の紙が散乱した。

　ああ、これは拾うのが大変そうだと、暢のん気きに思った。

　部屋にいた人間の視線が、残らず私のほうを向く。

　そうしてグリンダも。

　星のクッキーをつまむ手を止め、尊大な眼まな差ざしで私を見た。

「はじめまして、グリンダ＝ドイル。外交官のヘルムート＝ダールベルクと申します。きみの美び貌ぼうに見み惚ほれて手元が狂ってしまいました」

「……」

　グリンダは、無言だった。

　氷の瞳の表層を炎が溶かすことはなく、それはいまだ内側で燃え上がるのみだった。

　予想はしていたので、私はがっかりしなかった。

　親しみを込めた笑顔で尋たずねる。

「お星様になにをお願いしていたのですか」

　グリンダが口を開く。

　耳にすっと飛び込んできたのは、見た目の雰囲気を裏うら切ぎらない、ひんやりした尊大な声だった。

「あなたたちには想像もできないことよ」

　そうして、

「箒ほうきは向こうの棚よ。早くそのゴミを片付けて」

　と素そっ気けなく言い、またつまらなそうにクッキーを齧りはじめる。この日、グリンダが私を見ることは、二度となかった。

　尊大な女王の足元で、私は散らばる書類を、腰をかがめて手で一枚一枚拾い集めたのだった。

「失敗してしまいましたねー」

　と、つぶやきながら。

　実際は、グリンダ＝ドイルと言葉を交わすことに成功し、口元をゆるめながら。
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　その後、彼女と直接仕事でやりとりする機会は訪れなかったが、どこの職場でも、評判は耳にした。

　グリンダ＝ドイルは、常に話題の人だったので──。

　彼女と組んで仕事をした人間からの評価は、最悪。

　仲間を尊そん重ちようすることを知らない。

　他人に敬けい意いを払うことをしない。

　独どく断だんでなんでもやってしまう。

　説明が足りなさすぎる。

　予算を使いすぎる。

　が、それ以外の人間は、彼女を絶ぜつ賛さんした。

　たった一人で、すべてのプロジェクトをやり遂とげた！　まさに万能の天才！　足りない予算の十倍の予算を調ちよう達たつしてきた！　グリンダ一人で百人の学者と千人の商人と一万人の兵士の仕事をする！

　彼女の評価はどんどん上がってゆき、大勢の人々がグリンダ＝ドイルを崇あがめた。

　そんなにたくさんの才能を神様から与えられたグリンダ＝ドイルという女の子は、きっと世界一幸せな女の子でしょうねと、さる貴族のやんごとなき令夫人が、溜ため息いきとともに語るのを、聞きもした。

　その令夫人は、社交界で美貌を知られた人であったけれど、自分より二十歳以上も年上の夫に、実家の借金を肩代わりしてもらうために嫁とついだ身の上だったから、一人で生きられる才能を持つグリンダを、うらやんだのかもしれない。

　皇帝の城で働く侍女たちも、

「わたしたちと同じ歳としで、立りつ派ぱなお仕事をたくさんなさって。わたしにもグリンダ嬢じようの才能の、千分の一でも、あればよかったのに」

　と、がっかりしている顔で、語っていた。

　グリンダに比べたら、自分たちの人生はつまらないと、彼女たちは思っているのだろう。あの才能が、自分にもそなわっていたら、どれほど素す晴ばらしい毎日だろうと。

　けど、侍女たちが楽しそうに笑っている姿はよく見かけたが、グリンダが心から笑ったり、楽しんだりしている姿を、私は現在に至るまで一度も見たことがない。

　研究所で見かけるたび、グリンダはつまらなそうに星の形のクッキーを齧っているのだった。

　誰も仕事以外のことでグリンダに話しかけないし、そもそも話しかけてもグリンダが相手にしない。

　誰に対しても無関心なのは、年月が経たっても変わらなかった。いや、瞳のひんやり度は、ますます上昇していたかもしれない。

　正直、私はグリンダのような女性は、好みではない。

　頭のよすぎる女性より、素直でおばかさんで、私の言葉におもしろいリアクションを返してくれる女性のほうが、恋愛対象として好ましい。

　女性に振り回されることを至し福ふくとする男性もいるが、私はごめんだし、むしろ私が振り回して、その様子を見て、にやにやしたい派だ。

　なので、無表情無反応無関心の標ひよう本ほんのようなグリンダを、気にかける理由などないはずだった。

　けど、ああまでこちらに無関心だと、なんとか反応を引き出してみたいと思ってしまうのは、私が捻ねじくれた人間だからだろうか。

　初めて会った日に書類をばらまいてみせたように、私はその後もグリンダに会うたび、ささやかな勝負をしかけ続けた。

　たいてい私の負けだったが、一度だけ、グリンダを怒らせたことがある。

　グリンダに、双子の弟がいると聞いて、

「弟君も、きみと同じように天才なのですか」

　と尋ねたら、クッキーの袋をぐしゃりと握りつぶして、鋭い声で言った。

「あの子の話は一切したくないの。わたしのいるところでも、いないところでもよ」

　と、気の弱い男なら失しつ神しんしかねないほど、険けわしい目で私を睨にらんだ。氷の下に潜ひそむ炎が、このときは表面で、めらめらと燃えていて、その火に焼き尽くされそうだった。

　はじめて見る、人間らしい顔──。

　激しい感情をあらわにするグリンダに、私は息をのんで見惚れた。




　何な故ぜ、話題の中心人物であり、なにをしても噂になるグリンダ＝ドイルに、双子の弟がいることが、知られていないのか……。




　一人になったあと、グリンダの反応を思い返しながら、それを考えたとき、ちょっと愉ゆ快かいになり、頰ほおがゆるんだ。

　間違いない。

〝弟〟が、グリンダの弱点なのだ。

　あのグリンダにも泣き所があったことが──それを見つけたことが嬉うれしくて、私は忍び笑いをした。
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　それからあともグリンダは勝手し放ほう題だいで、あげくに、同盟国の国王の子供たちの家庭教師を務つとめるという大役を前にして、

『今日かぎりグリンダ＝ドイルを廃はい業ぎようする。後のことは知らん』

　と書いた手紙を残し、失しつ踪そうしてしまった。

　ウィストリア皇国の諜ちよう報ほう部ぶの力を結集して、行方ゆくえを追っているが、各地にその存在を印象づけ、足跡を残しまくるグリンダを、いまだに捕まえることができずにいる。

　今、同盟国エーレンでは、グリンダの代わりに、彼女の双子の弟がドレスを着て、子供たちの家庭教師を務めている。

　姉と正反対の、単純で善良でうろたえやすく、だまされやすい、あらゆる面で、ちょっぴり残念な彼は、しょっぱなからドジを踏みまくり、トラブルに巻き込まれながらも、役目をはたしている。

　グリンダと同じ人種である、国王の第一王女に、早々に正体を見破られながら、味方につけたのだから、たいしたものだ。

　今日も、南の島フォルセイスの海辺で夏か期き休きゆう暇か中ちゆうの私のもとへ、グリンダ嬢が密室事件を見事に解決したという報告がもたらされた。

　白い砂をしきつめた浜辺で、透明な波に足をひたしながら手紙を読み終え、私は微笑ほほえんだ。

「シャールくんは、本当に悪運が強い。けど、それもどこまでもつのか」

　グリンダのひんやりした瞳の中で燃える、青く美しい炎を思い出し、つぶやく。

「早く姿を現しなさい、グリンダ＝ドイル。さもないと、私は、きみの大事な弟を、いじめてしまいますよ」
















第一回　夏の夜は、誰とデートするの？






　神話の時代。

　星を司つかさどる女王リリティスは、混こん沌とんから生まれた怪物を退治した勇ましい若者を、夫に迎えた。けれど二人の仲があまりに睦むつまじく、リリティスが職しよく務むを忘れて夫と遊びほうけていたため星々の運行が乱れ、天上に暮らす神々も地に暮らす人々も混乱した。

　そのためリリティスは罰ばつを受け、一年に一度訪れる星祭りの夜の間しか、夫に会えなくなってしまう。

　年に一度、リリティスの夫は、遙はるかな国から扉を開けて現れる。

　そうして二人は、太陽の光が世界を白く照らすまでの短い時間、愛を語らうのだ。

　誰だれもが知ってる『星祭り』の伝説だ。
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「あの空の真ん中で、どの星よりも一番明るい輝きを放っている星が、女王星です。すべての星々は、女王星を中心にして、毎日少しずつ移動し、一年かけてもとの場所へ戻ります。けど女王星だけは動きません。なので、夜、道に迷ったときは、女王星を目印に進めばよいと言われているのですよ」

　真夏の夜。

　エーレンの王城にそびえる、一番高い塔の、最上階のバルコニーで、僕は子供たちに特別授業をしていた。

　夕方にちょっと雨が降ったおかげで、空気が涼しい。頭上に広がる紺こん色いろの空も綺き麗れいに澄すみ渡わたっていて、女王星の周りでたくさんの星がきらめいている。

　春に、万能の天才と呼ばれている双子の姉のグリンダの身代わりで、女装してエーレンの王様一家の家庭教師なんてやるハメになったときは、絶対無理！　と船の中でゲロを吐きまくって、神様にも愚ぐ痴ちりまくっていたものだけど、今ではコルセットに圧あつ迫ぱくされた肋ろつ骨こつが痛むことも減って、授業にも積極的に取り組んでいたりする。

　難しい数式や、古代語の文ぶん献けん解読を教えるばかりが、授業じゃない。僕が知っていることを、どう説明すればわかりやすく伝えられるか、興きよう味みを持ってもらえるかを、あれこれ工夫して、試してみるのが楽しい。

　子供たちに教えるために、僕自身も、城内にある図書館で日が落ちるまで調べ物をしながら、〝勉強〟って意外とわくわくするものだったんだなーと気づけたのも、進歩と言えるだろう。

　バルコニーでの天体観測は、子供たちにも新鮮だったみたいで、いつも肩に力が入りまくりで大おお真ま面じ目めな顔をしている竜リユウ樹ジユ王子も、目と頰ほおを十一歳の少年らしく、きらきら輝かせて星空に見入っている。

　よく眠たそうにぼーっと粘土をこねたり、ノートを破いてカバやクマを折っている真シン王子も、今日は下ではなく、ちゃんと上を向いている。

　お兄さんの竜樹王子みたいに、わかりやすい感動の表情は浮かべていなくて、やっぱりぼーっとしてるけど、それでも、

「あれが、女王星ですよ。その隣が、女王の第一の守しゆ護ご獣じゆう、狼おおかみ座です。さあ、手を挙げて指で星を繫つないでみましょう。まず右──それから少し斜ななめに移動して、そこから狼の鼻にあたる左へ──」

　と声をかけると、ぼや──っと空を見上げたまま、小さな指を右へ左へ、とろ～んとろ～んと動かす。

　その隣では、聖セイ羅ラが完かん璧ぺきに整った横顔をこちらへ向けて、象ぞう牙げ細工みたいにほっそりした白い指で、空中に星座を描いている。まっすぐな銀色の髪かみが、薄い肩から小さな背中、細い腰へ向かってさらさらとこぼれ落ちていて、そこに月の光があたって、冴さえ冴ざえと輝いている。まるで神話に出てくる月から来たお姫様みたいだ。

　空を見上げる瞳ひとみは高こう貴きでひんやりしているけれど、ときどき視線をちらっ、ちらっと、僕のほうへ向ける。

　そうして、口の端はしを気弱そうにちょっと曲げて、なにか言いたそうな上うわ目め遣づかいをする。そうすると、冴ゆる月の姫が、急に普通の九歳の女の子になって、ドキリとしてしまう。

　聖羅は、またなにか悩んでいるのかな……。

　昼間の授業のあと、僕が話しかけたら、腕輪を握りしめてもじもじしていた。

　女装に慣れたとはいえ、心まで完全に女性になりきれるわけじゃない。まして、九歳の女の子の──しかも古代語をすらすら読み解く天才少女の考えていることなんて、まったく未知の領りよう域いきで。

　それでも『第一王女聖羅の家庭教師』と、シザエル王に命名され、それに誇ほこりと責任を感じている僕としては、聖羅のこんな表情を見過ごすわけにはいかない。

　うーん、なんだろう？　僕になにか要望があるのは確実みたいだけど。くぅぅっ、もどかしい。

　神話の時代、世界第一の美女と謳うたわれたフォルセイスのセレニア王妃は、相手の心をのぞくことができる鏡を持っていたと言われているけど、その鏡が僕も欲しい。

　もっとも、年齢とともに容色が衰おとろえていった王妃は、鏡に浮かぶ『王妃様は、以前ほど美しくはありません』という真実の言葉の数々にヒステリーを起こして、鏡を叩たたき割わってしまうのだけれど。その割れた鏡のかけらが、天に昇って鏡座になったという──って、身も蓋ふたもない伝説だな。

　そんなことを考えていたら、きゃっきゃっとはしゃぎながら、星座を描いていた双子姫が、

「女王星といったら、やっぱり星祭りよね！　織オリ絵エ」

「そうそう。一年に一度、リリティスが扉を開けて、夫である勇者様をお迎えする、恋人たちにとっても重要な日よ、更サラ紗サ」

　と、うっとりした目で、お互いの手を合わせる。

「そういえばエーレンの城下でも、毎年盛大に星祭りが行われるそうですね」

　僕が住んでいたウィストリア皇国でも、一年に一度きりの、星の女王とその夫の逢おう瀬せの日には、星の形のお菓子や、星をモチーフにした飾りが、通りにあふれていたし、星の女王を題材にしたコンサートや劇が、あちこちの劇場で上演されたっけ。愛の女神ラーナの日もそうだけど、国は違っても共通する行事があるのが、おもしろい。

「ええ、大通りが蠟ろう燭そくやランプの明かりで、昼間みたいに明るいんですって！」

「ウィストリアやルビニアから有名な大道芸人が来て、道みち端ばたや海岸のステージで、玉乗りや火の輪くぐりをしたり、ロマンチックな恋占いをしてくれるって、侍じ女じよたちが話してたわ！」

「それと、星の女王コンテスト！」

「その年選ばれた一番美しい乙女おとめが、女王の冠かんむりをかぶって『境さかいの扉』の前で黄金の錫しやくを振って、勇者を呼ぶのよねー！」

　更紗姫も織絵姫も、夢む中ちゆうで話している。

「恋人たちは、星祭りの夜は、大好きな人と過ごすの」

「その日は、お城で働いている若い人たちは、みんなお休みをとるから、残っているのは恋人がいない気の毒な人たちばかりよ」

「その人たちを慰なぐさめるために、お父様は毎年お城で、星祭りのパーティーを開かれるのね、織絵」

「きっとそうよ、更紗。お庭で演えん奏そうを聴きながら、しっとり星見酒をする、あの静かすぎて寂さびしぃぃぃパーティーを」

　双子姫が一緒に首をぷるぷる横に振る。金色のツインテールも、さわさわ揺れる。

　えーと、確かに星祭りは、恋人たちの大切な行事だけど、休きゆう暇かをとらずに真面目に働いている人たちに、もれなく恋人がいないわけじゃあ……。

　その手の行事の前に、いつも恋人を作ろうと奮ふん起きしては玉ぎよく砕さいし、当日は肩を落として過ごしていた我が身を振り返り、ひとこと言いたくなったとき。

「グリンダは、もう誰と星祭りに行くのか決めたの？」

「へ？」

　行くこと前提なの？

　竜樹王子と聖羅の耳が、ぴくりと動く。

「やっぱり騎士団のギルマーと？」

　ギルマー!?　やめてくれ！

　なんで男の僕が、ニヤケたイケメンと、ドレスを着て恋占いとか、星の形のパンケーキを二人で半分こして食べたりとかしなきゃならないんだーっ。

　竜樹王子が顔を引きつらせ、口の端を曲げ、こっちを見ている。

　聖羅もすねている目で、僕がラーナの日に贈おくった水晶の腕輪をきゅっと握っているし。

　双子が興きよう味み津しん々しんといった風に、大きな瞳を輝かせて僕のほうへ身を乗り出してくる。五歳の真王子だけが、眠たそうにぼーっと空を見ている。

「それとも、新しい彼氏と？」

　ちょ──古い彼も、新しい彼も、いたことないんだけど。いや僕の場合、彼女もいたことないけど。

「そういえば、竜樹お兄様は、今年は星祭りに誘いたい女性がいるんじゃないの？」

「ば──更紗！　なにを言うか！」

　いきなり話を振られた竜樹王子が、目をむき、眉まゆと肩を跳はね上あげる。そのまま真まっ赤かになって、

「ぐ、グリンダ──ごごご誤解しないでほしいっ。未来の国王たる私が、そんな浮かれた行事に、と、特定の、じょじょ女性と参加したいなどと──ただ、国王となる者は、民の生活を知るのも大切なことで──」

　と、つっかえまくる。

　きっと、僕グリンダを、星祭りに誘いたいんだろうなー。あっ、手とか握りしめちゃった。額ひたいに、汗までかいちゃって。

　自分にも覚えがあるだけに、罪悪感が……。

　ううっ、ごめんなさい、ごめんなさい！　きみの望みを叶かなえてあげるわけにはいかないんです。

　王子様の初恋の相手が男ってだけで、百回謝っても足りないくらい申し訳ないのに、この上、初デートまで男とだなんてことになったら、気の毒すぎる。

「あのっ、織絵姫、更紗姫、わたしは星祭りは、毎年お部屋でお星様を見上げながら星のクッキーをつまんだりなどして、清らかに過ごすと決めておりますので」

　いたいけな少年を、これ以上惑まどわせないためにも、笑顔で言い切る。実際、毎年そんな風に過ごしていたし。

　竜樹王子が、

「そ……そう、なのか」

　と、力が抜けたようにこぶしを開き、聖羅が紫水晶の瞳をかすかに見開く。

　双子が、

「えーっ！　ババくさぁ！」

「なにそれ！　修道女!?」

　と不満の声を上げるのを、教師の威い厳げんでもって、

「授業の途中ですよ、更紗姫、織絵姫。さぁ、女王星の第二の護ご衛えいである大熊座について説明しましょう」

　と、話を戻したのだった。

　二人ともまだ、

「十七歳の夏は一度きりしかないんだから」

　だの、

「モテると思って安心していると、あっという間におばあさんになっちゃって、誰にも相手にしてもらえないんだから」

　だのと騒いでいるけれど……。

　かまわず授業を続ける僕を、聖羅が水晶の腕輪をきゅっと握りしめたまま、やっぱりなにか言いたげな目で見ていた。




　眠たそうだった真王子が、実際に首をうなだれて、こっくりしはじめ、夜の特別授業が終わったあと。

「シャール……先生……」

　部屋に戻ろうとする僕を追いかけてきた聖羅が、周りに聞かれないように、消え入りそうな小さな声で、僕の名前をささやいた。

「どうしたの？　聖羅」

　ああ、やっぱり僕に用があったんだね。

　腰をかがめて目線の位置を近づけて尋たずねると、聖羅は大理石みたいに真っ白な頰を赤く染めて、目を伏ふせながらもじもじと腕輪をいじくり回し、

「せ、先生は……っ、星祭りの夜は、本当に……っ……ご自分のお部屋で……過ごされるのですか」

　やっとのことでしゃべってるって感じで、切れ切れに言う。

　あれ？　聖羅でも星祭りのことが気になるのかな？　あまりそういった恋人たちの行事に関心はなさそうだけど。

　聖羅と同じ天才のグリンダも、星祭りの日は、しらーっとした顔で家にいて、薬品をいじくったり、紙にだら長い数式を書いたりして過ごしていた。てっきり聖羅も、そうかと……。

「うん。そのつもりだよ。このひらひらしたドレスで、女の子とデートするわけにもいかないしね、はは」

　と笑ってみせると、薄い肩をぴくりと揺らして、また切れ切れに、

「あ、アニスと……お約束しているのでは、ないですか？」

「アニス？」

　密室事件のとき『アニスに焼きもちを焼いていたんです』と告白されたことを思い出し、ドキッとする。

　もしかしたら、僕が聖羅をほったらかして、アニスと星祭りへ行くんじゃないかって、疑っているのかな。

　人見知りの聖羅は、独占欲が強いところがある。はじめて味方になってくれた『先生』である僕が、他の女の子と仲良くなって、その分自分への関心が薄れるのが、心配なのだろう。

　なので、にっこり笑って、

「いいや」

　と答えると、聖羅の表情が、ぱーっと明るくなる。

　顔を上げて、なにか期待している眼まな差ざしになり、

「そ──それでは、その日はわたしと──」

　と、勢いよく言いかけたが、僕がきょとんとしていると、途中で声をつまらせて、耳たぶまで真っ赤になり、

「や、やや、やっぱりよいです……っ」

　と、背中を向けて、ぱたぱたと走っていってしまった。

「？」

　あっという間に遠ざかってゆく銀色の頭を見送りながら、僕は首をひねった。

　わたしと──なんだったんだろう？　星祭りにちなんで、お部屋で星の力を借りて魔術の実験でもしませんか？　とかだったら嫌だな。

　グリンダにさんざん妙な実験につきあわされて、えらいめにあったことを思い返して、不安になる。

「それにしても、アニスかぁ……」




　──お約束をしているのでは、ないですか？




　責めるような口調を思い出して、またドキンとする。

　けど。

「アニスと星祭りにデートなんて、ありえないよなぁ。はぁーっ」

　甘い妄もう想そうをする余よ地ちもなく、即座に溜ため息いきが口からこぼれる。

　そう、ありえない。

　何な故ぜならその日は、アニスにとって一年でもっとも大事で待ち遠しい、同人誌の即売会の日だから。





　　　　◇　◇　◇






「あと三日寝たら夏の即売会よ！　グリンダ！　その日は朝から夜まで海辺の会場で盛り上がるの！　エーレンの各地から、熱い魂たましいを持った同好の士が集まって、思いのたけをぶつけあうのよっ。最近じゃ海外からも、この日に合わせて来る強つわ者ものがいるほどよ。エーレンの三代目国王アンブロージと彼に生しよう涯がい殉じゆんじた忠ちゆう臣しんレイシスのアン×レイ、レイ×アンは不動の人気で、外国モノでは、やっぱりオーランドの騎士道物語が根強くて、伝説の七剣士は、どのカップリングも捨てがたくて、萌え萌えしちゃうけど、やっぱり今、エーレンで一番熱いのはヘル×シザよ！　当日どのサークルの本を買うかチェックしてるんだけど、多すぎて、嬉うれしいけど困っちゃうわ。売り切れも心配だし、どこから攻略すべきか、悩ましいの」

　夜。

　お城の仕事を終えたあと、いつものように僕の部屋へやってきたアニスは、即売会への意い気き込ごみを、目を輝かせて語りかました。

　密室事件のあと、次にシャールに会ったら告白する！　なんて言われて、こっちは、会っちゃったらどうしよう！　ううん、むしろ今すぐ会うべき？　いやいや僕には教師としての使命が、国家的責任が──けどっ、僕にもついに彼女ができるかもしれなくて──なんて、おたおたしていたのに。

　ひょっとしてアニスは、僕への告白のことなんて、忘れちゃってるんじゃあ。

　つか、あれって、無実が証明されて安心して、思わず口走っちゃっただけ？　その場の勢いってやつ？　本気じゃなかった？

　現にあのあとアニスの話題と言えば、星祭りの日に開かい催さいされる同人誌の即売会のことばかりで、口を開けば、ヘル×シザについて延々語っている。

　アニスの中で、シャールの存在がヘル×シザ以下なのは確実で……てかもう、僕なんて存在すらしてない？

　そんな風に考えて、ベッドの端に膝ひざをそろえてお座りし、アニスのおしゃべりを聞きながら、落ち込んでいると、

「ねぇ、グリンダ」

　アニスが急に話すのをやめ、目の下を赤く染めて、僕のほうをじっと見た。

　へ？　どうしたんだ。いきなり色っぽい目で。

　今さら、ヘルムートがシザエル王を鞭むちでしばいて鬼き畜ちく攻ぜめで──なんて話で、恥じらうとも思えないのだけど。

「シャールは、誰かと星祭りに行くのかな？」

　うわっ！　不意打ちだ！

　恋する女の子の眼差しで尋ねられて、心しん臓ぞうが飛び跳ねる。

　ななななんで？　さっきまでヘル×シザに夢中だったんじゃ。何故、そこでいきなり、恋の相談とか持ちかけちゃうの？　こ、心の準備ってものがっ。

「そ、そそそそその日は仕事で！　もちろん、ぼ──わたしじゃなくてシャールが。あ、短期の仕事が決まって、一日中羊の毛刈りをっっ！　みんな星祭りに出かけちゃうから、人手が足りなくて」

　ううっ、『シャールは暇ひまだから、星祭りに誘ってあげて。なんならわたしが頼んであげる』って、言いたい！

　けどアニスに告白されたら、嬉しいけど困るし。

　そう、困る！　困るんだよぉっ！

　思わず胡座あぐらをかいて頭をかきむしりたくなっていると、アニスはとたんに晴れ晴れとした表情で、

「よかったぁ！」

　と、明るく言った。

　え？　いいの？

　もっとこう、残念とか……。

　アニスは、悩みが解消したと言わんばかりに、ニコニコしながら、

「シャールが暇だったら、あたし、恋とヘル×シザに引ひき裂さかれていたもの。これで心置きなく即売会に参加できるわ！」

　と断言し、

「うわぁぁっ、やる気出てきた！　ヘル×シザの神様が降りてきたーっ。今から、とびっっきり鬼畜なヘルムート様の攻め攻め短編を書いて、当日三十部限定で配っちゃおうかしら」

　と大きな胸を揺すって、くねくねし、

「うん、そうしよう！　シャールのこと教えてくれてありがとう、グリンダ！　あたし、自分の部屋に戻って執しつ筆ぴつするわ！　もちろん三十部のうちの一部は、グリンダのためにとっておくわ！」

　と僕の手を、ぎゅっと握って、あわただしく部屋から出ていったのだった。

　ははは……ホッとしていいのか、悲しむべきなのか……。

　つか、やっぱり僕って、ヘル×シザ以下？





　　　　◇　◇　◇






　翌朝。

「うぅぅ、アニスが、ヘルムートの攻め攻め短編なんて言うから、ヘンな夢見ちゃったよー……」

　内容は、とても説明できない。不ふ敬けい罪ざいで牢ろう屋やに入れられてしまう。鬼畜ヘルムートが、苦痛に美び貌ぼうを歪ゆがませる国王様に、ノリノリであんな……うわぁぁぁ、思い出すなぁっ。

「きみは普段も、そんな風に朝っぱらから廊ろう下かで、赤面してじたばたしているんですか、シャールくん」

　廊下を曲がったところで、いきなり慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな声がした。

「アホの子に見えるので、やめていただきたいですね。ウィストリアの至宝、万能の天才グリンダのイメージが損なわれます」

「出たっ！　鬼畜攻め！」

　このクソ暑い季節も全身黒ずくめの、長身の外交官が、いかにもいい人そうな笑顔で立っているのを見て、叫んでしまう。

　のけぞる僕に、ヘルムートが猫を撫なでくりまわしそうな笑顔のまま、

「はて？　鬼畜攻めとは、なんのことでしょう？」

「い、いや、それは……」

「人の顔を見たとたん、化け物にでも会ったかのように『鬼畜攻め』と叫んでのけぞるなんて、ショックです。私は休暇中もシャールくんが、またヘマをしでかしてはいないか、無自覚に色気を振りまいて、男性に迫られているのではないか、シャールくんは流されやすいから、うっかり服を脱がされて、男だとバレて大変なことになっているのではないかと、フォルセイスの浜辺で、世界一美しいと賞される景色を朝夕眺めていても、一秒も気が休まらなかったというのに。おかげで、久々の休暇を満まん喫きつできませんでした」

　そんな風に言いながら、わざとらしく溜息をつく。

「噓うそだっ！　高級リゾート地のプライベートビーチとかで、朝からシャンパンとか飲んで、美人といちゃついてただろう！」

「はぁー。頭も悪い上に、想像力まで貧ひん困こんなのは何故なのでしょうね」

　気の毒で仕方がないという口調に、ますますイラッとする。ヒールのかかとでつま先を踏ふんでやろうか、こいつ。

　足をむずむずさせる僕に、ヘルムートはこの世で一番誠実で気遣いのできる独身男性の顔で言った。

「本当に、休暇中も仕事ばかりで遊んでいる暇などありませんでしたよ。というわけで、私と星祭りへまいりましょう。シャールくん」





　　　　◇　◇　◇






　僕が男だと知っているはずなのにデートに誘うなんて、フォルセイスで、ヘンな病気でももらってきたのか？

　それとも、もともとそういう性せい癖へきのやつだったのか!?

　そういや、イケメンでエリートで、結構イイ歳としのくせして独身だし。単に性格が悪くて、嫁よめが来てくれないのかと思っていたけれど、実はドレスを着た男の子にしか、その気にならないとか──!?

　慄りつ然ぜんとする僕を、ヘルムートは、

「ここではなんですから。静かなところで」

　と自分の部屋に連れ込み、

「実は、グリンダがエーレンの星祭りに現れるという、情報をつかんだのです」

　と告げたのだった。

　男に迫られるのは嫌だけど、腹黒外交官は特に嫌だー、と恐怖で顔を引きつらせまくっていた僕は、ハッとした。

「グリンダがエーレンへ!?　本当なの？」

「以前に、グリンダがフォルセイスに滞たい在ざいしていたときに、接触した方々に話を聞いて回ったのです。ご存じのとおりグリンダは目立ちますから、あちこちで才能を発はつ揮きして、あらたな伝説を築きずいていたようです」

　それだけ目立っているのに、何故いまだにグリンダと会うことすらできないのか……。やっぱり、ウィストリア皇国の諜ちよう報ほう部ぶが世界一優秀というのは、ヘルムートが盛ってるだけなんじゃ……と思いながら、息をひそめて耳を傾かたむけていると、

「グリンダはとあるものを探していて、星祭りに間に合うようにエーレンへ行かなければならないと、話していたそうです」

「！」

「実際、そのための船を、大金をはたいて手配したそうですから、間違いないでしょう」

　ヘルムートが断言する。

　僕の心臓も、大きく高鳴った。

「とあるものって、グリンダはなにを探していたの？　それにグリンダは、ラーナの日の前にもエーレンにいたよね。そのあとフォルセイスへ行っちゃって。なのに、またエーレンに戻ってくるのは、どうして？」

「詳しいことはまだわかりません。グリンダが探していたものも、星の女王に縁ゆかりの品としか」

　星の女王の……？

　リリティスとその夫の伝説は、世界中で語られている。エーレンにも、女王が夫を迎えた『境の扉』といわれる文化遺産が存在していて、毎年の星の女王コンテストではその扉の前で、女王に選ばれた子が錫を振ると、双子姫も言っていた。

　まぁ、似たような伝説が、どこの国にもあるのだけど。

「とにかく、グリンダがエーレンの星祭りに現れる確率は、かなり高いと言えます。ただ、天才のグリンダと凡人のシャールくんが入れ替わっていることは、国家的重要機密で、グリンダの捕ほ縛ばくを、エーレンの政府に要よう請せいするわけにもいきません」

　そうだよね。

　星祭りで、〝グリンダ〟を捜し出して捕まえてくれだなんて、エーレンの国王様には頼めない。かといって、ウィストリアの捜索隊を、エーレンに派は遣けんするわけにもいかない。理由も説明せずにそんなことしたら、侵略行為だと思われて、せっかくの同盟がぶちこわしになりかねない。

　ヘルムートが神しん妙みような顔で言う。

「つまり、グリンダがエーレンで、世間の注目を浴びるような行為をやらかしてくださる前に、私とシャールくんでグリンダを見つけて、入れ替わるしかありません」

　その言葉に、僕も真剣にうなずいていた。

「わかった。星祭りへ行くよ。それで、今度こそグリンダに会おう」

　あ、休暇とらなきゃ。





　　　　◇　◇　◇






「まぁ、グリンダ先生は、星祭りはヘルムート様とデートをされるんですか？」

「ほぉ。二人は、そういう仲だったのか」

　休暇と外出許可を願い出た僕に、赤ん坊の鈴リン七ナ姫を仲睦まじくあやしていた、王妃様と国王様の二人は、えらく楽しそうにそう言った。

　王妃様は、純粋に好意のこもる眼差しで。

　国王様は、魅力的だけど人の悪そうな笑みを浮かべて。

「ち、違いますっ、デートじゃありません。ただ、ヘルムートに、エーレンの町を案内してほしいと頼まれて──ガイドみたいなもので」

　あんな腹黒陰いん険けん外交官とデキていると思われるなんて、たとえグリンダを探すための口実だとしても屈くつ辱じよくだ。

「あら、でもヘルムート様は、デートのつもりかもしれませんよ。だって、エーレンへ来られるたび、真っ先に『グリンダはどちらにおりますか』って尋ねるくらいですから。『グリンダの様子はどうでしたか？　なにか変わったことはありませんでしたか？』って、いつもグリンダ先生のことばかりで」

　王妃様は、恋の話に興きようじる十代の少女のように、にこにこしている。そんな王妃様を可か愛わいくて仕方がないという目で見て、国王様も、

「王妃の言う通りだ。ヘルムートは、デートのつもりだろう。グリンダ嬢じようも、そうした男の気持ちをくんでやらねば」

　と、わざとらしくうなずく。

　そこへ、双子姫が乱入してきた。

「グリンダ、星祭りへ行くの！」

「その日は、おうちで清らかに過ごすって言ってたのに！」

「隠すなんて、ズルイ」

「そうよ。あたしたちに内ない緒しよで、星祭りでデートだなんて」

　と、ひとしきりわめいたあと、

「あたしたちも、星祭りに行きたい！」

「グリンダ、あたしたちも連れていって！」

　と、思ってもみなかったことを言い出した。

「ねぇ、お父様。グリンダが一緒なら、星祭りへ行ってもいいでしょう？」

「あたしも更紗も、もう八歳よ。夜のお出かけをしてみても、いい年頃だと思うわ」

　いやいやいやっ、八歳で夜遊びとか早すぎだからっ。それに、グリンダを探すのが目的なのに、こんなにぎやかで好こう奇き心しん旺おう盛せいな姫たちについてこられたら、困る。

「グリンダ先生のデートの邪じや魔まをしてはダメですよ。更紗、織絵」

「だから、デートじゃありません！」

「グリンダが、ヘルムートと星祭りへ行くだと！」

　うわっ、竜樹王子まで息をぜはぜは切らして、飛び込んできた。

　てか、姫たちも、竜樹王子も、どこで聞いたんだ！

「父上っ！　私にも、星祭りで見けん聞ぶんを広めることをお許しください！」

　ああああああ、真っ赤な顔で、訴えてるし。

　さらに、

「わたしも……」

　いつの間にか聖羅が僕の隣で、僕のドレスの袖そでをきゅっと握っていた。そうして、おずおずと、

「先生と一緒に、星祭りへ行きたい、です」

　と、必死な瞳で父王にお願いした。

　大人びていて、つまらなそうなひんやりした表情を浮かべていることが多い聖羅が、そんな風に願い事をするのは、珍めずらしいのだろう。国王様が、

「ほぉ、聖羅も、グリンダ嬢と星祭りへ行きたいか」

　と目を細めて、とろけそうな顔をし、聖羅がそれに対して気弱に、こくり、とうなずいたとき──。

　僕はどれだけ拒否の意を示しても、どうにもならないことをさとったのだった。















「すまないが、娘たちを同行させてやってもらえるか？　グリンダ嬢」

　ああ、やっぱり。

　僕はがっくりと肩を落とし、

「ヘルムートに聞いてみます」

　と答えたのだった。

「ヘルムートには、私から頼んでおこう」

　と妻だけではなく、結局子供たちにも甘い国王様は、請うけ合あった。

「お父様！　大好き！」

「ありがとう！　お父様！」

　更紗姫と織絵姫が、両側から父王に抱きつく。

　聖羅は喜んでいるのかホッとしているのか、それとも父王の力を借りることになったのが悔しいのか、よくわからない複雑そうな赤い顔で、僕の袖をつかんでいる。

　昨日から、なにか言いたそうにしていたのは、もしかしたら一緒に星祭りに行きたいということだったのかな、といまさらながらに思った。

　グリンダを見つけることが最優先なのは、変わらないけれど……。

　もし、グリンダと入れ替わることができたら、僕はシャーロック＝ドイルに戻って、この子たちの『先生』ではなくなってしまうんだよな……。

　それって、聖羅の先生でもなくなるということ……？

　いや、聖羅は僕を『グリンダ先生』ではなく『シャール先生』と呼んでくれている。

　聖羅が僕を必要としてくれるかぎり、僕は聖羅の教師で、その覚悟に変わりはない。

　けど、現実にはどうなのだろう。

　本物のグリンダがこの子たちの家庭教師になったら、いろいろなことが、これまでとは大きく違ってしまうんじゃないか。

　急に胸の奥が縮ちぢんで、怖いような、切ないような気持ちになった。

　聖羅が一緒に星祭りに行きたいというなら、そうしてあげても良いかもしれない。

　そんな機会、ひょっとしたらこの先ないかもしれないのだから。

　一人シリアスに考えていたら、

「父上！　娘たちをよろしくとおっしゃいましたが、私はっ、どうなのですか？」

　竜樹王子が、焦あせって確認していた。

　シザエル王が眉根を寄せる。

「うむ、竜樹は誘ゆう拐かい事じ件けんのこともあるしな……」

「わたしも、心配です」

　王妃様も、困っているみたいだ。

　その王妃様のスカートには、これまたいつの間にか、真王子がしがみついて、ぼーっとしている。こちらは兄王子と違って、星祭りに最初から関心がない様子だ。

「父上！　どうか！」

　竜樹王子がこぶしを握りしめ、呼びかける。

　そんなに僕グリンダと、星祭りに行きたいのかと、ちょっぴりキュンとした。

　本当にグリンダが好きなんだなぁ。みんなも一緒なら、竜樹王子も連れて行ってあげたいけど……。

　マラソン大会のとき、世よ継つぎの君の竜樹王子は、反国王派の残ざん党とうに誘拐されかかったんだ。またあんなことがあったら、確かに困るし……。

「お父様、竜樹お兄様にも、許可してあげて。お祭りには、たくさん人が集まるし、町の子供たちと同じ格好をすれば、竜樹お兄様が世継ぎの王子だって、気づかれずにすむわ」

　父王の顔に、薔ば薇ら色の頰を寄せてお願いしているのは、きっとお兄さん子の、あの姫のほうだろう。

「なるほど」

　とシザエル王が、えらく楽しそうに目を光らせた。

「変装か。それはよい考えだな、更紗」









第二回　遊んでる場合じゃないってば！






　星祭りの日。

　アニスは朝からハイテンションで、

「いよいよこの日が来たわ！　ヘル×シザをこの先十年覇は権けんジャンルとして確立するべく、闘ってくるわ！」

　と勇いさましく宣言し、徹てつ夜やで作成した限定三十部の短編冊子を背中にしょって、出かけたのだった。




　僕らも、日が暮れはじめた頃、お城を出発した。

　町は、道の両りよう脇わきに、甘い香りやこうばしい匂いのする屋や台たいが建ち並び、店の窓や扉にも、星のリースやマスコットが飾られ、舞ぶ台たいの呼び込みの声が聞こえ、人であふれかえっていた。馬車で到着し、そこから歩いてお祭りを見けん物ぶつする。

　僕は、お城で普段している格好とそれほど変わらない、裕福な商人の娘がお祭りの日にお洒落しやれして着るような、くるぶし丈たけのドレスで。

　聖セイ羅ラは、前に二人で町へ来たときと同じように、目立つ銀色の髪かみは結んで帽ぼう子しの中に隠して、色つきの大きな眼鏡めがねをかけて、やっぱり裕福な親が、可か愛わいい娘のために頑がん張ばって用意した晴れ着っぽい、ふわっとしたワンピースを着ている。

　双子姫は、普段ツインテールにしている髪を後ろでひとつに結んで、おそろいの男の子の上着とズボンという格好で、楽しそうにスキップを踏ふんでいた。

　そして竜リユウ樹ジユ王子は──。




「っっ！」




　僕の右隣で、こぶしを握りしめ、唇くちびるを嚙かみしめ、真まっ赤かに染まった顔を伏ふせ、震えている。

　ときどき、小さく唸うなったりする。

　その気持ちは、よぉくわかる。

　わかりすぎるほどわかる。

　何な故ぜなら、竜樹王子は、ふくらんだ袖そでとふくらんだ裾すそのワンピースを着て、髪にリボンを結んだかつらを被かぶり、女の子の格好をさせられていたから。

　竜樹王子が星祭りに行くために、国王様が出した条件がそれだった。




　──少女の装よそおいなら、王子と気づかれないだろう。




　──まぁ、よい考えです。国王様！




　王妃様も賛成し、竜樹王子は屈くつ辱じよくに細い体をぷるぷる揺らしながら、『そ、それでよいですッ』と答えたのだ。

　そこまでして、グリンダと星祭りに行きたいのかと、僕はまた申し訳ない気持ちになった。

　竜樹王子は、女の子の姿で僕らの前に現れてから、一度も僕と目をあわせようとしない。

　好きな女性の前で女の子の格好をしなきゃならないなんて、悔しくて恥ずかしくて、心しん臓ぞうも頭も破は裂れつしそうになっているだろう。

　僕も、あなたと同じです。女装の男ですと教えてあげたら、少しは気持ちが楽になるだろうか。いやいや、別の意味で卒そつ倒とうさせてしまう。

　救いといえば、もともと整った綺き麗れいな顔立ちで、体型もまだ十一歳になったばかりで華きや奢しやなため、女装にまったく違い和わ感かんがなくて、可愛い女の子が、涙目でふくれっつらしているようにしか見えないってことだけど。

「女装、可愛いですね。よくお似合いですよ」

　なんて褒ほめたら、立ち直れないよね……。やっぱり黙っていたほうが……。

　と、そんな風にあれこれ考えていた僕の横で、空気を読まない、なめらかな声がした。

「世間の皆様からは、我々は夫と妻と子供たちの、ほのぼの仲良し一家に見えるのでしょうね」

　いつもとまったく変わらない──そもそも変える気もないに違いない、黒ずくめのヘルムートが、愉ゆ快かいそうにうなずいている。

「ぼ──わたしは、あなたの妻ではありませんし、こんな大きな子供たちがいる年齢でもありません！」

　と即そく座ざに言う。

　竜樹王子が涙目で、聖羅がひんやりした目で、ヘルムートを睨にらんでいる。

　双子姫は、きゃーっと声を張り上げ、

「なら、グリンダはヘルムートの後妻でどう？」

「そしたらグリンダは、あたしたちの継まま母ははね」

「織オリ絵エったら、今日は『あたし』じゃなくて『ぼく』でしょ」

「あ、そうだったー。ぼくたちイイコにしてるから、継まま子こいじめしないでね、グリンダ」

　などと言っている。

　こんな騒がしい連れ子がいる腹黒男、僕が女でも嫁とつぎたくない。

　てか、ほのぼの一家の後ろに、護ご衛えいの兵士がぞろぞろついてくるんだけど……。一応、変装してお祭りに来た一般人ぽく見せているけど、どう見てもお祭りを楽しんでいる顔じゃない。にこりともしなくて、怖いよー。

　こんなに、くっついてきちゃったら、グリンダと会えても、声もかけられないじゃないかー。どうするんだよ、ヘルムート？

　横目で睨んでやるが、ヘルムートは姫たちに、

「パパー、ぼく、捻ひねり菓が子しが食べたい」

「あのイカの塩焼きも美お味いしそう、パパー」

　と懐なつかれて、

「ははは、今日はお祭りなので、パパが好きなものを買ってあげましょう」

　とか爽さわやかに言っている。

　なにがパパだ。

　星祭りに、子供たちもくっついてくることになって、ヘルムートがなにか手を打ってくれるのかと思ったら、

「仕方ありませんね。まぁ、成り行きに任せましょう」

　と落ち着き払った顔で言われたときには、啞あ然ぜんとした。

　あんた、本気でグリンダを捜す気あるのか！

　てか、本当にグリンダは、星祭りに現れるのか？　まさか噓うそ……!?　真の目的は僕を星祭りに連れ出して、姫たちも巻き込んで、家族ゴッコして『パパ』と呼ばれること──のわけはないよなぁ。

　さすがにそれはアホすぎる。

　いや、けどこいつならやりかねない。

　ヘルムートに疑ぎ惑わくの視線を向けていたら、竜樹王子がまたつんのめった。

　慣れないスカートに足がからまってしまうらしく、さっきから何度もコケかけている。今度は立て直せないほどに、体勢が崩くずれて、

「危ない！」

　と、横から腕を伸ばして抱きかかえると、赤い顔がさらに赤くなって、

「お、王になるためには、しょ、庶民の暮らしを知らねばっ。これも良き王になるための試し練れんでっ。な、なので、情けは無用だ」

　と、口走る。

　強がる姿が痛々しい。

　僕も、はじめてお城の広間で国王様たちに会ったとき、ドレスの裾が足にからまって、転びそうになったんだよなー。

　とても他人事とは思えなくて、

「ご立りつ派ぱです。でも、わたしは竜樹様の先生ですから。少しだけ、お手伝いさせてください」

　と、竜樹王子の手を繫つないで、転ばないように支えてあげると、

「うぅ……っ」

　と、唸り、口の端はしを曲げてしまった。

　それでも手を振り払ったりせず、しっかりと繫いだまま、ぎくしゃくと不ぶ器き用ような歩行を続けている。繫いだ手の平が、えらく汗ばんでいて、微笑ほほえましい気持ちになったとき。

　反対隣から、聖羅がひんやりした視線を注そそいでいることに気づいた。

　わっ！

　珊さん瑚ご色の唇を、ちょっぴり尖とがらせて、僕らをじぃぃぃぃっと見ている。主に、僕と兄王子の繫がった手のあたりを。

　聖羅も、手を繫いでほしいのかな。

　よしっ。

「あの、よろしかったら、こちらを」

　あいているほうの手を差し出してみると、

「子供じゃありません」

　ぷいっと横を向いてしまった。

　あれ、不正解？

「こ、子供……！」

　竜樹王子が、ショックを受けている顔をする。

「いえ、あの、竜樹様は今日は、女の子ですから」

　フォローしたつもりが、

「お、女の……子！」

　と、さらに追い打ちをかけてしまったようで、

「とにかく、今日は、特別！　ですから」

　と、とりあえず、手を思い切りぎゅーぎゅー握っておく。

　竜樹王子は、

「子供……女の子……」

　と、うつむいて唸っている。

　あー、不正解、連発か。

　聖羅はそっぽを向きっぱなしだし。せっかくみんなでお祭りに来ているんだから、竜樹王子にも聖羅にも、楽しい思い出を作ってほしいのに。

「パパー、ぐるぐるキャンディー買ってー」

「パパー、サザエの壺つぼ焼やきが食べたーい」

「良いですとも。必要経費で落としましょう」

　あんたたちは、楽しみすぎだっ！

　双子姫は、両手にキャンディーだの捻り菓子だのイカの姿焼きだの、めいっぱい持っている。

　てか、今日は双子の〝男の子〟って設定じゃなかったのか？　そんなに『パパ、パパ』おねだりする男の子は嫌だ！

「あの、竜樹様、聖羅様、わたしたちも、なにかいただきませんか？　あちらの鶏とり肉にくとスモモのパイなど美味しそうですよ」

　食べ物で機き嫌げんをとるのは古典的すぎる手だけど、笑顔で勧めてみる。

「う……」

「……っ」

　二人とも僕のほうを、ちらっと見て、またパッと横を向く。

　興きよう味みがないわけじゃなさそうだ。

「お母様のパイも美味しいですけれど、お祭りの日に屋台で食べるパイには、また別の味わいがあるものですよ。それを知るのも〝授業〟です。試してみましょう」

　屋台へ行き、紙に包んだ焼きたて熱々のパイを三切れ買って、聖羅と竜樹王子に一切れずつ渡す。

　ぐじゅぐじゅになった甘あま酸ずっぱいスモモが、胡こ椒しようでしっかり下味をつけた鶏肉に絡んで、美味しい。パイ皮が少し焦げているのも、屋台ならではの風味がある。

　聖羅も竜樹王子も、屋台のパイははじめてなのだろう。

　火傷やけどしそうな熱さに舌がびっくりしたようで、目を見張り、そのあと警けい戒かいしながらちょっとずつ齧かじってゆく。

　薄く重ねたパイ皮が、はらはらこぼれ落ち、中から果汁と肉汁が流れ出てくるのに苦戦しながら、黙々と食べ続ける。

「どうですか？」

　声をかけると二人そろって、ぴくっと肩を揺らし、

「う……うまい、ぞ」

「美味しい……です」

　恥ずかしそうに答えた。

「よかったです」

　にっこりすると、ますます恥ずかしそうにそわそわした。

「では次は、あちらの蜂はち蜜みつ菓が子しを試してみましょう」

「あー！　グリンダってば、竜樹お兄様と聖羅お姉様ばっかりずるーい」

「あたしたちにも、買ってー」

「あなたがたは、じゅうぶんパパにおねだりしたでしょう。それ以上は手に持ちきれませんよ」

「えー、ひいきー！　継子いじめー！」

「パパー、ママがひいきするー」

「仕方ありませんね、我が妻は」

「妻じゃありません！」

　ヘルムートに言い返し、聖羅と竜樹王子を連れて、蜂蜜の香りがただよう屋台へ、人混みを縫ぬうようにして、移動する。

　竜樹王子は赤い顔で僕の右手を握りしめ、自分が前に立って、人の波から僕を守ろうと頑張っているようだった。

　ああ、やっぱり可愛いな、この子。

　将来、彼の恋人になる女の子はきっと幸せだろう。その子が、竜樹王子のことも幸せにしてくれるような、素す敵てきな女の子だったらいいな。

　そんなことを考えていたら、あいている左側の手を、冷たくてすべすべした手が、きゅっと握ってきた。

　耳と顔を真っ赤にした聖羅が、うつむいている。

　やっぱり聖羅も手を繫いでほしかったんだね。

　遅れてもらった〝正解〟のお知らせに、思わずにっこりしてしまう。

　優しく握り返すと、聖羅は口元を少しだけゆるめて、それからそれを気づかれまいとするように、急いで引きしめた。

　それで僕は、もっと楽しい気持ちになった。

　ふわふわのケーキに蜂蜜をかけて固めたお菓子も、ほっぺが落ちそうに甘くて美味しかった。それを食べて、また他の屋台をのぞいたり、道みち端ばたで玉投げや手品をしているのを見物したり、カエル釣りをしたり──。竜樹王子の生き真ま面じ目めな表情もやわらぎ、聖羅も口元をゆるめる回数がだんだん増えていって。

　気がつけば、すっかりお祭りを楽しんでいて、ハッとした。

　ちょっと待って！

　今日は、なんのためにお祭りに来たんだっけ？　確か、グリンダと会うためじゃなかったか？　なのに、子供たちと一緒にカエル釣って遊んでるって──。うわーっ！　ダメダメだぁーっ！

　愕がく然ぜんとするあまり、釣ったばかりのカエルを逃がしてしまった。

　け、けど。人が多すぎて、なにがなんだか。迷子案内で呼びかけてもらうわけにもいかないし。

「おや、グリンダ」

「え！　グリンダ!?　どこどこどこっ！」

　とっさに首を左右にめぐらせてしまう。

　ヘルムートたちが怪け訝げんそうに、こっちを見ている。

　あ、そっか、グリンダって僕のことだっけ。今、グリンダって呼んだのはヘルムートか。まぎらわしい。

「な、なに？　ヘルムート」

　照れ隠しにぶっきらぼうに言うと、ヘルムートは何故だか真面目な表情で、

「そのクッキー、グリンダがよく勤務中に齧ってましたね、と言おうとしたのですよ」

「クッキー……？」

　ヘルムートの指さす方向へ顔を向けると、バターのよい香りがして、星の形のクッキーが野外に設置されたオーブンで、焼かれていた。

　小さな紙の袋に入れて量り売りされていて、双子姫たちと同じ年頃の男の子が、お母さんにねだって買ってもらったそれを、嬉うれしそうに受け取ったところだった。

　星祭りの夜に星の形のお菓子を食べて、願い事をするのは、僕らの育ったウィストリアでは、一般的なことだ。

　僕も星祭りのたびに、星のクッキーを買ってきて、「来年の星祭りこそ、可愛い彼女と過ごせますように」と願いながら、ぼりぼり齧った。

　グリンダは、つきあいで一、二枚口にする以外は、僕がクッキーをやけ食いするのを冷ややかに眺めているばかりで……。他の日に、グリンダが星の形のクッキーを食べているのも、見たことがない。

　なのに、職場で星のクッキーを食べていた？　しかも『よく』？

「そんなにグリンダわたしは、星のクッキーが好きでしたか？」

　へルムートが、おだやかな眼まな差ざしで答える。

「そうですね……職場で拝はい見けんするたびに、星のクッキーを齧っている程度には好物だったのではないでしょうか」

　知らなかった……。

　たかが星の形をしたクッキーのことなのだけど、十七年も一緒にいた双子の姉の好物を、他人から知らされたことに、複雑な気持ちを味わっていると、

「グ、グリンダは、星のクッキーが好きなのか？　そっ、それなら私からグリンダにプレゼントして」

　竜樹王子が真っ赤な顔で申し出る。

「バカね、竜樹お兄様。大人の女性には、お菓子よりアクセサリーを贈るものよ。お菓子は美味しいけど、食べたらなくなっちゃうでしょ。あっ、あの星の形の髪飾りなんてグリンダに似合いそう」

　更紗姫の言葉に、竜樹王子だけでなく、僕らの視線が一斉にそちらへ向かう。

　棚の一番高い場所に、青い台座に乳白色の石をはめこんだ、星の形の髪飾りが置いてある。女の子が好きそうな、大ぶりでロマンチックなデザインで、どうやら輪投げの景品みたいだ。

「おや、本当に似合いそうですね。では夫の私が、妻のグリンダにプレゼントしましょう」

　ヘルムートがそんなことを言い出し、輪を購入する。

「てか、妻じゃないから！」

「照れないでください。今日の記念ですよ」

　ヘルムートが、爽やかで紳しん士し的てきな笑みを浮かべる。

　うわ～～～～～～、やめてくれ～～～～～。

「待てっ！　髪飾りは、私がグリンダにとってやる」

　なんと！　竜樹王子が眉まゆをキッとつり上げ、進み出た。

　さらに、

「わ、わたしも……。一度、輪投げをしてみたくて」

　って、聖羅まで！

「では、誰だれが星の髪飾りをグリンダに捧ささげるか、輪投げで勝負ということでよろしいですかね」

「の、望むところだ」

「……受けて立ちます」

　竜樹王子も聖羅も、目が真剣だ。

　この展開に、更紗姫と織絵姫は大はしゃぎで、

「グリンダをめぐって、熱い闘いがはじまるのね」

「グリンダに一番ふさわしい人が、髪飾りとグリンダの愛を勝ち取るのね」

　と、盛り上がっている。

　ああ、煽あおらないでほしい。

　てか、なに、この状況？　僕は髪飾りが欲しいなんて、ひと言も言ってないよね。男の僕が、ロマンチックな星の髪飾りをもらって、どうするのさ。

　竜樹王子は、僕を女性だと思っているから仕方ないかもだけど、ヘルムート！　それに聖羅！　きみたちは、僕の中身がしょぼい浪人生だって知ってるはずだよね！

　特に聖羅！　きみのその行動は〝正解〟なの？　普段の冷静さは、どこへいっちゃったの？

「ちょっと聖羅」

　おずおずと声をかけたら、

「話しかけないでくださいっ。今、輪の角度と、距きよ離りと、風向きと、力の加か減げんを、計算しているんですからっ」

　と、険けわしい声で言われてしまった。

　聖羅……目が据すわっているよ。

　竜樹王子も、輪の握り具合を真剣な眼差しで確認しているし、ヘルムートも、

「お子様たちには、負けられませんね」

　なんて大人げないことを言っている。

　てか、子供二人と輪投げで勝負だなんて、恥ずかしくないのか!?　それでも一級公務員か！

　三人が、気合い入りまくりで大真面目に輪を投げ合う様子を、ただただあきれて眺めていたとき。




「シャール……？」




　舌っ足らずな幼い声で、ささやかれて、ぎょっとして振り返る。

　七、八歳くらいの小さな女の子が、僕の袖を引いていた。舞台衣い装しようっぽい、赤と青の縦縞の短いスカートをはいている。大道芸人の一座の子か？

　なんでぼくの本名を知っているんだ？

「これ、すごく美人のお姉ちゃんが、シャールに渡してって」

　女の子が、二つ折りにした紙を差し出す。

　心臓が高鳴り出す。

「美人のお姉ちゃん……って、僕に似ていた？」

　女の子が首をかしげる。

「うん……同じ顔……、けど、これくれたお姉ちゃんは、女神様みたいに美人で、きらきらしてたの。こっちのお姉ちゃんは、同じ顔なのに……あれ？　なんで？　あれれ？」

　女の子は、軽く混乱している様子だった。

　メモを開くとグリンダの字で、短い言葉が書いてあった。




『扉の前で待つ』




　え？　これだけ？

「ねぇ、きみ、これをくれた美人のお姉ちゃんは、どこへ行った？」

「わかんない。手紙渡したから、もう行くね」

　女の子は人混みの中に入り込んで、見えなくなってしまった。

「うぅっ」

　捜していたグリンダが、向こうから現れてくれた。けど、これからどうすればいいんだ。

「ヘルムート、ちょっと！」

　輪投げ勝負に夢中になっているヘルムートに、必死にぱちぱち目め配くばせし、手招きすると、

「なんですか、今、精神集中が必要な大事な局きよく面めんなんですから、待っててください」

　と、軽く言われてしまった。

　待てるかっ！

　僕は、ヘルムートが輪を投げ込んでいる棒を、ヒールのついた靴くつで、蹴けり倒たおしてやりたくなった。国家的重大事に、この男はなにをやっているんだ。そんなんだから、今までグリンダに逃げられてたんじゃないのか！

　もう、こんないい加減男、あてにできない。それに、下へ手たなことを言ったら、子供たちに──特に聖羅に不審がられそうだし、みんなが輪投げに夢中になっている今が、チャンスなのかもしれない。

　そうだ。もしかしたら、グリンダも僕にだけ会いたくて、こっそりメモを届けさせたのかも……。

「ぼ──わたし、ちょっとお手洗いに」

　そっと声をかけ、護衛の人たちにも、

「一人でよいですから」

　と、おほほ……と引きつり笑いをし、その場を離れたのだった。




　人波に押されて移動しながら、メモに記された内容を、今一度頭の中で反はん芻すうする。

　扉の前で待つ──って、書いてあったよね。

　星祭りで『扉』といえば、リリティスが夫を出迎えたというあの『境さかいの扉』のことだ。

　星の女王コンテストの優勝者は、『境の扉』の前で、冠かんむりをかぶって金の錫しやくを振るという。

　ということは、グリンダは星の女王コンテストの会場で待ってるってこと？　なんでそんなところで？

　いいや、とにかく行ってみよう。

「あのー、星の女王コンテストの会場はどっちでしょう？」

　捻り菓子の屋台で訊きいていたら、

「ぐ、グリンダ！」

　と、後ろから名前を呼ばれた。

　まさか、竜樹王子たちが追いかけてきたんじゃ。けど、声は子供ではなく若い男性のもので、ヘルムートの声にしても落ち着きがなく、ずいぶん慌あわてていて──。

　すぐに声の主が、人混みを強引にかきわけ、転げ出てきた。

　騎士団のギルマーだ。

　派は手でな金髪は乱れ、自じ慢まんの赤いマントもぐしゃぐしゃで、鼻の穴を広げて肩で息をしている。

　どう見ても、ヤバイ人だ。

　なにより目つきが、おかしい。とろんとしていて、魂たましいが別世界に飛んじゃってる。

「ああーグリンダ。おまえってやつは、なんて罪作りな女なんだ」

　ギルマーが僕の両肩をつかんで、うっとりとつぶやく。

　な、なに!?　いきなり!?

　つか、手ぇ、はなせ。

　ギルマーはますます陶とう然ぜんとした眼差しで、

「見るたびに印象が違う。おまえみたいな女ははじめてだ。さっきは氷の女王のように尊そん大だいに俺を見下していたのに、今は子犬のように怯おびえている。弱気なおまえも可愛いが、あの氷の女王に、もう一度会わせてくれ。あの蔑さげすむような目でオレを見つめてくれ、あの高こう慢まんな唇でオレを罵ののしってくれ、あの気け高だかい足でオレを踏みつけにして、下げ僕ぼくと呼んでくれ」

　ひぃぃぃぃ、わけのわからないことを口走って、ハァハァしながら迫るなーっ。

　ドン引きした次の瞬間、ハッとする。

「ギルマー！　グリンダに会ったの？　この顔そっくりの、女王のような高貴なグリンダに」

　ギルマーが熱に浮かされている顔で答える。

「ああ。今のオレの目に映っているおまえは、野原のペンペン草だが、さっき会ったおまえは氷の薔ば薇らだった」

「ペンペン草で悪かったなっ。グリンダとはどこで会ったの？　どっちへ行った」

　ギルマーが会ったのは、本物のグリンダに間違いない。

　身を乗り出す僕に、ギルマーは、ぼーっとした声で言ったのだった。

「星の女王コンテストの出場受付で」

　女王コンテスト！　しかも受付だって！

　グリンダは、コンテストに出場するつもりなのか!?









第三回　美女は、愛する人を喚よぶ錫しやくをかかげ






　海辺に設置されたステージでは、まさに女王コンテストの真っ最中だった。

　空に浮かぶ月と星、地上の炎の、双方の明かりに照らされた中央に、綺き麗れいに着飾った女の子たちが一人ずつ進み出て、自己紹介し、歌やお手玉やフルートの演奏などの特技を披ひ露ろうする。

　それに対して、ステージの横に並んだ五人の審査員たちが、一から五までの札をかかげるのだ。

　その合計点が一番高かった女の子が、今年の星の女王になるらしい。

　今のところ最高得点は二十三点だ。

　カールした金髪とぱっちりした目が魅み力りよく的てきで、胸も大きなその子は、審査員たちの反対側の端はしに置かれた椅い子すに腰かけて、審査の続きを、にこやかに見つめている。すごく綺麗な子だから、きっと自分が選ばれるという自信があるのだろう。

　グリンダは──まだ登場してないよね？

　グリンダが出ていたら、きっともっと騒ぎになっているか、逆に会場が静まり返っているはずだから。

　ステージに次々登場する女の子たちを、息をのんで見守る。

　グリンダは、本当に女王コンテストに出場するつもりなのだろうか。

　ステージの後方に、国の文化遺産である『境さかいの扉』が設置されている。

　金属製みたいだけど、ずいぶん黒ずんでいて、さすが伝説に登場すると言われているだけあって、遠くから見ても、相当年期が入っている。

　って、そのへんの古い家から引っぺがしてきた扉を、伝説の扉だと偽いつわっても、そういうものかなと思うんだろうけど。

　千年前の遺い跡せきから出土した、アシュレーコレクションと呼ばれる重要文化財の数々が、アシュレー子し爵しやくが財を投じて、当時の一流の贋がん作さく者しやたちに作らせた偽物だったと判明したのは、近年のことで。それまで二百年近くもの間、アシュレーコレクションは、『本物』として、世界中の見けん識しき者しやたちの目をあざむきとおしてきた。今では別の意味で、アシュレーコレクションはその価値を評価されていて──って、そんな蘊うん蓄ちく、どうでもいい。

　グリンダのメモに書いてあった『扉』が、今ステージにある、あの汚い扉だとしたら、僕も、あそこにいかなきゃならないんだろうか？

　客席は人がいっぱいで、とてもステージに近づけそうにない。

　となると、僕も女王コンテストに出場するしか──って、無理！

　僕、男だし！　ペンペン草だし！　じょ、女王コンテストなんて、生き恥をさらすようなものだよ～～～～～～！

　もし、この先、僕が女装の男だって世せ間けん様さまにバレたとき、経歴の中に『星の女王コンテスト出場　予選敗退』なんて書かれていたら、物笑いの種が増えるだけだ。

　ああ、けど、グリンダがステージに現れるとしたら、ここにいたんじゃ話もできないし、つかまえられない。

　どうせ、男のくせにドレスを着て、髪かみにリボンとか結んでるだけでじゅうぶん恥さらしなんだ。今さら、恥がひとつ増えるくらい、たいしたことないじゃないか。

　そうだ、グリンダが『扉の前で待つ』というなら、そこへ行かなきゃ。

　僕は意を決し、ステージの裏手にこそこそ回り、

「あの……わたし、出場希望で」

　と、運営係とおぼしきおじさんに、おずおずと声をかけた。

　けど、

「あ、受付はもう終了したから。来年また頑がん張ばって」

　あっさり追い払われた。

「ええっ！　ちょ、ちょっと待ってっ！　ぼ──わたし、どうしても出場したいんですけど」

「そう言われてもねー」

　おじさんは、僕の容姿を一いち瞥べつし、

「今年はレベル高いから、出場しても難しいんじゃないかねー。ほら、今、最高得点をマークしている、あのリズベット嬢じよう。もう彼女で決まりだよ」

　と、慰なぐさめるように言う。

「いやっ、その、女王になりたいわけじゃなくて──いや、なれないってわかってるし、そうじゃなくて、ただステージに立ちたいだけで──」

　あああああ、女装の男がミスコンに出場させろとゴネるなんて、みっともない。

　いや、たとえ女の子だとしても、おじさんには、僕はたいした容姿でもないのに、受付時間を過ぎたあとに、のこのこ現れて、ステージにあげろと主張している、身の程知らずな小娘なわけで──それはそれで、恥ずかしすぎる。

「お願いします！　青春の思い出になんとか！」

「いやいや、決まりだから。青春の思い出は、よそで作ってください」

　そんなやりとりを続けるうちに、最後の登場者が出場し、審査が終わってしまった。

　え？

　あれ？

　今の子が、最後？

　グリンダは？

　ステージの脇わきでほけっとする僕の耳に、司会者の声が響いた。

「それでは、あらためて発表します！　今年の星の女王はエントリーナンバー七番のリズベット嬢──！」

　スタイル抜ばつ群ぐんの金髪美少女が、満面の笑顔で立ち上がったとき。

　吹き抜ける風が、ステージを照らす金色の炎を、高く揺らめかせた。

　その瞬間、優勝者の横を、シンプルなドレスに身を包んだすっきりした体型の女性が、顎あごを上げ背筋を伸ばし、すっと通り過ぎていった。

　運営がざわめく。

「誰だれだ、あれ」

「もう、全員、出場したはずじゃ」

「ステージからおろせ」

　司会者が彼女のほうへ歩み寄る。

　が、途中で口を開いたまま、その場に固まってしまう。

　突然の参加者に困こん惑わくしていた審査員たちも、身を乗り出したまま目をむく。

　うろたえていた運営の人たちも、リズベット嬢に賞しよう賛さんの拍はく手しゆを送っていた観客たちも、一斉に静まり返った。

　そこにいるすべての人の視線を一身に浴びて、ステージに昂こう然ぜんと立つ一人の女性──。

　小さな顔に、翼の形をした黒い仮面をつけていて、素顔を見ることはできない。

　にもかかわらず。

　結ゆい上あげられた金色の髪から。

　ツンとそらした顎から。

　白い頰ほおから。

　高こう慢まんに結ばれた赤い唇くちびるから。

　うなだれることのない、すっきりした首筋から。

　細い肩から、腰から。しなやかな手足から。

　その存在のすべてから──人を惹ひきつけ虜とりこにする、圧倒的な輝きを発散させている。

　その場にいる誰もが、思ったはずだ。




　なんて美しい女性だろうと──。















　顔が見えなくても伝わる、神こう々ごうしいまでの美び貌ぼう。

　いや、見えないからこそ、さらにまばゆいほどの輝きを増してゆく。

　子供の頃からそうだった。

　ただ、そこに立っているだけで、僕らとは〝違う〟のだと思い知らされる存在。

　まるで、女神の化け身しんのような──。

　リズベット嬢が、ふらふらと椅子にへたりこむ。

　それが合図だったように、審査員たちが一斉に札をかかげる。

　五点！

　五点！

　五点！

　五点！

　五点！

　顔もわからない飛び入りの女性に、満点がついた。

　静まり返っていた会場がどっとわく。

　まるで嵐あらしのような歓声が、ステージに降り立った女神を包み、司会者が高らかに彼女の優勝を告げる。

「満点です！　文句なしの逆転優勝です！　彼女の名前は──不明ですが、とにかく今年の星の女王が決定しました！」

　もはや司会者も自分でもなにを言っているのか、わからないのだろう。早口で興こう奮ふん気ぎ味みに語り上げる。

　優勝者の頭に冠かんむりがかぶせられ、肩にマントがかけられる。

　最後に、星の女王の伝説を研究しているエーレンの考こう古こ学がくの第一人者とかいう長ったらしい肩書きのついた厳いかめしい顔のじいさんから、黄金の錫しやくが渡される。

　それを、もとから自分のものであったかのように尊そん大だいに受け取り、彼女が扉の前に立つ。

　空には、満天の星々。

　その中央で光り輝く女王星。

　ステージを照らす黄金の炎。

　彼女が黄金の錫を、扉に向かって高々とかかげる。

　行かなくちゃ、あそこに──。

　行かなくちゃ。

　だって待ってる！

　僕の片割れが！

　みんながステージに視線を釘くぎ付づけにされている間に、僕はそこへ向かってがむしゃらに走りながら大声で叫んだ。




「グリンダぁぁぁっ！」




　雷が落ちたような激しい音が耳を貫き、ステージが白い煙に包まれたのは、そのときだった。

　激しい風が巻き起こり、ステージを照らす炎が消え、闇やみが落ちる。

「わ、なんだ！」

「きゃあ！」

　客席で悲ひ鳴めいが上がり、ステージが完全に闇と煙に閉ざされる。

「グリンダ！　グリンダ！」

　一体、なにが起こっているんだ。

　僕もまた混乱しながら、ステージに這はい上あがり、グリンダの名前を叫ぶ。

　仮面をつけていても、わかる。あれは確かにグリンダ＝ドイル、僕の姉だ。

　やっと会えた。

　何な故ぜ、あんな書き置きを残して失しつ踪そうしたのか、今までどこでなにをしていたのか、これからなにをしようとしているのか、尋たずねることができる。

　グリンダの心を──知ることができる。

　そんな想いが、もうもうと煙が上がるこの異常な状況の中、僕をひるむことなく進ませていた。

　広がり続ける真っ白な煙の向こうで、きらきら光るものが、二度、三度と、鋭くひらめく。

　グリンダが錫を振っているのか？

　威い厳げんのあるほっそりした姿が見えたような気がして、夢中で手を伸ばす。

「グリンダ！」

　その手に、あたたかな手がふれた。

　細い指が、やわらかな手のひらが、僕の手を握りしめ──引き寄せる──。引き寄せられる。

　耳元で、低くひんやりした──けれどどこか切ない響きをおびた声が、聞こえた。




「……わたしは、星のクッキーは、好きじゃなかったわ」




　心しん臓ぞうが跳はね上あがるのと同時に、再び雷が落ちるような音がとどろいて。

　頭になにかがあたり、肩がなにかに包まれる感触がして、手に、やわらかな感触のかわりに、硬くてずしっとしたものが落ちてきて。




「みなさん！　落ち着いてください！」




「危険ですので、動かないでください！」




　運営の人たちが呼びかける声が聞こえ、風が止やみ、火が灯ともされ、ステージが再び明るくなったとき。

　仮面の美女の姿は消えていた。

　代わりにステージの中央に、女王の冠をかぶり、マントを羽は織おり、手に錫を持って立っていたのは──。




「え？　あれ？」




　僕は自分の手や、服を、きょろきょろ見渡した。

　なんで、僕はマントなんか羽織って──錫なんか握ってるんだ？

　頭に手をやったら、冠らしきものがあたり、いっきに青ざめた。

　グリンダが、やったのか──。

　僕に女王役を押しつけて、自分はまたトンズラしたのか！

　追いかけようとしても、影も形も見あたらない。しかも、観客も運営の人たちも仮面の美女の代わりに、いきなり間抜けな顔をした平凡そのものの女が立っていて、啞あ然ぜんとしている。

　やがて、ひそひそとささやきはじめる。

「誰だ、あれ」

「冠をかぶっているから、仮面の美女なんじゃないか」

「仮面をとったら、急にオーラが消えてない？」

「てか、さっき、『グリンダ』って聞こえたんだが」

「グリンダだって！　それって、ウィストリアから来た家庭教師様じゃないか！」

「あの万能の天才の！」

「そういえば、マラソン大会のとき、表彰台に立っていた嬢ちゃんも、あんな顔だったよな」

「ああ！　あのひよこ豆か！　確かに！　あんな風な印象の薄い顔だった」

「そうか！　ひよこ豆の天才先生か！」

　ささやきが、ざわめきに変わってゆく。それにつれて、僕を見つめる人たちの顔に、何故か驚おどろきと賞賛が広がってゆく。

　てゆーか、〝ひよこ豆〟ってやめて！　マラソン大会でパットがこぼれて、裸の上半身をさらしまくったことを思い出して、顔から火を吹きそうになっている僕に、みんな口々に、

「グリンダ嬢だ！」

「ひよこ豆のグリンダ嬢だ！」

「今年の星の女王は、グリンダ嬢だったのか！」

「気合いを入れれば、美女にもなれるんだな！」

「ああ、今はそのへんの娘っ子と変わらんが、天才だから、魔法で絶ぜつ世せいの美女に変身できるに違いないぜ！」

「服も魔法で変えたのか！」

「すげー！　さっきの煙と風も魔法か！」

「さすがグリンダ嬢！」

　ああああああああああ、また誤解されてるよぉぉぉぉぉ。

　司会者まで、

「今年の星の女王コンテストの優勝者は、なんとあのグリンダ嬢でしたー！　みなさん、グリンダ嬢に拍手をー！」

　と興奮して客席に呼びかける。

　恥ずかしさに身を縮ちぢめる僕を、熱狂的な拍手が包む。

「では、あらためてグリンダ嬢に、勇者を迎える儀ぎ式しきをしていただきましょう。さぁ、グリンダ嬢、錫を振ってください」

「って、えええ」

　手に目を落とし、僕はぎょっとした。

　この錫！　審査員がグリンダに渡した錫と違う！

　煙が上がる前にグリンダが持っていたのは、きらきら輝く黄金の錫だったはずなのに、今、僕が握りしめている錫は、えらく黒ずんでいて、表面にびっしり彫り込まれた字もところどころかすれている。

　うわぁぁぁっ、グリンダがすり替えたのか？　どうしよう。

　きんぴかの黄金の錫が、こんな汚い錫に変わってしまって、なんて説明したら。あの黄金の錫って、毎年儀式に使っている重要な品なんじゃ。

「グリンダ嬢、どうしました？　おや？」

　ステージの上で、青い顔で錫を見おろしていた僕のほうへ、司会者が近づいてきて、同じように錫を見おろす。

「これは一体……！」

　げ！　バレた。

　慌あわてて錫を背中に隠そうとしたら、今度は審査員席に座っていた白い髭ひげのじいさんがいきなり、

「おお！　なんと！」

　眼鏡めがねをぐいっと持ち上げ、立ち上がった。

　エーレンの考古学の第一人者と紹介されていたじいさんだ。グリンダに黄金の錫を渡したのも、このじいさんだった。

　その人が、すごい勢いで僕のほうへ走ってきて、犬のように錫に顔を近づけ、

「ふむ、ふむふむ、おおおお！」

　と、唸うなったり、目をむいたり、鼻をひくひく震わせたりする。

　な、なに？　このじいさん。

　錫を放り出して逃げたい気持ちになっていると、じいさんが、がばっと身を起こし、叫んだ。

「この錫は、百年前に盗とう難なんにあい、行方ゆくえがわからなくなっていた、エーレンの神殿に代々伝わるリリティス女王の錫っ！」

「ええええっ」

　僕はのけぞった。

　観客もどよめく。

　じいさんは興奮して、

「当時の国王が、儀式用に金箔を張り付けたレプリカを作らせたが、あれは見た目ばかりが仰ぎよう々ぎようしい、本物とは似ても似つかぬまがい物だ。この表面に彫り込まれた古代文字こそ、真の女王の錫の証あかし！　外国に持ち去られたと聞いておったが、まさかこの目で、見ることが叶かなうとは！」

　と、涙まで流しはじめる。

「あの錫、すごいのか？」

「よくわからんが、すごいらしい」

「百年前に盗難にあった、国宝だって」

「それをグリンダ嬢が、取り戻してくれたのか！」

「グリンダ嬢すげ────っ！」

　え？　あれ？

　なに？

　なんか、また拍手がっ！

　しかも、さっきよりさらに大きな──岩を打うち砕くだく怒ど濤とうのような拍手に、会場全体が大きく揺れる。

　僕は、〝グリンダ〟に、この錫を渡されただけなのに。

　本物のグリンダは、本物の錫を残して、また消えてしまった。

　偽物の僕は、星と月と炎に照らされたステージの中央で、賞賛に包まれて、おたおたするばかりだった。





　　　　◇　◇　◇






　金メッキの錫は、ステージの隅すみに転がっていたのが、イベントがすべて終了したあとで発見された。

　失われた伝説の品が、百年の歳月を経へてエーレンに帰還したという知らせは、シザエル王のもとにも届いていて、城に戻るなり、星祭りの演奏会は、僕を囲んでの宴うたげに変わった。

「一体どうやって、国外へ持ち去られた女王の錫を取り戻したのだ？　グリンダ嬢はずっと我が国で、子供たちの教師をしていたのに」

　シザエル王に、含みのある笑みと一緒にそんな風に尋ねられて、声をつまらせる僕の隣で、ヘルムートがシザエル王と同じくらいにこやかに、

「グリンダ嬢の指示のもとに、ウィストリアの精せい鋭えいたちがフォルセイス中を探し回って、見つけたそうですよ」

「ほぉ」

　シザエル王は意味ありげな光を目に浮かべて、つぶやいただけで、それ以上、僕に詳しいことは尋ねなかった。




　真夜中を過ぎてようやく解放され、蠟ろう燭そくの明かりが妖あやしく揺らめく廊ろう下かで、僕は低く険けわしい声でヘルムートに言った。

「……グリンダが女王の錫を手に入れていたことを、あんたは知っていたんだろ、ヘルムート。グリンダのあのメモも、あんたが偽ぎ造ぞうして、僕に渡すように手配したんじゃないのか？」

　僕がメモに書かれたメッセージを受け取ったとき、ヘルムートも子供たちも輪投げに夢中になっていた。

　僕がその場を離れても、誰も注意を払わなくて『助かった』と思った。けど、そういう状況に、ヘルムートがしたんじゃないか。

　僕に髪飾りをとってあげるなんて言い出して、聖セイ羅ラと竜リユウ樹ジユ王子の対抗心を煽あおって、勝負を持ちかけた。

　僕を一人にするために。

「僕は、グリンダを釣る餌えさかよ」

　胸の奥のほうから怒りがわいてきて、体が震える。身代わりの凡人の弟にも、プライドはあるんだ。

　ヘルムートは、おだやかに答えた。

「グリンダが接触する可能性があったのは、シャールくんだけでしたから」

　こめかみや耳が、熱くなる。

　やっぱり僕は、間抜けな餌だったんだ。

「あんたが捏ねつ造ぞうしたメモに『扉の前で待つ』って、書いてあったよね。ならグリンダが、女王コンテストに出場することも予測してたんだ。なのに、またグリンダに逃げられて──あんたたちも僕と同じくらい、間抜けで役立たずだ」

「自分のことを、そんな風に貶おとしめるものではありませんよ」

　詐さ欺ぎ師しのヘルムートは、まるで僕を気き遣づかっているみたいな、静かな口調で言った。

「誰だってグリンダと比べれば、間抜けで役立たずです。さすがに女王コンテストのステージに、グリンダがああも堂々と現れるとまでは、我々も考えていませんでしたよ。いや……グリンダなら、そのくらいやりかねないと、想定しておくべきでしたが。そういった意味では、読みが甘かった。グリンダが、エーレンから持ち去られた女王の錫を捜していたことは、おっしゃるとおり予測できていたのですが」

「……グリンダは、なんで女王の錫を持って、エーレンに戻ってきたの」

　ヘルムートが、暗い目をする。

「扉を開けるためでしょうか」

「扉を……？」

　ステージに設置されていた、錫と同じくらい黒ずんでいた、どっしりと重たそうな古い扉が、頭の中に浮かぶ。

　神話の時代、星の女王が錫を振るい、愛する勇者を喚よび寄よせたという伝説の扉のうちの一枚。

　ステージに立ちこめる白い煙の中で、鋭い光が、一回、二回と、閃ひらめいていたことを思い出す。

　扉に向かって、グリンダは正しい錫を振るったのか？　黒ずんでいた錫が、光っているように見えたのは？

「あんなの、ただの昔話じゃないか。現に、なにも起こらなかった」

　扉の向こうは、ただの空間。

　部屋ですらない。

　取り外された扉は、すでに扉としての役目を失い、一枚の古ぼけた板にすぎない。

　あの爆発も、グリンダが事前に仕掛けていたもので、そもそも女王の伝説だって、本当にあったかどうか、過去に戻って検証でもしないかぎりわからないのだから。

「……そのとおりですね。なにも、起こりませんでしたね」

　ヘルムートがつぶやく。

　表情はおだやかだけど、目は笑っていなくて……どこか翳かげりを帯びていて……。もしかしたら、彼もちょっとは落ち込んでいるのだろうか。だからって、餌にされた恨うらみはおさまらないけど。

「グリンダも、またいなくなってしまいました。おそらく今頃は、船の上でしょう。グリンダらしき女性を、港で見かけたという情報がありましたから……」

　体から、すーっと力が抜けてゆく。

　頭に来ていたはずなのに、怒る気力もわいてこない。また遠くなってしまったという寂さびしさだけが、胸をかすかに揺らしている。

　凪ないだ海の波のように。静かに、そっと、哀かなしげに。

「──グリンダは、なにがしたいんだろう」




　──今日かぎりグリンダ＝ドイルを廃はい業ぎようする。




　そんな書き置きを残して。




　──後のことは知らん。




　そんな勝手なことを言って。

　たった一人で──グリンダはなにをしようとしているんだ。

「私なりの推測はあります。それが当たっているなら、グリンダは途と方ほうもない夢を見ていることになります。この世の常識をひっくり返すような──ロマンチックすぎる夢物語を」

　ヘルムートは推測の続きを語らず、寂しそうに見える笑みを浮かべて、ひっそりと口をつぐんだ。

　僕も訊きかなかった。

　一晩のうちにいろんなことがあって、疲れていたからかもしれないし、それを聞いて、グリンダをますます遠くに感じてしまうことが、怖かったからかもしれない。

「私は明日朝一番の船で、ウィストリアへ戻ります。皇帝陛へい下かに、今回の件を報告せねばなりません。〝グリンダ〟が、エーレンから失われた錫を取り戻し、エーレンの国王より感謝のお言葉を賜たまわったことを、皇帝陛下はお喜びになるでしょう。またひとつ、きみの評価が上がりましたね、おめでとう」

「白々しい台詞せりふを、誠実そうに心を込めて言っちゃえるあんたは、やっぱり嫌いだし、信用できないよ、ヘルムート」

「それは残念です」

　全然残念だなんて思ってなさそうな腹黒外交官から顔を背そむけて、僕は重い足取りで歩き出した。




　部屋の前で、しょんぼりうなだれていた聖羅が、僕を見上げて、もっと不安そうな目をする。

「……シャール……先生」

　きっと僕が、疲れ果ててへとへとで、精せいも根こんも枯れきったおじいさんみたいな暗い顔をしていたからだろう。

　いけない。聖羅を心配させてしまう。

　僕は聖羅の先生なんだから、しっかりしなきゃ。

　口元に力を入れて、無理して微笑ほほえむ。もしかしたら、笑えてなかったかもしれないけれど。

「どうしたの、聖羅。もう遅いよ。子供はベッドで寝てなきゃいけない時間だよ」

　聖羅が紫水晶の瞳ひとみを、か弱げに揺らす。

　眉まゆを少し下げたあと。

　握りしめていた右手を、僕のほうへおずおずと差し出した。

「先生……これ」

　折れそうに細い指を、そっと開く。僕の手の半分くらいしかなさそうな小さな手のひらに、青い台座に乳白色の石を埋め込んだ、星の形の髪飾りがある。

　輪投げの景品……の？

「シャール先生に……差し上げます」

　か細い声で、聖羅がささやく。

　その間も、紫水晶の瞳は健けな気げに不安そうに、僕をじっと見上げている。

　ふいに泣きたくなって、慌ててまばたきする。

「ありがとう。聖羅が輪投げで、僕にとってくれたんだね」

　腰をかがめてお礼を言うと、聖羅が、なんと答えたらいいのか困っているように、もじもじする。

　それから僕の頭に、そっと手を伸ばして。

「……」

　珊さん瑚ご色の唇をきゅっと結んだまま、頰を染め一いつ生しよう懸けん命めいに、僕の髪に星をつけてくれた。

　留め金がうまく留まらないみたいで、真剣な目をして。僕の髪をひっぱったりしないように、すごく気を遣って。

　聖羅の頰がますます染まって、額ひたいにじわっと汗がにじんで、子供っぽい甘い香りのする吐と息いきが、僕の頰にかかる。

　僕は聖羅が髪飾りをつけ終わるまで、腰をかがめたまま、じっとしていた。

　やがて聖羅が、ほっと息をつく。

「どうかな、似合ってるかな」

　尋ねると、ぴくっと細い肩を緊きん張ちようさせて、

「……はい」

　とひたむきな口調で、答えた。

「シャール先生の頭で……星が……輝いています……」

「ありがとう」

　大事にするよ、と約束するとまたちょっと眉を下げて、気弱な顔になった。

「部屋まで送るよ、聖羅」

「いいえ……一人で、戻れます」

　僕が肩にかけた手から逃れるように、うつむいたままそっと移動する。

「先生……」

　唇を小さく嚙かんだあと。

　いたいけな瞳で、僕を見上げて、

「……わたし、早く、大人になりたいです……」

　寂しそうな声でつぶやいて、

「お、おやすみなさい」

　と言って、早足で去っていった。

　僕は、聖羅がくれた星の髪飾りをつけたまま、小さくなってゆく後ろ姿を、やっぱり寂しい気持ちで、見つめていた。

　生徒に気遣ってもらうなんて……。

「僕は、ダメな先生だ」

　あ、鼻の奥がまたツンとしてきた。

　急いで部屋のドアを開けて、中に入る。ベッドの端に腰かけ、もう誰の目も気にすることなく、見栄を張ることもなく、深く深くうなだれる。

　涙はこぼれなかったけれど、胸はズキズキと痛み続けて、膝ひざの上で握りしめたこぶしは震えていた。

　グリンダ……。

　あんなに近くにいたのに、また僕はきみになにも言えなかったし、手をつかんで引き寄せることもできなかった。

　毎年、星祭りの夜は、家で二人きりで過ごしていた。

　星のクッキーをやけ食いする僕を、さめた目で見つめながら、自分もつきあいで、一、二枚、口にする。




　──あの空の真ん中で一番輝いている星は、女王星というのよ。




　そうだ。女王星のことを教えてくれたのは、学校の先生ではなく、グリンダだった。




　──星は一年かけて、ゆっくりと移動して、もとの場所に戻るの。女王星だけが動かないのよ。だから、道に迷ったら、女王星を目印に進むの。




　きっとグリンダの中には、確固たる意志や目的があって。それだけをまっすぐに見すえて、そこへ辿たどり着つこうとしているのだろう。

　そんなグリンダの周りで、僕らは右う往おう左さ往おうするばかりで。

　グリンダは、また僕に会いに来てくれるのだろうか。

　僕は、グリンダが失踪した原因を知ることはできるのだろうか。それを理解することができるのだろうか。

　ドアをノックする音がして、アニスが明るい顔で入ってきた。

「もう寝ちゃったかと思ったけど、ドアの隙すき間まから明かりが漏もれていたから。よかった、グリンダが起きてて」

　手に持った鞄かばんから、薄い冊子を次々取り出し、ベッドの上に並べてゆく。同人誌の即売会の戦利品らしい。

　この本が、ものすごく萌え萌えなのだとか、こっちの本がハードですごいのだとか、このシチュエーションがキュン死なのだとか、このサークルさんは神なのだとか、目を輝かせて嬉うれしそうに話しているのを聞いていると、なんだかものすごくホッとして……。

　アニスが、あんまり普段と変わらなくて、明るくて楽しそうだから、たとえ悪いことや哀しいことがあっても、どうにかなるんじゃないか、この先、いいことも愉ゆ快かいなことも、たくさんあるんじゃないかと思えて、気持ちがゆるんで……。

「グリンダ？　どうかした？」

　多分、泣き笑いの表情を浮かべている僕に、アニスが不ふ思し議ぎそうに尋ねる。

「星祭りで、シャールの、お姉さんに会ったんだ」

　そんなことを、自然と口にしていた。

　アニスに聞いてほしかったのかもしれない。

「ええ！　あの行方不明の!?」

「けど、すぐいなくなっちゃった」

　声を震わせる僕の隣に、やわらかな肩をぴったりくっつけて座り、頰と頰がふれあいそうなほど近くで、優しくあたたかな声で、アニスが言う。

「きっとまた会えるわよ。お姉さん、シャールのこと心配して、様子を見に来たんじゃないかしら。シャールの仕事が決まって、安心したはずよ」

　ほら、アニスはいつも前向きに励はげましてくれるから。

　アニスの口からこぼれるのは、楽しいことや、明るいことばかりだから。

　寂しさにひりひりしていた心が、やわらかなあたたかなもので、包まれる。

　アニスの言葉で──。

　アニスの微笑みで──。

　僕の頰に、アニスがふっくらした頰を、すりつける。弟たちにも同じことをしてあげてるんだろうってわかる、お姉さんぽい、優しい仕し草ぐさで。

「ねぇ、これ、一緒に食べようと思って、実家で焼いてきたの。こんな夜中に食べたら、太っちゃうかな。けど、今日は星祭りだもの。特別だよね、うん」

　アニスが鞄から取り出したのは、ナプキンに包まれた、星の形のクッキーだった。

「やっぱり星祭りの夜は、これを食べなきゃ。ね、つきあって、グリンダ」

　きつね色に焼けたクッキーは、さっくりと軽い歯ごたえで、口に入れるとシナモンの味がして、胸がきゅーっとした。




　──ねぇ、一人じゃ食べきれないよ。グリンダも手伝ってよ。




　星祭りの夜は、家でグリンダと二人で過ごすのが定番だった。

　考えてみたら、万能の天才と呼ばれて、あちこちの仕事を掛け持ちしている超多忙なグリンダが、星祭りの夜だけは毎年家にいるなんて奇妙なことだと、今になって気づく。

　グリンダは星祭りを僕と過ごすために、スケジュールを調整して、帰宅してくれていたんだ。

　失恋ばかりしている頼りない弟を、放っておけなかったのだろうか。

　星祭りくらい、家族と一緒にいたかったんだろうか。

　どんな気持ちで、グリンダは星の形のクッキーを飲み込んだのだろう。

　そのとき、なにを願ったのだろうか。

　職場でよく星の形のクッキーを齧かじっていたという。そのときも、グリンダの心の中には、どんな想いがあったのだろう。




　──星のクッキーは、好きじゃなかったわ。




　耳に残る、ひんやりした低い声。

　一瞬だけふれあって、離れていった、やわらかな手。

　好きではないクッキーを、なんできみは食べ続けたの？　グリンダ。

　グリンダとは正反対の、晴れやかであたたかな目をした女の子と、ぴったり肩をくっつけて、シナモンがぴりっときいた星の形のクッキーを食べながら、願う。




　どうかまた、グリンダに会えますように。




　僕はグリンダと違って、間抜けで平凡で小心者で、観察力が優れているわけでも、勘が鋭いわけでもない。




　けど、どうか、グリンダの気持ちを、わかってあげられますように。


















　×月×日　ギルマー

　もうすぐ星祭りだ。

　騎士団の連中は、その日誰だれとデートするかで盛り上がっている。彼女のいない情けないやつらも、意中の女を星祭りに誘って、これを機にめでたく恋人同士になるのだとはりきってやがる。

　もちろん、オレはとっくに休きゆう暇か届とどけを提出済みだ。

　去年までは、イケメンでエリートのオレを女たちが争って、最後はくじ引きで当日のデートの順番を決めていたが、今年はたった一人の愛する女と、じっくりまったり過ごすのだ。

　鷹たか男おとこの像を盗んだ犯人を、カッコよくつかまえたオレを見て、かたくなだったグリンダの心も揺らいでいるはずだ。

　ギルマーって、やっぱり強くて麗うるわしくて素す敵てき！　抱いて！　と扁へん平ぺいな胸をときめかせているだろう。

　廊ろう下かで会ったときなど、カエルのように「げっ！」と叫んで、飛びのいたりするし、オレと話しているときはツンツンしっぱなしだが、きっと照れ隠しに違いない。昔から女にモテまくりで、女の心理に詳しいオレには、よーくわかる。

　星祭りで、グリンダがどんな可か愛わいいデレを見せてくれるのか、楽しみで仕方がない。




　×月×日　竜リユウ樹ジユ

　星祭りが近づいてきた。

　更サラ紗サのやつが主張するには、星祭りは恋する者たちの行事なのだという。

「彼氏と星の形のお菓か子しを半分こして食べて、いつまでも二人一緒にいられますようにって、お星様にお祈りをするのよ。女の子の憧あこがれね。星祭りに誘ってもくれない男の子なんて問題外よ。この日は男の子が全力で、女の子をロマンチックな気持ちにしてあげる日なんだから」

　うむむ……そうだったのか。去年までは、城の庭で、家族と星にちなんだ演奏を聴いて過ごしていたが、それではいかんのだな。

　更紗は数学や語学の勉強は大嫌いで、歴史の授業でも「美形以外、興きよう味みないわー」と、織オリ絵エと二人で、歴史男子顔面格付けランキングなぞ作って騒いでいる頭の痛い妹で、王家の娘にふさわしい品格や教養を身につけてほしいものだと、常日頃から思っているのだが、世俗のこと──特に男女交際に関することでは、私の知らないことをよく知っている。

「お兄様も、グリンダを星祭りに誘ってみたら？」

　けろりとそんなことを言われて、心しん臓ぞうが口から飛び出しそうになり、そんな浮うわついた行為を、将来の国王たる私がすべきではないと答えたら、

「ふぅーん、お兄様がぐずぐずしている間に、グリンダは他の人に誘われちゃうかもねー。ギルマーとか」

　と、わざとらしく言った。

　グリンダは星祭りで、ギルマーと、で、で、デート、するのだろうか。




　×月×日　ギルマー

　グリンダが、オレの顔を見るたび、可愛い顔をしかめて睨にらんでくるのは、

「もーなんで、星祭りに誘ってくれないの？　女のわたしから言わせるつもり？　バカバカバカぁ！　早く誘え！」

　という意味なのだろう。

　もうちょっと焦じらしてやるつもりだ。そいつが恋の駆け引きってやつだと、恋愛初心者の騎士団の連中に講こう釈しやくしてやったら、感かん銘めいを受けたのか、全員なんとも言えない目つきで、沈黙していやがった。

　ふっ、また尊敬を集めてしまったな。




　×月×日　竜樹

　ギルマーが、グリンダを星祭りに誘うと騎士団の同どう僚りように話しているのを、聞いてしまった！

　ギルマーは「もうちょっと焦らしてやるつもりだけどな」と、余裕の笑みまで浮かべていた！

　まずい！　あんな女たらしとデートになど行ったら、またグリンダの身が危険にさらされる。

　いや、聡そう明めいなグリンダが、あんな浮ついたギルマーの誘いにのるはずがない。

　けど、グリンダは『万能の天才』という呼び名の割に、少々抜けたところがあるように思う。そこがあぶなっかしくて、私が守ってやらねばと思うのだが、いやいやそれはひとまず置いておいて。

　そんなグリンダだから、星祭りにギルマーとデートに行ってしまうかも。

　そうして、ギルマーにまた押し倒されて……。

　うわ～～～～～～、ダメだ！　グリンダ！

　くぅぅぅぅっ、グリンダが、ギルマーとデートに出かけたりしないよう、手を打たなければ。




　×月×日　ギルマー

　今日、竜樹王子が、柱の陰かげからオレを睨んでいやがった。

　そればかりか、手をぐっと握りしめると、オレのほうへつかつか歩み寄ってきて、

「グリンダは同盟国ウィストリアからきた、我が国の大切な客人なので、エーレンの騎士として、うかつに星祭りに誘ったりしないように」

　などと言いやがった。

　相手は世よ継つぎの王子サマだが、もちろん権力なんかに屈するオレじゃないぜ。

「お言葉だが王子、オレは国より愛に生きる男だ。オレが本気になったら、国王陛へい下かの勅ちよく命めいでも止められないぜ。オレにはグリンダを連れて、国を捨て新天地へ向かう覚悟がある。同じ覚悟を、王子は持てるか」

　竜樹王子は口の端はしを下に曲げて、唸うなっていた。

　が、

「わ、私は、王として国民を守る責務があるから、ざれごとであっても国を捨てるなどと口にするわけにはいかない。それは国民に対する背信だ。だが、将来グリンダをこの国の妃きさきに迎える覚悟ならある」

　と、とんでもない宣言をかましやがった。

　つか、目がマジだぜ、この王子サマ。

　こんなガキに、ここまで決意させるなんて、グリンダ、おまえは無害そうな顔して魔ま性しようの女だぜ。

　しかし、しょせんは十一歳のガキだ。オレの敵じゃねー。

「王妃になるか決めるのは、グリンダだぜ。オレはグリンダを星祭りに誘う。グリンダもそれを望んでいるからな。それで、星祭りの夜になにがあろうと、そいつは子供が口出しすることじゃねーさ」

　竜樹王子は眉まゆをぐっとつり上げ、ますます強くオレを睨み、

「ぐ、グリンダと星祭りに行くのは私だっ！　あああ明日にでも正式に申し込むつもりだっ！」

　と叫んだのだった。

「どうぞどうぞ、申し込むのは自由だからな」

　オレは余裕のあるところを見せ、悠ゆう然ぜんとその場を去った。

　が、認めたくはないが、内心はドキドキし、動どう揺ようしていた。

　ああ、認めたくないとも。

　あんな声変わりもしてねーし、毛も生えてねー、皮もむけてねーような、チビなガキが、この、天界から、星座にして夜空に飾っておきたいとスカウトがきそうな麗しいオレのライバルだなんて。

　認めるもんか～～～～～～！

　け、けどっ、グリンダを王妃に迎える覚悟があると言った竜樹王子は、ちょこっとカッコよかったりして。

　つか『妃に迎える』なんて、世継ぎの王子様にしか使えねー、女にとって最上の殺し文句じゃねーか！　さすがのオレも、その札だけは切れねー。てか、持ってねー！　せいぜい『おまえは、オレだけの姫君だぜ』なんて、ありきたりな台詞せりふをささやくくらいだ。くそっ、チートすぎだぜ、王子サマ！

　オレの求愛さえはねつけたグリンダにかぎって、王妃の座をちらつかされて、ふらっとくることはないだろうが……胸の奥からもやもやと、ふ、不安が……。




　×月×日　竜樹

　女性をデートに誘うというのは難しい。

　夜、城の塔で皆で天体観測をした。ちょうど星祭りのことが話題にのぼり、更紗のやつが、

「グリンダは、もう誰と星祭りに行くのか決めた？　やっぱり騎士団のギルマーと？」

　と尋たずねるのに、ぎょっとした。

　しかもそのあと、

「そういえば、竜樹お兄様は、今年は星祭りに誘いたい女性がいるんじゃないの？」

　なんてことまで言い出した。

　おかげで、すっかり慌あわててしまい、本当は二人きりになったところで落ち着いて申し込むはずだったのが、今思い出しても自害したくなるほど、しどろもどろになり、今の更紗の言葉は違うのだと言い訳するはめになって──くぅぅぅ、更紗めっ。

　けど、グリンダはもともと星祭りに行くつもりはないということも、わかった。

　星祭りは、毎年部屋で星のクッキーをつまんで、清らかに過ごすのだそうだ。

　さすがはグリンダ。

　そのへんの浮ついた女たちとは心構えが違っていて……けれど、星祭りでグリンダと過ごす楽しい時間を、前の晩うっかり想像していたせいか、力が抜けてしまって、

「そ……そう、なのか」

　情けない声でつぶやいたのだった。




　×月×日　ギルマー

　夜、悄しよう然ぜんと肩を落として歩いてゆく竜樹王子を見た。途中、立ち止まって、壁かべのほうを向いて、肩をふるふる震わせ、唸ったりする。

　グリンダを祭りに誘って、フラレたのか？　そうなのか？




　×月×日　竜樹

　グリンダと星祭りへ行けることになった！

　更紗も織絵も聖セイ羅ラも、エーレンの外交官のヘルムートも一緒ではあるが、グリンダと星祭りへ行くことには変わりない。

　喜んでもいいはずだし、実際それ自体は嬉うれしい。

　が、これ以上なく複雑な心境だ。

　日記では冷静になろうと努めているが、本当はベッドの上を転げ回り、枕を嚙かみまくりたい。

　父上や母上のご懸け念ねんは、じゅうぶん理解できる。

　けど、それにしても、この私がじょ──。

　じょ、じょ、じょじょじょ──

　女装、だなんて。

　うわああああああああああああああああああ。

　あうぅうぅぅぅぅぅぅぅ！

　ぐおおおおおおおおおおおおお。

　やっぱり、とても冷静になんかなれない！　ごろごろしてくる！




　ベッドでごろごろしていたら、更紗が女ものの服を何着も抱えて来らい襲しゆうしてきた。

「こっちの青いワンピースなんて竜樹お兄様にぴったり、あ、このフリルの三段重ねも着てみて」

　と、ベッドの上に、ひらひらした服を広げる。

　くぅぅぅ、兄を着せ替え人形にするなー。

　更紗め、更紗め、更紗めーっ。




　×月×日　ギルマー

　グリンダは、国王の子供たちと星祭りに行くという。

　って──なんだそりゃ！

　祭りの日まで、子守りかよ！　エーレンもウィストリアも、グリンダを働かせすぎだ。

　つか、なんで！　ウィストリアの男前の外交官まで一緒なんだ！




　×月×日　竜樹

　やっぱり女物の服を着て、出かけなければならないのか？　しかもかつらまでっ。

　グリンダに変態だと思われないだろうか。

　いや、グリンダも、私が女装せざるを得なかった事情は知っているはずで……しかし、まんがいちにも、喜んで女装していると思われたら……っ！

　やっぱり、女装をするような男は、軟なん弱じやくで好きになれないと軽けい蔑べつされたら……っ！

　ああ、神よ、試し練れんにたえる力を！




　×月×日　ギルマー

　騎士団の連中に、グリンダ嬢じようは王子様がたと星祭りへゆくのだから、休暇はいらないだろうと言われた。

　彼女ができたので、勤務を替わってくれと頼まれたときには（しかも、三人にも！）憤ふん死ししかけた。

　あいつら、オレより不ぶ細さい工くで、オレより弱くて、オレより家柄も下のくせして、いつのまに！

　すんなり勤務を替わったりしたら、騎士団一の美男の名折れだ。グリンダが仕事で、泣く泣くオレとのデートに行けなくなっても、オレは星祭りに連れ歩く女に困っちゃいない！　と豪ごう語ごしてやった。

　くそっ、侍じ女じよのリリアンか、セレーヌでも誘うか。いや、いっそ五人くらい引き連れて、グリンダに見せつけてやる。




　×月×日　竜樹

　女性の服や靴くつが、歩行に適していないということが、よくわかった。

　あんな一歩踏ふみ出だすごとに足にからみつく服を、よく女性は日常的に着ていられるものだ。

　それにあの靴も──つま先と足の甲の皮がすりむけて、今もひりひりする。

　ただ、グリンダと手を繫つなげたのだけは嬉しかった。私があんまり何度も転びそうになるので、見かねて手を握ってくれたのだ。

　はじめは、好きな女に心配されているという恥ずかしさに、いたたまれなかった。

　が、だんだんとあたたかな気持ちのほうが勝まさっていって、最後には、特別な相手と手を繫いで祭り見けん物ぶつをするのは、非常によいものだと、理解できた。

　グリンダに似合いそうな星の髪飾りが、輪投げの景品にあって、なんとか手に入れて、私からグリンダに贈りたかったのだが、残念ながらそれははたせなかった。

　私と聖羅とヘルムートと三人で競きそって、一等は、冷静に輪を投げ入れていった聖羅で、勝ちにこだわりすぎた私は、三人の中でビリの成績だった。

　しかも勝負の最中、グリンダはトイレに行くと言ったきり、いつまでたっても戻ってこなかった。

「女性は化け粧しよう直しに時間がかかるものですよ」

　と、ヘルムートはゆったりした笑みを浮かべて言った。

　聖羅が、

「でも、遅すぎます」

　と探しにゆこうとするのを、

「やめたほうがよいです。生徒が迷子の先生を探し回ったと知られたら、逆にグリンダ先生を困らせてしまうことになりますよ」

　とやんわり止めた。

　確かにヘルムートの言うとおりで、聖羅も迷うようにもじもじしていたが、結局足を踏み出せなかったようだ。

　あの冷静な聖羅が、こんな頼りない表情を浮かべることがあるのだと驚おどろいたが、思い返せばグリンダに関わることになると、聖羅はこれまでも、あまり冷静ではなかったかもしれない。ハールーン皇子が、グリンダを花はな嫁よめとして砂漠の国へ連れ帰ろうとしたときも、人前で声を放って泣いていた。

　それでもグリンダが戻ってこないので、私たちは待たい機きし、護ご衛えいの兵士に探しにゆかせたら、なんと星の女王コンテストに出場し、優勝していた。

　そればかりか、百年前にエーレンから持ち去られた女王の錫しやくを、グリンダが取り戻してくれたと騒ぎになっていて──。

　もともとグリンダとヘルムートが、二人で星祭りへ行こうとしていたのは、このためだったと、城に戻る途中の馬車の中で聞かされた。

　心ここにあらずといった様子のグリンダの代わりに、ヘルムートがなめらかな口調でそう説明し、

「王子様がたに、事前にお伝えすることができず、申し訳ありませんでした。すべて私の判断ですので、グリンダのことを悪く思わないでください」

　と言う間も、グリンダはぼんやりしていた。

　無理矢理グリンダについてきたのは、私たちのほうなので、文句を言える立場ではなかったし、言うつもりもない。

　ただ……グリンダに負担をかけてしまったのだと思うと、グリンダの都つ合ごうも考えずに、我わが儘ままを押し通したことが悔やまれる。

　聖羅も暗い顔をしていた。きっと私と同様に、感じることがあったのだろう。

　これからは、もっと相手の気持ちになって、冷静に考えることをせねばと思う。将来の王としても、反省点の多い一日だった。

　とりあえず、もう女装は二度とゴメンだ！




　×月×日　ギルマー

　胸の大きな女を、五、六人引き連れて、グリンダに見せつける計画は、なんと！　女が一人も集まらず、しょっぱなから頓とん挫ざした。

　みんな、

「ざんねーん、その日は先約があってぇ」

「うわー。ざんねーん、その日は一日お仕事でぇ」

「えー、ごめーん、ざんねーん」

　などと、残念、残念、言っていた。

　くそっ、準備が遅すぎたか。

　いや、オレほどの男前なら、祭りの会場で十人はナンパできるはずだと、単身乗り込んだのだが──。

　そこで、再会してしまった。

　あの女王のような高こう慢まん不ふ遜そんなグリンダに。

　銀の羊通りのレストランの前で会ったときと同じように、グリンダは虫けらでも見るような、ひんやりとした目をしていた。

　普段のグリンダは、隙すきだらけの頼りない女なのに、こっちのグリンダは全身を火と氷の鎧よろいで固めているみたいで、ふれようと手をのばした瞬間、指が千ち切ぎれて飛んでゆきそうだった。

　なんて、なんて──綺き麗れいな女なんだろう。

　そう、あのときも思ったんだ。

　グリンダは、こんなに美人だっただろうかって。

　オレがこれまで会った中で、間違いなく一番の美女だと断言できる──顔立ちとか、スタイルとか、そんなものを超えていて、全身から発する輝きに圧倒される。打ちのめされる。

　そんな感覚は、他の女では味わったことがなくて、背筋がぞくぞくするほど快感で。

　ああ！　オレを踏みつけてくれ！　罵ののしってくれ！　と、心の中で叫んでいた。

　言っとくが、オレはマゾでも変態でもない。

　あのグリンダが、特別なんだ。

　その証しよう拠こにグリンダは今年の星の女王コンテストに飛び入り参加して、最高得点で女王に選ばれた。仮面をつけてステージに現れたグリンダは、今年一番どころか世界で一番の〝美女〟だったって、みんな噂うわさしている。

　そうだろう、なんたってこのギルマー様が惚ほれた女だ。どうだ、オレの見る目は確かだろうと鼻高々な反面、オレだけのグリンダが遠くへいってしまったようで、切なくもある。

　くそっ、星の女王になんかなりやがって。グリンダなんて、城では、ちょっと可愛くて間抜けな女なくせに。慌てると目玉をぐるぐる回して、嚙み嚙みで、『ボク』なんて口走るヘンな女のくせに。

　はーっ、グリンダに惚れている竜樹王子も、こんな切なさを味わっていたりするのかねー。十一歳のガキに共感を覚えている自分が情けなくて、また溜ため息いきをついた。




　×月×日　竜樹

　星の女王に選ばれ、エーレンの失われた文化遺産を取り戻してくれたグリンダは、あといくつ伝説を重ねてゆくのだろう。

　私は将来、グリンダにふさわしい男になれるのだろうか。

　暗い気持ちで庭を歩いていると、騎士団のギルマーを見かけた。

　向かいの渡り廊下の柱に身を隠すようにして、寂しそうな眼まな差ざしでグリンダを見て、溜息をついている。

　その姿に、自分の姿を重ねてしまい、私も胸がズキッとしたのだった。

　決して彼を、同志とは思いたくないのだけれど……。
















第一回　聖セイ羅ラ姫の大人宣言






「わたし、先生断だちをしようと思います」

　星祭りの数日後の昼下がり。聖セイ羅ラが、いきなりそんなことを言い出した。

　廊ろう下かで、僕が通りかかるのを待っていたらしい。小さな手をぎゅっと握りしめ、細い眉まゆをキッと上げ、整った白い顔に、なみなみならぬ決意をにじませ、小さいけれど強い声で続ける。

「それで、大人の女の人になります。もう決めたんです」

　僕は聖羅の顔を見おろしながら、

「えーと……」

　と、つぶやいた。

　大人の女の人って……きみ、今、九歳だよね。九歳の女の子が、大人になるにはあと何年か必要だと思うんだけど。

　あっけにとられている僕を、いたいけな唇くちびるを引き結び、真剣な眼まな差ざしで見つめたあと、

「そういうことですから、先生にもご協力をお願いします。わ、わたしに……は、話しかけたり、優しくしたり、あ、甘やかしたりしないでください」

　と言って、銀色の髪かみをさらさら揺らして、走っていってしまった。

　なんだったんだ、今のは。先生断ちって一体……！

　天才の聖羅の思考が、凡人の僕に理解しにくいのはもともとだけど、今回の宣言はそれ以前の問題で、さっぱり意味がわからなくて、茫ぼう然ぜんとしていたのだった。

　女の子って、謎なぞだ。





　　　　◇　◇　◇






　なんで聖羅は、急に大人になるなんて言い出したんだろう……。

　夜。部屋に戻ってから、ベッドの上で枕を抱きしめて、ぼーっと考え込んでしまった。

　この前もそんなことを言っていたっけ。

　星祭りの晩、僕の頭に星の形の髪飾りをつけてくれたあと、寂さびしそうに、




　──……わたし、早く、大人になりたいです……。




　って。

　まさかあれが原因じゃないよね。

　けど、大人の女の人って、どんな人をいうんだろう……。

　悩む僕の隣で、メイドの仕事を終えて遊びに来たアニスが、同人誌を広げている。即売会で購入したという、ヘルムートが国王様をウィストリア皇国の古城に誘ゆう拐かい監かん禁きんし、びしばし責めまくるという、とんでもない内容のヘル×シザ本で、それをめくりながら、ヘル×シザに対する想いを熱く語っている。

「国王様は、エーレンにいるかぎり、統治者としての立場を捨てることはできないと、ヘルムート様を拒こばむのよ。そんな国王様を、ヘルムート様は、ウィストリアの湖のほとりの城へ強ごう引いんに連れ去るの。そこではじめて二人は立場や身分を超えて、結ばれるのよ。ああ、大人の恋よね」

　と、うっとりつぶやく。

　大人の恋。

　告白して拒否られたからって、誘拐して監禁することが、大人なのか？　確かに財力と行動力がなきゃできないけど、ちょっと、いや、だいぶ違うような……。

　そんな大人は嫌だ。

　なら、聖羅が目指している大人の女の人って、どんなんだろう。

　そういえば、聖羅はアニスの胸が大きいことに、やけにこだわっていた。

「ね、グリンダもそう思うでしょう？　ハードな大人の恋にキュンキュンでしょう？」

　とアニスが女の子同士の気安さから、ベッドに四つんばいになって身を乗り出してくるので、ただでさえ大きな胸が、ぽよぽよ揺れて、胸の谷間も強調されたりして、僕はいやでもそこに目がいってしまう。

　聖羅も、こんな風に胸を大きくしたいとか？　けど、それと先生断ちとどういう関係が？　胸を大きくする体たい操そうをするのを、僕に見られたくないのだろうか。

　けどアニスの胸だって、いきなりここまで育ったわけじゃないだろうし、体操したくらいで、こんなにふくらむとは思えない。

「グリンダ、どうしたの？」

「わ！」

　気がつけば、こっそりどころかアニスの胸を、まじまじと見ていたようだ。

　声をかけられて、ベッドの上で座ったまま跳はね上あがる。

「なんだか、ぼーっとしてたけど」

「え、いやっ、なんでもないよ。ちょっと考えごと」

「考えごとって、なに？」

「そ、それは！　しししし仕事のことで」

　上うわ擦ずりまくりの声で誤ご魔ま化かすと、アニスはにっこり笑って、

「グリンダって本当に仕事熱心で、いい先生ねー」

　うっ。胸に、罪悪感で鈍どん痛つうが……。

　きみの胸に見とれていましたなんて、絶対に言えない。死んでも言えない。

「あたしなんて、お城のお仕事をしているときも、ヘル×シザのこと考えてて、ぽーっとしちゃうときがあるのに。グリンダはお仕事が終わってからも、生徒のことを考えているだなんて」

　ううっ。

「尊敬しちゃう。あたしもグリンダを見習わなきゃ」

「そ、尊敬……されるほどのことでは」

「ほら、また謙けん虚きよなこと言っちゃう」

「いや、そういうわけじゃ……」

　額ひたいから汗が、たらたらこぼれてくる。

　アニスは、ほぉっと溜ため息いきをついて、

「それに、シャールのこともね、この頃ますます考えちゃうんだ」

「え！」

　やっぱりシャールのこと好きになっちゃっただの、次に会ったら告白するだのといったアニスの告白の数々が、頭の中を駆けめぐり、僕はいきなり顔が熱くなった。

「しゃ、シャールの、どんなこと、考えてるの？」

　アニスに、僕がシャールだと打ち明けるわけにはいかないし、今は恋をするより、いい先生になる努力をしようという考えも、変わらない。

　けど、ちょっとだけ、訊きいてみるくらい、いいよね。

　こんな風に頰ほおをピンク色に染めて、ほわっとした顔で、「あなたのこと考えてる」なんて言われたら、やっぱり、うぅぅ、気になっちゃうよ。

　アニスは唇をほころばせて、目もますますほわーっとさせて、

「今、羊の毛を刈っているのかなーとか、羊が暴れて大変じゃないかなーとか、羊に蹴けられて尻しり餅もちついてないかなーとか。うっかり羊の群れにまぎれこんじゃって、羊に追いかけられてないかなーとか」

　羊ばっかり！

　そういえば、バイトで羊の毛を刈ってるって言っちゃったんだっけ。

「羊の毛って、もふもふで気持ちよさそーとか。ぎゅーっとしてみたーいとか、あたしも毛刈りしてみたーいとか」

　それもう僕のことじゃなくて、羊のこと考えてるよね！　羊萌えだよね！

「ねぇ、羊、見学に行きたい」

　アニスがまたベッドに両手をつき、身を乗り出し、目を輝かせて言う。

　僕はぎくっとして、

「いや、無理っ、無理だから」

「なんで？」

「上司がめちゃくちゃ厳きびしくて、アニスみたいな可か愛わいい子が見学に来たら、ねたまれて、いじめられちゃうよ」

「やだ、そんな、可愛いだなんて」

　アニスが嬉うれしそうに頰を染める。それから心配そうに、

「シャールの上司って、そんなに厳しいの？　シャールは、つらいめにあっていたりするの？」

「し、新入りにはよくあることだから、大丈夫！　終業五分前に、羊を十頭追加されたりする程度だから」

「残業代は、ちゃんと出ているの？」

「うん、割り増しで……っ！　仕事が忙しくて、使い道ないから貯金ができるって喜んでたよ」

「そう。でも無理して体をこわさないようにって、伝えてね」

「……う、うん」

　ああ、噓うそがどんどん増えてゆくー。

　アニスが寂しそうに、

「でも、そんなにお仕事が忙しいなら、やっぱり、しばらく会えない……かな」

　心しん臓ぞうがドキーンと高鳴る。

「早く……シャールに、好き、って言いたいのに」

　うわあああああ。

「じゃないと、胸がいっぱいになって、はじけちゃいそうなの」

　そ、その大きな胸がいっぱいに？　そんなに僕のことを……？

　アニスが目を熱っぽくうるませる。

　ああ、大人の女の人の目だ。

「グリンダって……やっぱり、シャールに似てる」

「！」

「この目とか……」

　指で、僕の目元を、愛いとおしそうに辿たどる。

「この鼻とか……唇も……」

　うぅぅ。アニスの指が、僕の顔をなでまわしてるぅぅぅ。

「耳まで、そっくり」

　耳たぶを、ふにふにと指で挟まれて、き、気持ちいい。

「シャールが……いるみたい」

「～～～～～～！」

　僕は心の中で、悲鳴を上げた。

　そんな切なそうな顔と声で、そんなこと言わないでよ～。

　せっかく封印しようとした想いが、つのっちゃうじゃないか。

　けど、アニスは僕の顔を、うるんだ瞳ひとみで見つめて、

「グリンダ、シャールに告白する練習、してもいい？」

　などと言い出した。

「って、そんなこと──」

「ダメ？」

　眉根をきゅっと寄せられると、それだけでもう呼吸が止まってしまって、

「ちょ、ちょっとだけなら」

　と上擦った声で答えていた。

　すると、アニスがベッドにしゃがんだまま、僕の首に両腕を回して、ぎゅーっとしがみついてきて、

「シャール、大好き」

　と、切なさ無限大って感じの声でささやいた。

　うわぁ！

「シャールが、あたしの原稿を拾ってくれたときから、気になっていたの。笑った顔が、爽さわやかで素す敵てきだなって。それから、シャールに会うたびに、声とか、話しかたとか、仕し草ぐさとか、いいなって思う部分が増えていって……」

　しめった吐と息いきと一緒に耳をくすぐる、アニスの一いち途ずな声。

　ああ、僕、今、女の子に告白されてるよー。

　心臓が高鳴りすぎて、爆発しそうだ。

「シャールが、あたしにお姉さんのことを打ち明けてくれて、泣いちゃったとき、胸がきゅんとして。守ってあげたいって思っちゃった」

　あのときアニスは、僕の手を握って慰なぐさめてくれたんだ。

「なのに、牢ろう屋やに会いに来てくれたときは、すごく男らしくて、ああ、あたしシャールのこと、好きだなーって、心から思った」

　そ、そんなこと、言わないで。

　言わないでよ、アニス。

「シャールは、あたしのこと……どう、思う？」

　ぼ、僕は……。

　ダメだ、僕にはこの国で、やらなきゃいけないことが──。

「あたしじゃ、シャールの彼女に、してもらえないかな？」

　僕は彼女なんか作ってる場合じゃ……。

　なのに、アニスの言葉や、やわらかな体や、首にまきついているふわっとした腕や、耳にかかる甘い吐息に、頭も体もとろけそうになったとき。

「って──恥ずかしーっ、もう」

　アニスが僕をぐいっと押しやり、枕に顔を押しつけ、ベッドでじたばた身み悶もだえた。

　それから、身を起こして真まっ赤かな顔で、

「ちょっと深刻だったかな？　こいつ超真剣で、断ったらストーカーになりそうで、ウザっとか、思われちゃうかな？」

「い、いや、そんなことは……ど、ドキッとしちゃったし」

　赤い顔で、ぼそぼそ答えるが、僕の言葉はあまり耳に入っていないようで、

「あーっ、やっぱり今のバージョンはナシ。次のバージョン、いってみるね」

「へ、次のって？」

「全部で、十個くらい考えてみたの」

「十個！」

「あと九つ、つきあってね」

「ちょ、ちょっと、アニス！」

　今と同じような〝告白〟が、あと九回！

　ダメだ。身がもたない。

「あ、今、もうひとつ思いついちゃった。それから行くね」

　って、増えてるしー！

「シャール、あたし、最近手相占いに凝こってるんだ、ミリア＝レイア式って流派がはやってるの。シャールの手、見せて」

　え、はじまっちゃってる？

　しかも設定細かっ。

　そんなんで、僕はこのあとも、アニスに延々と告白されるはめになったのだった。

「シャール、これは運命よ、あたしとつきあって」

　う、うわぁぁぁっ。





　　　　◇　◇　◇






　翌朝。僕は、アニスと同じベッドで目覚めた。

　はーっ、ゆうべは遅くまでアニスに『告白』され続けて、何度も心臓が止まりかけた。

　好きよ、シャール、と、アニスは何回言っただろう。毎回想いがしっかりこもっていて、くらりとしたり、ドキリとしたりで、もうなにがなんだか。

　結局アニスはそのまま、僕の部屋へ泊まっていったのだった。

　夢の中でも告白しているのか、豊かな胸に抱きかかえられて、にっこり微笑ほほえみながら、

「シャール、可愛い、大好き」

　と、ささやかれたときは、そのまま昇天しそうだった。

　目を開けると、アニスの顔が僕のすぐ隣にあって、

「おはよ、グリンダ」

　と、にっこりした。

　それでいっきに目が覚め、がばりと起きあがる。

「おおおおおおはよ、アニス」

「グリンダはまだ寝ててもいいわよー」

　白い下着姿のアニスが、ベッドからおり、メイド服に着替えながら言う。

　そちらを見ないように顔を背そむけながら、

「いいいいいいや、僕もそろそろ起きて、庭の散歩とかしようと」

「やだ、グリンダ、僕だなんて。きっとあたしが、昨日、告白の練習につきあわせたせいね」

「そ、そうかもっ！　つい」

　やばい！　今、すごくナチュラルに『僕』って言ってたぞ。

「けど、ありがとう。シャールにいっぱい好きって言えて、すっきりしちゃった。これでしばらくシャールに会えなくても、頑がん張ばれそうよ」

「そう……よかった」

　僕は、あんなにいっぱい好きって言われて、もやもやしてるよ～～～～。うぅぅ、しばらく好きって言葉が、頭の中でぐるぐる回っていそうだ。

　お互い、身み支じ度たくをすませて、廊下へ出る。

「じゃあ、わ、わたしは散歩に」

　早く頭をひやしたい。

　ぎくしゃくと背中を向けようとしたとき、

「待ってグリンダ」

　アニスが僕に、すっと身を寄せてきた。

　な、なに！　昨日の告白の続き？　また新しいバージョン!?

「リボン、曲がってるわよ」

　くすっと、可愛く笑って、僕の胸元のリボンを結び直してくれる。

「はい、これで大丈夫。いってらっしゃい」

「い、いって、きます」

　うわー、なにこのやりとり。

　新婚さん？

　一緒のベッドで目覚めて、一緒に部屋を出て、服を整えてもらうなんて、新婚カップルそのものじゃないか。

　ただし、僕がドレスを着て、女装してさえいなければ……。

　がっくりと肩を落として、アニスとは別の方向へ歩き出したら──。

「う」

　曲がり角に、聖羅が立っていた。















　壁かべに背中をぴたっと押しつけて、うつむいている。

　ひょっとして、今の僕とアニスのやりとりを見ていた!?

　また、『不潔です』って言われちゃう？　軽けい蔑べつされちゃう？　先生失格だと思われちゃう？

　焦あせって弁解しようとすると、聖羅はぐいっと顔を上げ、頰を引きつらせて、

「お、大人ですから……っ。先生のお部屋に、胸の大きな女性のかたが泊まっても、き、気にしません」

　硬い声で言って、両手を大きく前後に振って、ぱきぱきと歩いていった。

　あ……左手と左足、一緒に出てる。




　この日は一日中、聖羅は、こんな調子だった。

　授業中も、僕と視線が合いそうになると、ぱっと顔を横に向ける。僕が質問をすると、事務的な声で答える。その間ずっと視線をそらしている。

　庭でバイオリンを弾いているのを見かけて、

「聖羅」

　と呼びかけると、

「来ないでください」

　と言って、枝を拾って地面に線を引く。

「先生は、こちらへ入ってはいけません」

　と唇を尖とがらせ、必死な顔で言う。

　仕方なく、線のこちらで膝ひざを抱えて演奏を聴いていると、またつかつか歩いてきて、

「後ろを向いてください。先生の顔が目に入ったら、先生断ちになりません」

　と言う。

　僕はまた言われたとおり、背中を向けて膝を抱え、聖羅の演奏を聴いていたのだった。

　あ、今、弾き間違えた。また音をはずした。今度は一フレーズ飛ばした。そんな風にひやひやしながら。

　お茶の時間も、食事の時間も、〝先生断ち〟は続いているらしく、聖羅の隣の席が空あいていたので、そこに座ろうとしたら、ものも言わずに立ち上がり、椅い子すを持って部屋の隅すみに移動し、

「わたしの分は、こちらへ運んでください」

　と真顔で言う。

「せ、聖羅姫、あの、わたしが出ていきますから」

「結構です。先生に不満があるわけではありません」

　と、また顔をこわばらせ、必死に言う。そうして、部屋の隅で一人でお茶を飲んだり、食事をとったりしていた。

　王妃様が心配して、

「聖羅、みんなでいただきましょう」

　と呼んでも、

「一人で食事ができなければ、大人とは言えません。わたしは早く自立した大人の女性になりたいんです」

　と、真ま面じ目めな顔で言うので、王妃様もそれ以上なにも言えなくなってしまったようで、困っていた。

「聖羅お姉様ってば、どうしちゃったのかしら？　更サラ紗サ」

「またなにかの実験じゃない？　自立した大人の女なんかになるよりも、お金持ちで権力者の旦だん那な様に甘えて生きるほうが、人生百倍楽しいのに。もちろん見た目も美形なのが条件よ。いくら大金持ちの王様でも、お顔がマントヒヒじゃ、キスもできないわ。それじゃ結婚しても、すぐ離婚しちゃうわよ。あ、慰い謝しや料りようとして、財産を半分もらえるなら、半日くらい結婚してあげてもいいかもだけど」

「そうね、その間、お顔に袋をかぶっていてもらえばいいのよね」

「それなら二日くらい我が慢まんできるかも」

「おまえたちは、早く自立しろ！」

　にぎやかに議論している双子姫に、竜リユウ樹ジユ王子が叫ぶ。それから真面目な顔で、

「聖羅の決意は立りつ派ぱで、私も見習いたい」

　などと言う。

　この子の場合、本気でそう思っていそうだから、心配だ。

「竜樹王子まで、聖羅姫の真ま似ねをなさらないでくださいね」

　とお願いすると、

「ぐ、グリンダがそう言うなら」

　と赤くなった。

　真シン王子は普段と変わらず眠たそうな顔をして、王妃様の隣の席でぼーっとスープを飲んでいる。

　僕は聖羅のことが気になって、サラダのドレッシングがなに味だったかも、覚えていない。

　そして聖羅は、絶対に僕を見ないと命がけの誓ちかいを立てているかのような顔つきで、背筋をピンと伸ばし、つけあわせの人にん参じんのグラッセを細かく切り分けて、銀のフォークに刺して、小さな口に運んでいた。




「一体、聖羅となにがあったのだ、グリンダ嬢じよう」

　夕食のあと、国王様の私室に呼ばれた。

　王妃様も一緒で、おろおろと僕を見つめる。

「わたしにも、よくわからないのですが……」

〝先生断ち〟のことを打ち明けると、王妃様は、

「まぁ……」

　と、眉を下げ、国王様は、

「ほぉ」

　と、おかしそうに口元をゆるめた。

　王妃様が哀かなしそうに、

「聖羅はいままで、他人に頼ったりすることのない子でしたから、きっとグリンダ先生のような信頼できるかたに出会って、戸と惑まどっているのですね。先生に頼ることを覚えてしまったら、これまで一人でできたことができなくなってしまうのではないかと、怖がっているのかもしれません」

　と言い、僕の手をとった。

「先生、聖羅はそんな難しい子ですけれど、先生のことは本当に慕したっておりますから、どうか、これまでどおり、聖羅を助けてあげてくださいね」

　感情表現が下へ手たくそで、孤こ独どく癖へきの強い一の姫のことを、王妃様は以前から、とても心配している。あまり早く大人にならないでほしいと、寂しそうにつぶやいていたことを思い出して、胸がしめつけられた。

　ただでさえ大人びた娘に、自立したい、大人になりたいなんて言われたら、ショックだろうし、ますます寂しい気持ちになってしまうだろう。

　王妃様に比べると、国王様のほうは暢のん気きなものだった。

「まぁ、そういうことなら、しばらくの間、聖羅の好きにさせてみるのがよいだろう。聖羅は頑がん固こだから、我々の言葉を素直にきくはずがない。なに、自分で納なつ得とくする〝正解〟が得られれば、元に戻るだろう。私は、もってあと一週間だと見ているが」

　と、ゲームでも観戦するような口ぶりだ。

　王妃様が頰をふくらませて、

「何な故ぜそんなに楽しそうなのですか。可愛い娘が悩んでいるというのに。あなたは、ときどき父親としての自覚が足りません」

　と、怒っていた。

「そうだな。夫の自覚はじゅうぶんにあるが、それに比べると、父親の自覚はやや落ちるかもしれぬな」

　なんて、僕が目の前にいるというのに、甘い眼差しを奥さんに向けたりする。

　うわぁぁ、そういう顔は、二人きりのときにしてくれ。この恋愛脳の、甘々大王が。

　王妃様も頰を赤らめて、

「もぉっ、本当に反省してください」

　とこぶしを握りしめている。

　僕がいなかったら、そのまま旦那さんの胸を、ぽかぽか叩たたいていそうだ。

　なんか、僕、邪じや魔ま？

　シザエル王は、愛おしそうに王妃様を見つめたあと、その視線を僕へ向け、おだやかな口調で言った。

「私は不出来な父親で、聖羅にも嫌われているが、聖羅を心配に思う気持ちは、王妃と同じだ。グリンダ嬢には期待している。聖羅からいろんな感情を引き出してやってくれ。私たちの見たことのない聖羅を、どんどん見せてほしい」

　そんなことが僕にできるのだろうか。

　恐きよう縮しゆくしながら国王様の部屋をあとにした。




　王妃様が言うように、聖羅は戸惑っているのかもしれない。

　確かに聖羅は一人でなんでもできて、これまで誰だれかに頼ったことなんて一度もないだろうから。

　しかも頼る相手が、こんなヘタレな女装家庭教師だなんて。

　せめて僕が、もっと頼りになる先生だったら。そうしたら、聖羅も素直に僕に頼ってくれるのかな……。

「はぁー、まだまだだな」

　理想の教師への道は遠い。やっぱり恋なんてしてる場合じゃないよなー。





　　　　◇　◇　◇






　聖羅は翌日も、〝先生断ち〟を続けた。

　ハールーンがエーレンに滞在していた頃も、聖羅に無視されたり睨にらまれたりしたけれど、あのときみたいに、冷え冷えとした空気を発散させているのではなく、ひたすら一いつ生しよう懸けん命めいに、僕を避さけている感じで、それはそれで胸が痛む。

　朝食のあと、アニスに廊下で会ったら、

「グリンダ、口の端はしにジャムがついているわよ」

　と、口元をぬぐわれた。

　照れくさくて顔を赤らめているところへ、聖羅が通りかかり、顔をこわばらせて、

「大人ですから……」

　とつぶやいて、去っていった。

　と思ったら、双子姫の片割れが、いきなり曲がり角からぴょこんと顔を出し、

「これはチャンスね」

　と目をきらっと光らせ、企みを秘めた笑みを浮かべて、顔を引っ込めた。

　って、今の更紗姫？　織オリ絵エ姫？

　チャンスってなに!?




　その日、午前中の授業が終わるなり、竜樹王子が眉をつり上げて近づいてきて、

「グリンダ！　も、森に花を見に行かぬかっ！」

　と誘われた。

「そのっ、更紗が、今がチャンスだから、誘えと言ったから。いや、更紗に言われたからではなく、これはあくまで私の意志で！」

　僕が返事をする前に、気合いを入れすぎたのか鼻血を吹いて、

「な、なんでもない！」

　と、手で鼻を押さえて、走っていってしまった。




　そんな風にして、一日が終わった。

　僕は、聖羅とまともに話せないままで、そのことに情けなさと同時に、胸がひりひりするような寂しさを感じていた。

　ああ、聖羅に「シャール先生」って呼んでもらいたい。

　聖羅が恥ずかしそうにそう呼んでくれると、耳の奥がくすぐったくなって、体がぽかぽかとあたたかくなって、力がわいてくるのに。

　聖羅が自立した大人の女性になってしまったら、もう「シャール先生」と呼んでくれなくなるのだろうか。

　それは、すごく哀しい。

　どうしたら聖羅は、〝先生断ち〟をやめてくれるだろう。

　シザエル王は、もって一週間だなんて言ってたけど、僕のほうが、そんなにもちそうにないよー。




　聖羅の宣言から、三日目の朝。僕は決意した。

　今日は、僕から聖羅に話しかけよう。聖羅には、話しかけないでくださいって言われているけれど、かまうもんか。

　食事も聖羅の隣に椅子を持って行って座って、それで、聖羅に〝先生断ち〟をやめてくれるよう頼むんだ。

　なんだかグリンダと喧けん嘩かをしたとき、いつも僕から謝っていたことを思い出してしまう。グリンダは、僕が怒っても無視しても平然としているのに、僕のほうはグリンダに無視されるのに耐えられなくて、

「ごめん！　グリンダ！　ごめんなさい！」

　と、意地もプライドもなく、ひたすら謝り倒してしまうのだった。

　グリンダはそれでちょっとずつ機き嫌げんを直してくれたけど、聖羅はどうだろう。

　前にお忍びで二人で町へ出かけたとき、不機嫌になった聖羅に謝ったら「先生はズルイです！」と怒られたし。

　いいや、今回は謝りに行くんじゃなくて、お願いしに行くんであって……と、あれこれ作戦を練りながら、朝食の前に聖羅の部屋へ行き、ドアをノックした。

　聖羅は早起きだから、この時間でも大丈夫だろう。

　けど、答えがない。

　珍めずらしい……寝ているのかな？　それとも庭でバイオリンの稽けい古こでもしている？

「聖羅……」

　小声で呼んでみる。

　ドアの向こうは、静まり返っている。

　と、思ったら。

「……せ……先生」

　低く掠かすれた声が聞こえた。

　なんだ、いるじゃないか。でも、いつもと声がちょっと違うような……。元気がないってだけじゃなくて、なにかこう違い和わ感かんが……。

「入ってもいい？　聖羅？　話があるんだ」

「だ、ダメです」

　予想通り、拒否された。

　けど、やっぱり声がおかしいような……。

「少しの間でいいから、僕の話を聞いてくれないかな」

「い、今は……ダメ……ダメなんです」

「どうして」

「……だ、だって」

「？」

「わ、わたし……ヘンになっちゃって……」

　聖羅の声は震えていて、泣いているみたいだった。それにやっぱり、声がいつもと違う。聖羅の声ではあるんだけど、より艶つやがあるというか、大人っぽいというか。

「ごめん、入るよ」

　僕はノブを回して、ドアを開けた。

　その瞬間、息をのんで立ちつくした。

　聖羅のベッドに、聖羅と同じさらさらの銀色の髪と、紫水晶の瞳の女の子が、しゃがみ込んでいる。

　大理石のようになめらかで真っ白な素肌に、夏用の薄い掛かけ布団ぶとんをまとっていて、泣き出しそうな顔で僕を見つめていた。




　だ、誰……？　この子？




　年齢は僕と同じくらいだろうか？　ほっそりした長い手足が、掛け布団の下からはみ出ていて、頭がくらっとする。

　最上級の芸術品みたいな綺き麗れいな顔は、聖羅によく似ていて。まるで異界から来た女神のようで。けど、聖羅は九歳の小さな女の子で、ベッドの上で、裸に薄い掛け布団をかけて震えているこの子は、どう見ても、十六、七で。

　聖羅はどこへ行ったんだーっ！

　部屋の中を見渡しても、聖羅の姿は見あたらない。

　床に、すりつぶした草だの、木の実だの、なにかの汁だのが入った小鉢が、ぞろぞろ並んでいて、暖だん炉ろにかけられた、大きな鍋なべの中で異い臭しゆうのする液体が、ぶくぶく泡立ちながら煮えている。

　おまけに、ヤモリやコウモリの干物みたいなものまで、ぶら下がっていて。これって、前に、ギルマーを抹まつ殺さつしようとしていたときの部屋と、そっくりじゃないか。

　聖羅は、今度は一体この部屋でなにをしてたんだ！

　いや、それより、聖羅はどこだ？　でもって、この女の子は──。




「シャール……先生ぇ」




　いつもより少しだけトーンの低い声が、僕を呼んだ。

　聞き間違えるはずのない、聖羅の口調。

　けど、普段の聖羅とは少しだけ、違う声。

　それは、ベッドの上で震えている、銀色の髪の少女の、花びらみたいな唇から発せられたものだった。

　まさか。

　ごくりと息をのみ、おそるおそる尋たずねる。

「せ、聖羅？」

　銀色の髪の少女が目にじわーっと涙を浮かべ、

「はい」

　と、か細い声で言った。









第二回　合法？　いえ不法です






　まさか、いや、でも。

　僕の頭の中に、そんな言葉が繰くり返かえし浮かぶ。

　グリンダの身代わりになって、ドレスを着せられ、エーレンのお城へやってきてから数ヶ月の間に、信じられないようなことが次々起こった。

　けど、九歳の女の子が一晩でこんなに育ってしまうなんて、夢を見ているとしか思えない。

　目をむいたまま立ちつくす僕に、推定年齢十七歳の聖セイ羅ラは、涙目で訴えた。

「お、大人になろうとして……っ、魔術書に書いてあった、呪じゆ文もんとお薬と魔法陣を、全部試して──っ、でも、なにも起こらなくて、い、インチキだと思っていたら──明け方、体の感じが、いつもと違っていて……か、鏡を見たら──こんな風になっててっ──シャール先生、わたし、どうしたら──」

　冷静な聖羅も、相当混乱しているらしく、切れ切れに訴える。

　そりゃ混乱するだろう。朝起きたら、いきなり鏡に、大人になった自分が映っていたら。

　そうだ、茫ぼう然ぜんとしている場合じゃない。聖羅に大丈夫だよって、言ってあげなきゃ。それで、僕が聖羅の先生として解決策を──。

　口を開きかけたとき、聖羅がぶるっと震え、悲痛な声で叫んだ。

「む、胸が……っ、小さいんです～～～～～～ぅぅ。どうにか大きくしようと、今朝からいろいろ呪文やお薬を試してみたけれど、まったく変わらないんです～～～～！」

　ええっ！　混乱している理由は、そこなの!?

　大人になっちゃったこと自体は、アリなの!?

「てか聖羅！　これ以上、怪しい呪文とか薬とか試さないで！」

「でも、胸がっ！」

「胸は、ひとまず置いといて！」

「置いておけませんっ。そこが一番重要なんですっ」

「わ──っ！　かがまないでっ！　こっちに身を乗り出さないでっ！　み、見えちゃうよー」

　薄い掛かけ布団ぶとんが、細い肩からずるりと落ちて、信じられないほど白くてなめらかな素肌があらわになるのに、ぎょっとして、目をそらす。

「ふ、服を着てっ、聖羅」

「ありませんっ」

　聖羅は完全に涙声だ。大人になって、感情のタガが飛んでしまっているみたいだ。

「どうして、大きくなったのに、胸だけっ」

　だから、嘆なげくところを間違ってるって！

「とにかく、布団をしっかり胸元まで引き上げてくれぇぇぇ」

　懇こん願がんする僕の声も、半泣きだった。




　三十分後──。




「ほぉ、これは……」

「……」

　ご息女に関するたいへん重要な、内ない緒しよのご報告がありますと、王妃様が朝食の支し度たくをしている間、居い間まで赤ん坊の鈴リン七ナ姫をあやしていた国王様に、しどろもどろで耳打ちし、聖羅の部屋へ来てもらう。

　聖羅は大人になった姿を父王に見せたくないようで、ベッドの上で布団をかぶって、芋いも虫むしのように丸まっている。

「確かに、二回りほど大きくなっているようだが」

「……」

「顔を見せてくれぬのでは、判別のしようがない」

「……」

「本当にこの中にいるのは、我が娘なのか？」

　疑うたがっているというより、おもしろがっている口調だった。娘がいきなり大人になってしまったと聞いても「それはぜひ見にゆかねば」と興きよう味み津しん々しんの顔で言うのに、目をむいてしまった。

　父親として、その反応はどうなんだ。てゆーか、何な故ぜこんな異常な現象を、あっさり受け入れられるんだ！

　心の中でいろいろ突っ込みながら、これじゃ聖羅は意地でも父王に姿を見せないだろうと、同情する。

「お布団にくるまっているのは、聖羅姫に間違いありません」

「なら、ちょっと出てくるよう、グリンダ嬢じようからも頼んでくれぬか」

　丸まった聖羅が、

「……っ」

　と唸うなったようだった。

　あー、だから、あなたは聖羅に嫌われてしまうんですよ、国王様。デリケートな娘の神経を逆さか撫なでするようなことを、おもしろがって言うから。

「申し訳ありません。聖羅様は大変動どう揺ようしております。ご本人の意に沿わないことをお願いして、お気持ちを傷つけたくありません。父王様も、どうか察して差し上げてください」

「なら、腕だけでも」

「いけません」

「二目と見られない顔だったのか？　そんなはずはないだろう。子供たちの中で、聖羅が一番私に顔立ちが似ているのだから」

　つまり自分は美形だとおっしゃりたいわけですか。まぁ、実際エーレンの国王シザエルは神のごとき美び貌ぼうと、僕の国でも言われていたし、いいんだけど。

「ええ。それは美しくご成長しておりますよ」

　丸まった布団が、またぴくっとする。

「では、一瞬だけ」

「ダメです」

　ああ……頭が痛い。

　国王様は未み練れんありげだったが、

「そろそろ朝食の用意が終わって、王妃が呼びに来る頃だ。居間へ戻ろう。聖羅は、しばらく経過を見てみよう。王妃や城の皆には、伝染性の病やまいだと伝えておく。それなら、部屋にこもっていても不自然ではない。その間の聖羅の世せ話わは、すべてグリンダ嬢に任せる」

「え、そっ、それは」

　声をつまらせる僕に、国王様が優ゆう雅がに微笑ほほえむ。

「グリンダ嬢なら、秘密を漏もらすこともないであろうし、聖羅がグリンダ嬢にしか顔を見られたくないのであれば、仕方があるまい。引き受けてくれるな、グリンダ嬢」

「……はい」

　そう答えるよりないよね、うぅっ。

　聖羅は丸まったまま、沈黙を続けていた。

「……」





　　　　◇　◇　◇






　とりあえず聖羅に、僕の服や寝間着を貸してあげた。

「先生……お、おかしくないですか？」

　聖羅が着替えている間、部屋を出て、用事をすませて戻ってくると、僕の寝間着に着替えた聖羅が、本棚の脇わきから、もじもじしながら出てきた。

　首や袖そでに清せい楚そなレースをあしらった光沢のある白い寝間着が、ほっそりした体を包んでいる。布が薄いので、体のラインがすけて見えて、その細さとしなやかさに、頭を貫かれるような衝しよう撃げきを受けた。

　う、うわっ！

　おまけに、薄い肩から、月の光を集めたような銀色の髪かみがさらさらとこぼれ、膝ひざのあたりまで、流れ落ちている。

　首筋から鎖さ骨こつへ続くラインも優美で、開いた胸元も真っ白で、確かに胸はないけれど、その分、あまった布の間から中をのぞけてしまいそうで、ある意味とっても危険で。

　さらに、恥ずかしそうに赤らんだ頰ほおや、やわらかそうな唇くちびるや、伏ふせた長い睫まつげや、その下で不安そうにうるんだ紫水晶の瞳ひとみやら──すべてが、あまりにも綺き麗れいで繊せん細さいで、僕はすっかりびびってしまった。

　九歳の聖羅も、じゅうぶん美貌の少女だった。

　この子はきっと将来、世界の王室美女ランキングの上位に名を連ねるに違いないと確信していたほどだ。けど、実際に成長した姿を目の当たりにしたら、そんな想像をはるかに超えていた。

　美人すぎてヤバイというレベルの美人に、はじめて会った。それが、自分の教え子だなんて。

　てか、なんで、よりによって寝間着に着替えるんだ。そりゃ、病気で伏せっていることになっているし、一番動きやすいかもしれないけど、視線のやり場に困るっ。

「……シャール……先生？」

　僕が引きつった顔で黙っているので、聖羅は心配になったらしい。

「先生が貸してくださったこの服……似合いませんか？」

　聖羅が僕のほうへ歩み寄ってくる。寝間着の裾すそから真っ白な素す足あしがのぞいている。足首が折れそうに細い。

　僕は反射的にとびのいた。

「先生……？」

　聖羅が目を見張る。

　紫水晶の瞳が不安そうに揺れる様子も、そこに長い睫がかげを落とすのも、ただもう綺麗で色っぽくて、

「ご、ごめんっ！　なんでもないんだ」

　慌あわてて誤ご魔ま化かしたけど、まともに聖羅と目をあわせることができない。

　あんな妖精のお姫様みたいな綺麗な目で見つめられたら、心しん臓ぞうがもたないよ。

「えーと、薬と呪文と魔法陣で、そうなっちゃったんだよね。それって解毒剤とか解除の呪文とかないの」

　不自然だとわかっていても、ついつい目をそらし、顔をそむけてしまう。

　だって、綺麗すぎる。

　肌とか真っ白で、腰とか足とかすごい華きや奢しやで、首筋とか胸元とか色っぽくて、なんだか甘い匂いまでするし。

　大人になると、体臭まで変わるものなのか？

　いや、見た目は十七歳でも、中身は九歳の子供なんだ。ドキドキしたり、いやらしいことを考えたりしちゃダメだ！

　聖羅は僕の生徒なんだから！

「あの……いろいろ試したので、どの薬や呪文がきいたのか、わからなくて……ひとつひとつ、試してみるしか……」

　聖羅の声は、いつもより少しだけトーンが低くて、弱々しくて頼りない。

　きっと不安でたまらないのだろう。こんなときこそ先生の僕が励はげましてあげなきゃいけない。

　けど、うっかり聖羅のほうを見たとたん、うるんだ瞳や、夜よ露つゆに濡ぬれた花びらのような唇がすぐ近くにあって、また、

「わ！」

　と、のけぞってしまった。

「お願いだから、あんまりくっつかないで」

「先生……」

　聖羅の声がさらに沈む。

「いやっ、あのっ、ヘンな意味じゃなくて。お、大人の女の人は、簡単に男の人に近づくべきじゃないっていうか。寝間着のときは特に──」

「相手が先生でも、ですか」

　うわぁ、なんか泣きそうになってる。

「ぼ、僕は平気だけど、一応、教師として忠告というか──あのっ、とにかく元に戻る方法をさがそう！」

　うるうるしている瞳や、震える細い肩や、真っ白な首筋から、必死に目をそらし、そう叫んだ。

　ああ、全然平気じゃないよー。本当に、早く九歳の聖羅に戻ってくれなきゃ、ドキドキしすぎて寿命が縮ちぢみそうだよー。

　聖羅は小さな声で、

「……わかりました」

　とつぶやいたけれど、その声もやっぱりすごく哀かなしそうだった。





　　　　◇　◇　◇






「グリンダ、目の下にクマができてるけど、一人で聖羅姫の看病をするの、大変なんじゃない？」

　聖羅が大人になってから二日目の午後。

　廊ろう下かで会ったアニスが、気き遣づかうように言った。

「あたしに手伝えることはある？」

「うん……ありがとう。けど平気だから」

　九歳の女の子にときめきまくって、夜も、聖羅の無防備な仕し草ぐさや、色っぽい表情を思い出して、興こう奮ふんして眠れないなんて言えない……。

　国王様に、聖羅姫のお世話を、口の固い侍じ女じよに代わってもらえませんか、と頼んだけれど、

『おや、何故』

『わたしでは、その……いろいろと不ふ都つ合ごうが』

『不都合とは？』

『こ、高貴なかたのお世話に慣れていなくて、聖羅姫がご不快ではないかと』

　シザエル王は目を細めて、

『聖羅は、実際は病人ではないのだから、服を着せたり体を拭ふいてやるような手間もないだろうし、気心が知れた女性がそばにいるほうが、聖羅も心強いだろう』

　と、あっさり却下した。

　はーっ、僕が女性なら、確かに問題ないんだけど……。

　十七歳の健全な男子である僕に、十七歳の聖羅はまぶしすぎる。あの目もあの唇もあの首筋も、手足も、全部凶器だよ。

　アニスと別れ、溜ため息いきをついて歩く僕に、今度は王妃様が近づいてきて、

「グリンダ先生、聖羅の具合はどうなんでしょう。国王様は、先生に任せておけば心配ないとおっしゃるけれど、先生以外の誰だれも部屋に入れないほどに、大変な病気なんでしょうか」

　と、はらはらしているお顔で言う。

「えーと、伝染性の病といっても、ウィストリアでは特効薬の開発も進んでいて、それほど深刻なご病気ではありません。ただ念のため、免めん疫えきのあるわたし以外は、お部屋に入らないほうが……」

　うぅ、王妃様に本当のことを話したら、それこそ卒そつ倒とうしてしまいそうで、しばらく内緒にしておこうという国王様の判断はわからなくもない。けど、こんなに心配されると罪悪感で、胸がちくちくする。

「早く聖羅が回復してくれればよいのですけど。ミルクのおかゆとオレンジのゼリーを作ったので、聖羅に食べさせてあげてください」

「……わかりました。あとで厨ちゆう房ぼうへうかがいます」

　王妃様とも別れ、聖羅の待つ部屋へ戻る。

　ドアをノックし、

「聖羅、僕だよ」

　と声をかけ、ドアを開ける。

「先生」

　聖羅が涙でいっぱいの目で、僕に駆け寄り、すがりつく。

「うわ！」

「なかなか戻ってきてくださらないから、怖くなってしまって」

　折れそうに細い体を、僕の体にぴったり押しつけ、掠かすれた声で気弱に訴える。今日も聖羅は薄い寝間着一枚で、十七歳で──。

　九歳の聖羅も、不安になって、僕にこうしてしがみついてきたことがある。僕がハールーンを見送りに港に行ったとき、僕の部屋の前をうろうろしながら僕を待っていて、




　──先生が、帰ってこなかったらどうしようって。




　と、泣きながら僕の腰に、ぎゅっと両腕を回した。

　僕は聖羅を安心させたくて、優しく抱きしめ返してあげた。

　十七歳の聖羅も、中身はあのときとまったく変わってなくて、一人で部屋にいるのが、本当に怖くて不安だったのだろう。

　けど、十七歳の綺麗な姿で抱きつかれた僕は、頭にカァァァッと血がのぼって、耳や首筋まで熱くなってしまって。

　い、意識しちゃダメだ！

　この子は、僕の生徒で九歳の女の子なんだ。

　ヘンなこと考えちゃダメだ。もやもやしたりしちゃダメなんだーっ。

　けど、聖羅の細い髪が、僕の首や腕にさらさらと降りかかって、聖羅のほっそりした体も、僕の体にぴったり重なっていて。しっとりと汗ばんだ白い素肌から、大人の女の人の、甘いいい香りがして。

　こ、この子は九歳、この子は九歳、この子は九歳、この子は──。

「ゴメン！」

　両肩をつかんで、引き離していた。

「先生……っ」

　聖羅が傷ついている表情を浮かべる。

　その顔から必死に目をそらしても、胸の動どう悸きがおさまらない。

「お、王妃様が、おかゆとゼリーを作ったから、聖羅に食べさせてほしいって。厨房にとりに行かなきゃ」

　ああ、情けない。

　けど、こんな綺麗な女の子と、二人きりでいるだけでも落ち着かないのに、抱きつかれたりしたら、拷ごう問もんだよー。

　逃げるようにドアのノブに手をかけたとき、うるんだ声がした。




「シャール先生は、わたしのこと、嫌いになったんですか」




　うっ！

「そ、そんなことないよ。ただちょっと戸と惑まどっているというか」

　言い訳しながら振り返り、ぎょっとした。

　聖羅が、うつむいて泣いていたから。

　両手を握りしめ、肩を震わせて、透明な雫しずくをぽたぽたこぼしている。九歳の聖羅と同じ、無防備な泣きかただった。

「わ……わたし、大人になれば、シャール先生と、もっと一緒にいられると思っていました……っ。シャール先生は、わたしには『子供は夜よ更ふかししちゃダメだよ、部屋まで送るよ』っておっしゃるのに、アニスは、先生のお部屋にお泊まりして、朝まで先生と一緒にいるから……っ」

「いや、それは……」

　どうしよう。

　泣かせてしまった。

　雪みたいに白い頰を、涙が次々すべり落ちていって、細工ものみたいな爪つま先さきにあたってはじける。

　聖羅は儚はかなげな声で、なおも訴えた。

「ほ、星祭りのときも──急にいなくなってしまって……戻って来たらシャール先生は、とっても寂さびしそうで……わたし、シャール先生を、慰なぐさめてさしあげたかったんです。でも、できなくて……。先生は、わたしには……大丈夫だよって、わ、笑ってみせるから……っ。とっても辛つらそうなのに、隠そうとするから……っ。わたしは子供だから……わたしには、シャール先生は頼れないから……っ」















　胸がズキッとした。

　星祭りの夜。グリンダと一瞬だけ再会して、別れた。

　心の一部が千ち切ぎれていったみたいに哀しくて、力がわいてこなくて。

　そんな僕を、聖羅は心配して慰めようとしてくれていたんだ。

　輪投げでとった星の髪飾りを、僕の頭に一いつ生しよう懸けん命めいに留めてくれて、




　──シャール先生の頭で……星が……輝いています……。




　ひたむきな口調で、つぶやいた。

　そうして、部屋まで送るよという僕の申し出を断って、哀しそうに言った。




　──わたし、早く、大人になりたいです……。




　あのとき、聖羅がどんな気持ちで、その言葉を口にしたのか。

　落ち込む僕を見ていた聖羅が、小さな頭でなにを考えていたのか。

　そのことを想像して、胸がいっぱいになった。

「わたし、部屋に戻ってからも、眠れなくて……。シャール先生が、一人で哀しんでらっしゃるんじゃないかと思って、心臓がちくちくして、苦しくて。けど……っ、次の日の朝、シャール先生のお部屋へうかがったら、アニスが出てきて──シャール先生は、アニスに、『昨日はありがとう』って、すっきりしたお顔で、笑っていて」

　聖羅が声をつまらせ、しゃくりあげる。

　大人になっても、変わらない泣き方で──。

　僕の胸も、ズキズキ痛む。

「わたしもアニスのように……っ、シャール先生を、な、慰めてあげられる人に、なりたかったんです。アニスは、胸も大きくて、大人だから……っ。わたしも、大人の女の人になれば……っ、シャール先生に、た、頼ってもらえるんじゃないかって……。わ、わたしは、シャール先生に、甘えてばかりで、わたしばっかり先生に、助けていただいて……全然先生に、お返しをできていないから……っ。それは、わたしが、子供だから……っ」

　王妃様は、聖羅は一人でなんでもできる子だから、僕に依い存ぞんしてしまうことを怖がっていると、言っていた。

　その想像は、半分正解で、半分不正解だった。

　聖羅は、僕に頼りっぱなしになってしまうことが怖かったんじゃなくて、僕に子供扱いされていることが、哀しかったんだ。

　そうして、僕の寂しさをわけてほしいと、子供なりに精一杯願っていた。

　だから、〝先生断ち〟をするなんて言い出したんだ。

　僕に、一人前の女性と認めてもらうために。

「お、大人になって……シャール先生が哀しいとき、ずっとそばに、いてさしあげたかったんです……。け、けど……っ、大人になったわたしを、シャール先生は見てもくれないし、あ、頭を撫でたり……手を握ったりも……してくれませんっ。わたしが話していても、ずっとそわそわしてっ、わたしから離れたそうにしてらして……。すごく、迷めい惑わくそうに、お顔をそむけて……っ。い、今も、わたしのこと、気持ち悪そうに突き放して──」

　違うんだ。

　聖羅のこと、気持ち悪いとか迷惑だとか、思っていない。

　ただ、あんまり聖羅が綺麗になりすぎて、まともに目をあわせたら心臓が止まりそうで、顔をそむけてしまっただけなんだ。

　そのことを、どう説明していいのか、ぐるぐる考えている僕に、聖羅が泣きながら叫ぶ。

「こんなの、嫌ですっ。シャール先生に嫌われてしまうなら、大人になんて、一生なりたくありませんっ。子供のほうが、よかった……っ」

　聖羅がきゅっと唇を嚙かみ、決意の表情で暖だん炉ろのほうへ歩み寄る。

　夏だというのに火が焚たかれ、鍋なべの中で怪しい緑の液体が、ぼこぼこ音を立てている。

「聖羅、なにする気！」

　ハッとして声を上げる。

「昔話に、煮えたぎった釜かまの中に入って、若返った王様の話があります。その応用です。これを、頭からかぶれば──」

「待ったっっ！　そんなことしたら、大やけどしちゃうよっ！　それは、〝不正解〟だよ！」

　賢い聖羅にわからないはずがないのに、厳きびしい表情のまま、

「確率は七対三です。実験をしてデータをとっている段階でしたが、もうシャール先生に嫌われるのは、一秒も耐えられません」

「七対三って、成功の確率は七なの？　三なの？　それに、嫌ってないから！」

「三です。先生はお優しいから、わたしのこと嫌いでも、そう言えないでしょう」

「そんなことないって！　本当に、聖羅のこと嫌ったことなんて一度もないから！　だから、やめ──」

「噓うそです！　態度に出まくりでした！　さっき、わたしが抱きついたとき、巨大ナメクジにはりつかれたみたいに、硬直していました」

　聖羅が、鍋の左右についた取っ手を、両手でつかむ。

「うあああああああああ、なめくじは、あんなにすべすべした肌触りじゃないし、いい匂いもしないよ～～～～～～！　つか、やめて～～～～～～！」

　鍋の中で、どろりとした緑の液体が、泡立っている。

　それを今にも頭からかぶろうとする聖羅を、夢中で後ろから押さえる。

「聖羅！　ダメ！　ダメだよ！」

「はなしてください！」

　煮えたぎった液体がこぼれて、ほっそりした手足にかかりそうで、強ごう引いんに奪うばったり、押し倒したりできない。

「シャール先生に嫌われたままでいるくらいなら、全身焼けただれて、皮ひ膚ふが裂さけて、血を吹いて、絶命したほうがマシです！」

「怖いこと言わないで～～～～～～！　そんな苦しそうな死にかたしないで～～～～～！　いや、苦しそうでなくても、死んじゃダメだよ！」

「だって──だって先生が──」

　完全に駄だ々だっ子こモードに入っている聖羅を、後ろからぎゅーっと抱きしめて、僕は叫んだ。

「大人の聖羅も、子供の聖羅も、どっちも僕の大事な生徒だぁぁぁっ！」

　聖羅の動きが、ぴたりと止まる。

　僕の目のすぐ脇に、きらきらと輝く銀色の髪に包まれた、綺麗な頭がある。

　うつむいたまま、少し震えて、

「……ほ、本当に？」

　と、おずおずと尋たずねる。

　僕はもう全力でがむしゃらに、聖羅を抱きしめる腕に力を込めながら、

「どっちも大好きだぁっ！」

　と、声を張り上げていた。

「せ、先生」

　聖羅の声がうるみ、首を回して、僕のほうへ顔を向けたとき、聖羅が手に持っていた鍋が、ボン！　と音を立てた。

「きゃっ」

　聖羅が鍋を放り出す。

「うわ！　危ない！」

　緑の液体が飛び散り、僕は必死に聖羅を胸に抱き込んで、庇かばった。

　床にぞろぞろ並べられた小鉢に、鍋があたって割れ、破は片へんが飛び散り、なにか細かい粉のようなものが、もうもうと舞い上がり、聖羅がくしゃみを連発する。

　くしゅん、くしゅんと、三十回くらいは繰り返しただろうか。

　永遠にくしゃみをし続けるのではないかと、心配になる頃、ようやく聖羅のくしゃみが収まった。

　視界も開け、肩の力を抜きかけたとき、腕に違い和わ感かんを覚えた。

　あれ……。

　なんだか抱き心地が……さっきと違う。

　それに、聖羅の頭の位置も低くなっていて、寝間着がずり落ちて、白い肩が丸出しで……その肩も、ずいぶん小さくて……まるで子供みたいな……。

「せ、聖羅っ！」

「あ……わたし」

　聖羅も自分の体の変化に気づいたらしい。両手をまじまじと見つめる。その手も、僕の手のひらの半分くらいの大きさで……。

「もとに戻ったんだねっ」

「先生……っ」

　聖羅が振り返って、僕を見上げる。

「わたし、今、小さいですか？」

「うん」

「子供に見えますか？」

「うん、九歳の可か愛わいい女の子だよ」

　ずり落ちてくる寝間着の襟えり元もとを引き上げてあげながら、にっこりすると、僕にしがみついてきた。

「よかった……」

　僕もまったく同じ気持ちで、聖羅の頭を存分に撫でたのだった。





　　　　◇　◇　◇






　その後。

　聖羅は本当に熱を出して、安静にしていることになった。

　聖羅の部屋は薬品が飛び散り、あちこちに破片が落ちていて、ひどい有様だったので、僕の部屋へ連れて行って、ベッドに寝かせる。

　めちゃくちゃになった部屋の言い訳をするのが大変だったけれど、伝染病の特効薬を処方していて、失敗したと誤魔化した。

　九歳の子供に戻った聖羅は、僕のベッドでおとなしく休んでいる。

「体調がよくなるまで、このまま泊まってゆくといいよ。僕はソファーで眠るから」

　そう言うと、恥ずかしそうに頰を赤らめて、

「……はい」

　と答える。

　王妃様が作ったミルクのおかゆと、オレンジのゼリーを運んできて、

「食べさせてあげるね」

　と言うと、やっぱり恥ずかしそうに、こくりとうなずいた。

　銀のスプーンでおかゆをすくって、息を吹きかけてさましてから、聖羅の口元へ持ってゆくと、珊さん瑚ご色の唇を、おずおずと開く。

　スプーンをそっと差し込むと、頰をますます赤らめ、上目遣いで僕を見る。

　僕がにっこり笑いかけると、慌てたように目を伏せて、もそもそと口を動かして、こくりと飲み込む。

「熱くなかった？」

「ちょ……ちょうどよい、です」

「そう、よかった」

　おだやかな気持ちで、またおかゆに、ふーふーと息を吹きかけ、聖羅の小さな口へ運ぶ。

　聖羅も、赤い顔でおかゆを食べ続ける。

　おかゆの器が空からになって、

「ゼリーも食べられる？」

　と訊きくと、またこくりとし、それから……。

「あの……今回は、またシャール先生に、ご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした……。まだまだ自分は未熟で、今すぐ大人になろうなんて、だいそれた望みだったと悟りました……」

　頰をますます赤くして、目を伏せたまま、ぽそぽそと言う。肩をきゅっとすぼめていて、きっと相当恥ずかしいのだろう。

「それで……。も、もう少し……子供でいても、よいですか」

　伏せた目が、熱でうるんでいる。

「うん、焦あせらなくても、聖羅はいつか、あんな素す敵てきな大人の女の人になるってわかったんだから、ゆっくり成長してゆこう」

　優しく答える。

　聖羅が僕の様子をうかがうように視線をそっと上げたので、微笑んでみせると、そのまま、おずおずと僕の顔を見つめ返していた。

「わたし……素敵、でしたか？　本当に、気持ち悪くありませんでしたか？」

「僕が今まで見た女の人の中で、一番美人だったよ」

　目を見開いて、息をのむ表情をしたあと、またちょっと気弱そうに、

「だったら何故、お顔をそむけたんですか」

「言ったろう。あんまり綺麗すぎて、ドキドキしちゃったからだよ」

　今ならば、そんな言葉を、上うわ擦ずりもせず嚙みもせず、さらりと口にできる。

「男の人は美人の前だと、ああなっちゃうんだよ」

「そ……そう、なのですか」

　聖羅は視線を上げたり下げたりして、もじもじしている。

　八年後、聖羅があんなとんでもない美人に成長したら、僕はやっぱり挙きよ動どう不ふ審しんになってしまうのかな。

　ろくに目もあわせられなくて、顔をそむけてしまうのかな。

　そうならないように、今から毎日ちょっとずつ綺麗になってゆく聖羅から、目を離さないようにしなくちゃ。

　そうしたら八年後、あの女神のような聖羅とも、まっすぐに目を見て話せるはずだ。

「ねぇ、聖羅。きみが未熟なように、僕もまだまだ先生として未熟なんだ。〝不正解〟も多いかもしれないけれど、難しい問題も、きみと一緒に少しずつ解いてゆけたらいいと思っている。一目見ただけで〝正解〟がわかっちゃうのは、楽ちんだけど、そうやって試し行こう錯さく誤ごして、ちょっとずつ答えに辿たどり着つくのも、きっと楽しいよ」

　神秘的な紫水晶の瞳が、あどけない光をたたえて、僕を見つめている。

　ぷるぷると揺れるオレンジのゼリーをスプーンですくって、口に入れてあげると、赤い顔で飲み込んだ。

「ちゃんと段階を踏んで、大人になってゆこうね」

　僕らの関係も、そうやって一段一段、積み重ねてゆけたらいい。

　急がないで、焦らないで、ゆっくりと。

　聖羅が、一生懸命な口調で尋ねる。

「わたしが大人になるまで……先生は、待っていてくださいますか」

「うん。未来のきみに、また会えるのを、楽しみにしているよ」

「なら、そのときまでに頑がん張ばって、胸の大きくなるお薬を作ります」

「いや、もう薬はいいから」

　苦笑してたしなめながら、十七歳の聖羅を抱きしめたときの感覚を思い出し、全身がむずむずして顔が熱くなる。

　そうして、あの聖羅と普通に話せるように、頑張って美人に慣れる修行をしなきゃなぁと、かなり真剣に頭を悩ませたのだった。
















真シン王子の未知なる傑けつ作さく






　エーレンの国王陛へい下かの五番目のお子様で、次男の真シン王子は、大のお母さん子だ。

　たいてい眠たそうな顔でぼーっとしていて、滅めつ多たに口を開かない。たまに開いたとしても、

「カバ」

　とか、

「あー」

　とか、

「カバ」

　とか、

「カバ」

　とか、それ以外耳にした記憶がない。

　それほど無口で、なにを考えているのかよくわからない、聖セイ羅ラとはまた別の意味で理解に苦しむ王子様だ。

　五歳の男の子というのは、もっと活動的で騒そう々ぞうしいものだと思っていたけど、真王子に関しては、それはまったくあてはまらず、居い間まで王様のご家族が集まっているときも、いるのかいないのかわからないほど、おとなしい。

　にぎやかな双子の更サラ紗サ姫と織オリ絵エ姫や、真ま面じ目めすぎてしょっちゅう眉まゆをつり上げて声を張り上げている竜リユウ樹ジユ王子や、その美び貌ぼうで、ただ立っているだけでも目立つ聖羅といった濃い兄姉がいるせいで、真王子の存在はますます忘れられがちだ。

　この子……成長したら、どんな大人になるんだろう。

　他の子供たちは、だいたい想像がつくけど、真王子だけは頭にもやもやした霧きりがかかるだけで、思いつかない。

　以前に授業で『わたしの夢』という課題を出したとき、真王子はカバの絵を描いて提出したけれど、南の国へ行ってカバ使いにでもなるつもりだろうか。

　ぼーっとした顔で、カバの群れを率ひきいる真王子。

　うーん、それはそれでしっくりくるような、あまり想像したくないような……。

　けど、子供たちを預かる教師としては、生徒の個性や考えていることを理解しなければならない。

　それで、真王子を観察していて気づいた。

　真王子を、授業以外で見かけるときは、大抵王妃様とセットだということに。

　エーレンの王妃様は、一般的な王妃様とちょっと違っていて、メイド服を着て、お茶をいれたり、お料理を作ったり、家族のお世せ話わをしたりする。

　見た目が若くて、僕と同じ歳としくらいにしか見えないので、お掃そう除じをしたりお茶の用意をしたり、給きゆう仕じをしたりしていると、お城で働いている侍じ女じよの一人かと思ってしまう。

　実際、エーレンに来たばかりの頃、そんな勘違いをした僕は、ふんわりした笑顔の王妃様に恋をして、速攻で失恋したくらいだ。

　毎日楽しそうに、家族のお世話をしている王妃様のスカートのあたりに目を落とすと、そこに真王子の顔がある。

　お母さんのスカートを、小さな手で、ちょこんと握りしめ、ぼーっとした表情で立っているのだ。

　そうしてお母さんが移動すると、またぼーっとしたまま、とことこ歩き出すのだった。

　王妃様はお仕事の合間に、真王子ににっこり微笑ほほえみながら話しかけたりしているようだが、真王子はそれに対して、うなずいたり、首を横に振ったりする以外のリアクションを、ほとんどしない。

　お母さんに対しても、無口なのは変わらないらしい。

　王妃様も、二番目の王子は、もともとそういう性質なのだと思っていらっしゃるようで、気にしていないようだ。スカートにしがみついている真王子が歩きやすい速度で歩き、ときおり顔を下へ向けて目を細め、優しく微笑みかける。

　よくよく見ていると、真王子もただ突っ立っているだけではないようで、お母さんのお手伝いをしたりもしている。

　王妃様がお皿を洗っているとき、それを受け取って乾いた布で拭ふいたり、王妃様と一緒に、テーブルにスプーンやフォークを並べたり、王妃様が取り込んだ洗せん濯たく物ものを一緒にたたんだり、お庭でつけあわせのパセリをつんでいるとき、一緒にむしむしパセリを千ち切ぎって籠かごに入れていたりする。

　お城の人たちにとっても、王妃様のスカートに真王子がしがみついているのは、日常的な光景らしく、アニスも、

「真王子をさがすときは、王妃様はどちらですかって、訊きいて回ればいいって言われているのよ」

　と僕に話していた。

　たまに一人でいることもあるけれど、そうしたときは、大抵粘土をこねているか、絵を描いていて、それが五歳の子にしては上う手まいのに、驚おどろかされる。

　馬の絵にしても、花の絵にしても、カバの粘土細工にしても、細部までよくできていて、ぼーっとしているようで、観察力があるのだなと感心したりする。

　案外、心の中ではいろいろ考えているのかもしれない。

　その結果、カバの像を、こねこねしているのだとしたら、あの像にもなにか深しん遠えんな意味が……は、ないか。




　この日も、真王子は授業中に、ぼーっと粘土をこねていた。

　またカバの像かな……と思って、後ろからそっとのぞいてみる。

　そうしたら、真ん中に穴の空あいた、細長い物体があった。

　これは……カバ？　というより、ゾウの鼻？

　最近は、カバよりも、ゾウのほうがお気に入りなのかな？

　と思ったら、もう一本、似たような筒状の物体が現れる。こちらも同じように穴の空いた筒状だけど、表面にぎざぎざがあり、筒の穴のほうから見ると、星のような形をしている。

　続いて、厚みのある三角形が現れる。

　これは──積み木？　いや、タルト？　にしては、表面がつるっとしてるけど……。

　さらに、厚みのある円や、つるりとした楕だ円えん形けいの物体や、真ん中がへこんでいるクッションぽい円などが、つぎつぎ製作されてゆく。

　厚焼きビスケットと、卵……かなぁ？

　お菓子の盛り合わせでも作っているのだろうかと推測していたら、真王子はそれらを組み合わせはじめた。

　一番上に卵っぽい楕円形。

　その下に、厚焼きビスケットぽい円。

　真ん中がへこんだ円、三角形と続き、さらに厚焼きビスケットの両脇に、真ん中が空いている筒と、ぎざぎざの筒を、それぞれくっつける。

　？　？　？

　これは、一体なんなのだろう？

　そこまでもじゅうぶん謎なぞだったのに、さらに、真王子は新たに粘土をこね、人の足に見えるものを二本作り、それを、三角形の下にくっつけた。

　そこで僕は本格的に、悩んでしまった。

　これ、人の足に見えるけど……。謎の物体に、人の足がにょきにょき生えているのって不ぶ気き味みだ。こんな生き物いたっけ？

　それとも、生き物じゃないのか？

　生き物じゃないものに、人の足が生えているのか？

　ああああ、頭が混乱してきたっ。

「真王子……これは、なんでしょう」

　おそるおそる尋たずねると、




「おでんマン……」




　ぼーっとした声で、答えた。

「おでん？」

　こくり。

「おでん、マン……」

　またこくり。

「おでんって、なんですか……」

　今度は、少し長めにぼーっとしたあと。

「……ごはん」

　ごはん！

　僕は戦せん慄りつした。

　ごはん──ということは、この不気味な物体は、食べ物なのか！

　って、足ついてるんだけど！

　ああ、けど、カエルの丸焼きとか食べる地域もあるっていうし……うぅぅ、でも、おでんなんてメニュー、聞いたことないぞ。

　軽く混乱しているうちに、授業が終わった。

　午後。

　庭を散歩しながら、おでんってなんなんだ……本当にあんな足が生えたシュールな食べ物があるのか、と顔をしかめて考えていたら、一緒に散歩していた聖羅に、

「シャール先生、なにか悩み事ですか」

　と訊かれた。

「おでんって知ってる？　聖羅」

　ひょっとしたらエーレンの伝統料理なのかもしれない。

　そうしたら聖羅はあっさり、

「はい」

　と答えた。

「やっぱり食べ物なの？　聖羅も食べたことあるの!?」

　身を乗り出す僕に、ひんやりした紫水晶の瞳ひとみで、冷静に言う。

「お母様の得意料理です。冬になるとよく夕飯に出てきますから、シャール先生も召し上がる機会があるかと思います」

　王妃様の得意料理！

　再び戦慄する。

　あの足が生えたシュールな物体を、あのほんわかした可か愛わいい王妃様が、どう調理するのだろう？　それとも、あれがおでんの完成形なのか？

　あんなものが、夕飯のテーブルに乗せられていたら嫌だっ！

「そ、その……それは、どんなものなの……？」

　人が口にできるものなの？　おなかを壊したりしないの？　とは、さすがに失礼な気がして、訊けなかった。

「大根や卵や、小麦粉を水と塩でこねたものや、魚のすり身を練ねったものを、スープで煮込んだ、お母様の故郷の郷土料理だそうです」

　あれ、結構まともだ。

「ポトフみたいなもの？」

「そうですね。味付けが少し独特ですが」

「……足はどこに生えているの？」

「足……ですか？」

　聖羅が怪け訝げんそうな顔になる。

「おでんには、足が生えてるんだろう」

「いいえ。わたしの知っているおでんには、生えていませんでしたけど」

「え、そうなの。でも……」

　僕は、真王子が製作していた粘土細工のことを話した。庭にしゃがみ込み、実際に土の上に、木の枝で描いてみせる。

「──こんな風に、にょっきり生えてたんだよ。間違いないよ」

「……」

　シュールな物体を、聖羅はじっと見つめながら、

「この頭の部分にあるのは、卵ですね。その下が、大根、つみれ、はんぺん……腕の部分は、ちくわと、ちくわぶでしょう」

「つみれ？　はんぺん？　それに、ちくわとちくわぶって、別のものなの？」

「ちくわの主な材料は魚のすり身で、ちくわぶは小麦粉です。見た目で言うと、表面がぎざぎざで、切り口が星のようになっているほうが、ちくわぶです」

　どれも知らない食べ物だけど、魚のすり身を練ったり、小麦粉をこねて、スープで煮込む料理なら、ウィストリアにも普通にあるし、味の想像もつく。

　聖羅の説明が止まる。三角形のはんぺんから、にょっきり生えた二本の足を見おろしたまま、つぶやく。

「ただ……これは、やはり、わたしにも見覚えがありません。牛のすじ肉を串に刺したものを入れたりもしますが、それとも違っているようですし……」

「そういえば、真王子は、正確には『おでんマン』って言ってたかも」

「おでんマン……？」

「知ってる？」

「いいえ。でも、おそらく、おでんと関わりがあるものなのでしょう」

　聖羅も、未知の存在に興きよう味みがわいたらしい。しばらく考え込んだあと、

「真にもう一度尋ねてみましょう」

　と提案した。




　真王子を捜すには、王妃様のところへ行けばよいという法則どおり、王妃様のお部屋を、聖羅と二人で訪れる。

　ドアを開けようとしたとき、

「待ってください」

　聖羅が、僕の手を押さえた。

「今、おでんと聞こえました」

「え」

　聖羅がドアにそっと耳をよせる。

　お姫様が立ち聞きだなんてダメだよ、と止めようとしたとき、聖羅の端たん麗れいな横顔に衝しよう撃げきが走った。

　ものすごく驚いているみたいで、そのまま無言で聴き入っている。

　そんな反応をされたら、僕もじっとしていられなくて、

「ちょ、ちょっとだけなら」

　とつぶやいて、ドアに耳を押しあてた。

　すると。




　みんな大好き　ほかほかおでん

　だいこんさんは　勇気のあかし

　つみれさんは　友情のしるし

　はんぺんさんは　平和のせんげん




　きょうのごはんは　あったかおでん

　みんなで食べれば　みんな幸せ




　ちくわさんもちくわぶさんも　にっこり　ほっこり

　たまごさんも　おどってる




　みんなで　おでんを　『いただきます』




　軽やかで単純なメロディ。

　頭がとろけそうな珍ちん妙みような歌詞。

　歌声自体は、晴れやかに澄んでいて、やわらかで明るくて──けど、内容は、あまりにも意味不明で。

　歌っているのは、ひょっとして。

　聖羅がドアを開けた。

　わ！

　僕が止める間もなく、ドアが開く。




　そうして、見てしまった。




　頭につるっとした卵。

　胸に大根。腰につみれ。

　お尻しりに三角のはんぺん。両腕に、ちくわとちくわぶをくっつけた、成人女性ほどのサイズのぬいぐるみを。

　それを体に当てて、陽気に足を振り上げ、腰を揺らして踊りながら歌う、王妃様の姿を──！

　メイド服の上に、ぬいぐるみをあてて歌い踊る王妃様のかたわらには真王子がいて、王妃様と一緒に体を揺らし、ステップを踏んでいる。

　王妃様は、この上なく楽しそうに。

　真王子は、ぼーっとした顔で。

　その奥の赤ちゃん用のベッドでは、末っ子の鈴リン七ナ姫がお昼寝をしている。

　王妃様の動きが止まる。

　僕らを見つめる顔が、みるみる赤く染まってゆく。

「せ、聖羅、先生……っ。あ、あの……これは……っ」

　真王子も踊るのをやめて、僕らをぼーっと見つめ返す。

　王妃様が抱きしめているぬいぐるみは、よく見ると、頭にあたるたまごの真ん中がくりぬかれていて、そこから顔を出せるようになっている。

　そうして、三角形のはんぺんの下からは、にょっきりした二本の足の代わりに、今は、王妃様のメイド服のスカートが、はみでていたのだった。

　真王子が作った粘土細工のあの足は、もしかしたら……。

　いや、考えまい。

　僕の隣では、聖羅が氷のような無表情で、王妃様と王妃様が抱えているシュールなぬいぐるみを見つめている。

　聖羅っ、きみも考えちゃダメだ！

　王妃様は羞しゆう恥ちに染まった顔のまま、固まってしまっている。

　お願い、考えないであげてっ。

　けど、たとえ僕らが、この状況について考えることをやめたとしても、




「あ、あの、王妃様……ぼ、わたしたち、なにも見──」




　なかったことには、とてもできなかった。









織オリ絵エ姫の泣きっ面～さびしいと死んじゃうんだからねっ！






　これは、僕らが王妃様の秘密を知ってしまう少し前。

　聖セイ羅ラがいきなり十七歳になってしまい、すったもんだしたあと。聖羅の体調がようやく回復して、一緒に庭を散歩できるようになった頃の話。




「シャール先生、手を繫つないでもよいですか？」

「うん」

　にっこりしてうなずくと、向こうも嬉うれしそうに唇くちびるをほころばせて、僕の手をきゅっと握りしめてくる。

「わたしが差し上げた髪かみ飾かざり、つけてくださっているんですね」

「聖羅の贈り物だからね。大事にしているよ」

「ありがとうございます。わたしも先生がくださった腕輪を、寝るときもつけているんです」

　そう言って、紫水晶の花のアクセントがついた腕輪をはめた右手を、胸にそっとあてて、ぽーっと頰ほおを染める。

　なんだか僕も照れてしまうな。

　けど、聖羅が、落ち着いてくれてよかった。

　国王様は、元に戻る前に一度、十七歳の聖羅の姿を見せてもらってもよかったと思うぞと、文句を言っていたけれど。

　前に聖羅がみんなの前で大泣きしたとき、政務中で見られなかったことを今でも悔しがっていて、

『あのときは、私だけ見られなかったから、今度は私だけ見てやろうと、楽しみにしていたのに』

　と恨うらめしげに言われたときには、この人って……と、あきれた。

　なにが、

『私は不出来な父親で、聖羅にも嫌われているが、聖羅を心配に思う気持ちは、王妃と同じだ。グリンダ嬢じようには期待している。聖羅からいろんな感情を引き出してやってくれ。私たちが見たことのない聖羅を、どんどん見せてほしい』

　だ！

　聖羅からいろんな感情を引き出してやってほしいって、それって自分が、クールな娘の泣き顔や、怒り顔を見たいってだけじゃないのか。

　王妃様に言いつけますよと、言ったら、

『それは困る』

　と笑っていた。

「シャール先生、あちらに、ひまわり畑があるんです」

「へぇ。夏っぽくていいね」

「ひまわり、お好きですか」

「うん、見ていると元気が出る花だからね」

「わたしも、今、好きになりました」

　聖羅の好意はまっすぐすぎて、たまにドキッとしてしまうことがある。こういうところは、幼いんだよなー。とても天才とは思えないっていうか、ギャップがすごい。

　このほわっとした表情を、僕だけが見ていると思うと優ゆう越えつ感かんがあるけれど、いつか他の人たちに対しても、こんなやわらかな表情ができるようになってくれたらいいな。

　やがて、ひまわり畑に辿たどり着ついた。

　黄色の明るい花々が、太陽の光に負けないほどあざやかに、一斉に咲さき誇ほこっている。

「うわー。これだけあると壮そう観かんだなー」

　聖羅も頰を紅こう潮ちようさせて、ひまわりを見つめる。

　あ、いい顔だ。

　僕も、にっこりしたとき。

「ぐすん」

　小さな女の子の、泣き声がした。

「くすん、ひっく、ぐす」

　近づいてみると、ひまわりの群れの中で、おひさまみたいな金色の髪を二つに結った女の子が、膝ひざを抱えて泣いている。

　え！　更サラ紗サ姫？　織オリ絵エ姫？

　どちらか、わからない。

　けど、どちらにしても驚きだった。あのにぎやかでマセてる双子姫が、庭で隠れるようにして、一人で泣いているなんて。

　うわぁ、どうしよう。

　てか、どっち？　名前を呼び間違えたりしたら……。

　僕が悩んでいたら、聖羅が淡々と、

「織絵」

　と呼びかけた。

　どうやって見分けているのか謎なぞだけど、竜リユウ樹ジユ王子も普段から、ちゃんと双子をそれぞれの名前で呼んでいるから、家族にはわかるのかもしれない。

「ぐす、聖羅お姉様……グリンダ」

　涙でぐしょぐしょの顔が、僕らを見上げる。

　いつもはた迷めい惑わくなほどに、生き生きときらめている空色の大きな瞳ひとみから、次々涙がこぼれてきて、えぐえぐとしゃくりあげる。

「ど、どうしたんですか？　なにがあったのですか？　更紗姫は、ご一緒ではないのですか？」

　膝を折って、ハンカチで顔を拭ふいてあげながら尋たずねると、ますます盛大に泣き出した。

「さ、更紗が、あたしを置いて、一人で、どっか行っちゃった～～～～～～っ」

　話を聞いてみると、双子たちは行ぎよう儀ぎ作さ法ほうの先生のベッドにカエルを入れたのがバレて、罰ばつとして、一人ずつわけられて奉ほう仕し活かつ動どうを命じられたという。

　更紗姫が、聖堂の床を。

　織絵姫が、図書室の窓を。

　それぞれぴかぴかになるまで磨みがかされて、やっと解放されて、織絵姫が部屋へ戻ったら、更紗姫はまだ戻っていなかったという。

　そこで織絵姫が更紗姫を迎えに聖堂へ行くと、更紗姫はとっくに奉仕活動を終えて、帰ったとのことだった。

「更紗は、ときどき、一人でいなくなっちゃうの。あたしは、更紗と一秒でも離れていると、寂さびしくて不安で、死んじゃいそうなのに、更紗は、違うの。あたしがいなくても、ぐすっ、平気なんだ～～～～～～」

　僕のハンカチを顔に押しあてて、しくしく泣く。

　えらく気弱で、あの、大人でも手を焼くいたずら好きでトラブルメーカーの双子姫とは思えない。まるで泣き虫でおしとやかな、深しん窓そうのお姫様のようだ。

「ひっく、あ、あたし……ホントに、更紗がいなくちゃダメなんだもの……っ。更紗が一緒なら、なんでもできるし、なんにも怖くない。け、けど、更紗がいないと、すごく不安になっちゃうし、よ、弱く……なっちゃう」

　すんすんと鼻をすすりながら、か細い声で言う。

「更紗が、もうあたしと一緒にいるのは嫌だって言ったら、どうしよう」

「更紗姫は、そんなこと言ったりなさいませんよ。姫様たちは、とっても仲の良い双子じゃありませんか。そうですよね、聖羅姫」

　横を向いて同意を求めると、何な故ぜだか聖羅まで暗い表情で、

「……わかりません。人の気持ちは、不確かなものですから」

　などと、抑よく揚ようのない声で言う。

　って、なに!?　そのシビアな回答。

　そこは、お姉さんとして妹を励はげまそうよ！　どんどん目がうつろになってゆくけど、聖羅、きみ、なにか回想とかしちゃってる？

　ああ、話を振る相手を間違えた。

　織絵姫はますます、めそめそ、しくしくし、

「うぅ、更紗は、あたしが知らないことも、いっぱい知ってるけど……更紗が知らなくて、あたしが知ってることなんて、ひとつもないし……ぐすっ、やっぱり、更紗はあたしなんて、いらないんだ」

　そんなっ、ネガティブにならないで。

「そうかもしれません」

　聖羅っ！　きみも、なんて相づちを打つんだ！

　泣きじゃくる織絵姫を見ていたら、自分の子供時代のことを思い出してしまった。

　僕とグリンダも、織絵姫たちと同じ、双子だった。

　同じお母さんのおなかから一緒に生まれて、一緒に育って、小さな頃は学校へも一緒に通った。

　なのにグリンダは、僕よりずっと賢かしこくて、なんでもできて、なんでも知っていて、僕はグリンダに置いていかれちゃうんじゃないかって、いつも不安だった。

　父さんと母さんが突然の事故で亡くなって、ウィストリア皇国の親しん戚せきの家に引き取られて、そこで暮らすようになってからは、ますますグリンダに見捨てられたらどうしようって気持ちが強くなって、グリンダの姿がちょっとでも見えないと、半べそで探しにいったりもした。

　僕はグリンダがいなくちゃダメだけど、グリンダは僕がいなくてもきっと平気だから。

　織絵姫と同じことを、僕も考えていたっけ。

　そんなとき、僕はグリンダと大きな喧けん嘩かをしてしまった。

　きっかけはよく覚えてない。

　けど、それまで喧嘩をすると、たいてい怒っているのは僕だけで、グリンダはひんやりした顔で、僕の抗こう議ぎを聞き流していた。まともに相手にされてないみたいで、ますます腹が立って悔しくて、僕は泣いたりわめいたりして、けどやっぱりグリンダが平然と僕を無視しているのが耐えられなくなり、こんな僕をグリンダが見捨てたらどうしようと不安になって、

『ごめん！　グリンダ』

　と平へい身しん低てい頭とうして謝るというのが毎度のパターンだった。

　けれどそのときの喧嘩は、ちょっと違っていて、僕は、絶対に自分から謝ったりするもんか！　と、幼いなりに強く決意し、明日は一人で学校へ行こうと計画したのだ。

　グリンダより早く目を覚まして、こっそり家を出よう。

　そうしたらグリンダは、慌あわてて追いかけてくるだろう。一度くらい、グリンダも僕を追いかけてみたらいいんだ。

　そんな風に思って。

　翌朝、僕は計画を実行に移した。

　まだ空が完全に明けきらない時刻に、隣でグリンダが眠っていることを確かめ、起こさないようにドキドキしながらベッドから降りた。

　そうして、音を立てないように服を着替え、朝食のリンゴと、昼食のぶどうパンとチーズが入った鞄かばんを斜めにかけて、家を出たのだった。

　季節はちょうど今くらいの時期だった。

　空はようやく白みはじめたばかりで、空気もひんやりしていた。

　最初は、やった！　グリンダに気づかれなかったぞ！　目を覚ましたら、僕が隣にいなくて、グリンダはびっくりするはずだ！　と、はじめての勝利に胸をふくらませていた。

　けど、学校までは子供の足で片道一時間以上もあって、途中で森の中を通らなければならなかった。

　早朝の道は、シンと静まり返っていて、鳥の鳴き声以外は聞こえない。

　いつもは気にならないその鳴き声が、やけに耳に突き刺さって、鋭いくちばしで、後ろから突かれるんじゃないかって、怖くなってしまった。

　擦すれ違ちがう人も、誰だれもいない。

　白っぽい世界に、僕一人きりしか存在していないような気がして。寂しくて怖くて、体の奥が冷たくなった。

　一人で学校へ行こうなんて考えるんじゃなかったと、僕は早々に後悔していた。

　グリンダと二人なら、長い道のりも平気だったのに。

　僕が話しかけると、グリンダは冷たい口調ではあったけど、答えてくれたし、僕にはちんぷんかんぷんなことを、グリンダが蕩とう々とうと話しているのを聞いているのも、それはそれで楽しかった。

　どうして、グリンダを置いて、こっそり家を出たりしたのだろう。

　グリンダがいなくても平気だなんて、思ったのだろう。

　全然、平気じゃない。

　僕の首は、どんどんうなだれてゆき、足も鉛なまりを引きずっているみたいに重くなった。

　僕が一人で学校へ行っちゃって、グリンダはいまごろ怒っているかもしれない。

　これからもう、僕と一緒に学校へ行ってくれないかもしれない。

　グリンダは、僕がいなくても平気なんだから。

　そんなことを考えはじめたら、鼻がぐじゅぐじゅして、目に塩しお辛からい水がたまってきた。

　鳥の鳴き声がますます高くなって、羽ばたきの音にまで、びくっと肩をすくめたとき。

　森の小道に、通学用の鞄を斜めにかけた、グリンダが立っていた。




　──なんで……。




　僕は、茫ぼう然ぜんとした。

　部屋を出たとき、グリンダはベッドにいたはずなのに。布団ふとんの中で背を向けているグリンダを、この目で確認したはずなのに。

　僕の進む先から、ひんやりした顔でこっちを見ている。

　まるで、僕が来るのを待っていたみたいに。




　──野鳥の生せい態たいを観かん測そくするのに、いつもより少し早くに家を出ただけよ。




　と、グリンダは冷たい声で言った。




　──そうしたら、たまたまシャールが通りかかったのよ。




　決して僕を待っていたわけではないのだと。

　そう主張しながら、僕がグリンダに駆け寄るまで、そこにじっと立ったまま動かなかった。

　そうして、僕と並んで歩き出した。

　きっとグリンダは、僕の企みなどお見通しだったのだ。

　僕が部屋を出て行くのをベッドの中で耳をすまして確認し、自分も服を着替えて家を出て、先回りしたのだろう。

　グリンダには、そんなことくらい簡単だっただろうから。

　けどこのときの僕は、それを悔しいと思うよりも、グリンダが僕の行く道で、僕が来るのを足を止めて待っていてくれたことのほうが、嬉しくて、胸がジンと熱くなってしまった。

　だってグリンダは、僕をひとりぼっちで学校に行かせることもできたのに、それをしなかったから。

　グリンダも、長い道のりを一人で歩くより、二人で歩くほうがいいと思っているんだってわかったから。

　僕は、ポケットからあやとりの紐ひもを出して、覚え立ての技を、うきうきしながらグリンダに披ひ露ろうした。




　──グリンダ、見て。鳥さんだよ。




　空色の毛糸で描いた小鳥を、グリンダはたいして興きよう味みなさそうに見ていたけど、頭上で鳴く鳥の声は、もう恐ろしくなかった。

　それはとても澄んでいて、爽さわやかに聞こえた。




「ぐすっ、お城で、誰と誰がカップルになったか当てるのも更紗のほうが早いし、行儀作法の先生にいたずらして、追いかけられたときの隠れ場所も、更紗のほうがいっぱい知ってるし」

　織絵姫は、まったく泣きやむ気け配はいがない。

　一方聖羅も、どよんとした顔で、

「自分が相手を想うほどに、相手は自分を想ってはくれないものです」

　などと、つぶやいている。

　あー……まずは、織絵姫をどうにかしてあげないと。

「織絵姫も、更紗姫が知らないことをご存じですよ」

「え、なに」

　織絵姫が涙に濡ぬれた大きな目で、僕を見る。

「これから、わたしがお教えします。リボンをお借りしますね」

　織絵姫の髪から、可か愛わいらしいピンク色のリボンをひとつ、するりとほどき、端はしを結んで輪を作る。

　それを指先を動かし編み上げてゆく様子を、織絵姫も聖羅も、じーっとのぞき込んでいた。

　やがて、僕の手と手の間に、ピンクの小鳥が出現する。

「ほら、鳥さんですよ」

　片方だけ髪をおろした織絵姫が、わぁ……と小さく声を上げ、聖羅も目を見張る。

「すごい、グリンダ。どうやったの」

「教えて差し上げますよ。わたしがこれをこちらで披露するのは、織絵姫がはじめてです。更紗姫もご存じないことです」

「本当？　なら、あたしがグリンダに教わって、更紗にも教えてあげる」

　織絵姫の頰が薔ば薇ら色に染まり、瞳がようやく輝く。

　もう片方のリボンを自分でほどき、それで輪を作り、僕の真ま似ねをして指を動かして、鳥を編んでゆく。

　表情がどんどん明るくなっていって、楽しそうな声が、可愛らしいハート型の唇から自然とこぼれ出る。

　織絵姫が一人で、ピンクの小鳥を手の中に生み出すことができるようになる頃には、ひまわりにも負けない明るい笑顔が、小さな顔に浮かんでいた。

「さっそく更紗に見せに行くわ」

「ええ。更紗姫も、いまごろ織絵姫を捜してらっしゃるかもしれませんよ」

「ありがとう。グリンダ」

　次の瞬間、頰にやわらかなものがふれた。

　ちゅっ、と可愛い音がして、織絵姫が離れる。

「えへ、お礼」

　ちょっぴり恥ずかしそうに、にっこりし、




「今日のグリンダは先生みたいだったわよー！」




　と明るく叫んで、ほどいた髪をきらきら輝かせて、走っていってしまった。

　うわぁ、びっくりしたなー。

　頰に、やわらかな唇の感触が残っている。きっと織絵姫の最大級の感謝の表現だったのだろう。

　そう考えると、嬉しい。

「……シャール先生」

　ひんやりした声で呼ばれて、ぎくっとする。

　しまった、聖羅がいたんだっけ。

　前に、僕が竜樹王子の頰にキスしたのを目撃したときも、聖羅はつららみたいな目で、責めるように、

『見ましたよ』

　と言った。

　あのときと同じ、ひえびえとした声で、

「織絵に、キスされましたね」

　と、つぶやくのに、さらにぎくりとする。

「いっ、今のは、ただのお礼だからっ。それにほら、女同士だし」

　聖羅がとたんに眉まゆを下げ、唇を尖とがらせ、すねている顔になる。

「わたしも、まだなのに」

「え、あの」

「したことも、していただいたことも、うぅ……ないのに」

　子供っぽい表情に戸と惑まどっていると、頰を染め身を乗り出し、唇を尖らせたまま言う。

「教えてくださいますか？　先生」

「え」

　な、なにを？

　のけぞる僕に、真まっ赤かな顔で、

「わたしにも、小鳥の作りかたを教えてください。小鳥だけではなくて、織絵に教えなかったものもたくさん……先生がご存じのものを全部」

　と言ったのだった。

　はは……なんだ、あやとりのことか。

「全部は、時間がかかるよ」

「かまいません」

「じゃあ、毎日ひとつずつ教えてあげるよ。まずは小鳥から」

　聖羅の髪から青いリボンをほどき、輪を作る。聖羅が僕の手元を嬉しそうにのぞき込む。

　ひまわりの花が咲き乱れる庭で、やわらかな夏草の上に、ドレスの裾すそをふんわり広げて並んで座り、僕らは楽しくあやとりを続けた。









王妃様の下積み時代～可か愛わいいっておっしゃるから






「──実はわたし、おでん大使だったんです」




　大根だの卵だのを組み合わせたシュールなぬいぐるみを抱いて、歌い踊る王妃様と真シン王子という、衝しよう撃げきの場面を目もく撃げきしてしまった、およそ三十分後。

　テーブルの上には、紅茶と桃のタルトが並び、メイド服の王妃様は、僕と聖セイ羅ラの向かいの席で、あのぬいぐるみを胸にきゅっと抱いて、うなだれていた。

　王妃様の隣では、真王子がぼーっとした顔で、ぬいぐるみの右手にあたる、ぎざぎざのちくわぶを、ふにふに握っていて、部屋に置かれた赤ちゃん用のベッドでは、鈴リン七ナ姫が天使のように、すやすやと寝息を立てている。

　僕はちょっぴり引きつった顔で、聖羅はひんやりした無表情で、王妃様の告白を聞いていた。

　つか、おでん大使って一体……。

　大使って、国の代表として、他の国へ赴ふ任にんしたりする人のことだよね。

　おでんの国からやってきた大使ってこと……？　それって、どんな国？

　はんぺんや、つみれや、ちくわぶが、僕の頭の中を、ふよふよと流れてゆく。

「事務所の社長さんの方針で……いまどきのアイドルは、ステージで歌って愛あい想そを振りまいているだけじゃダメだって。積極的にバラエティ番組に出て、笑いをとって、みなさんに親しみをもってもらわなきゃいけないって」

　出たよ。

　王妃様の〝社長さん〟が。

　王妃様は結婚前、みんなの前で歌ったり踊ったりする、アイドルという職業に就ついていたらしい。

　そこの社長さんが、強烈な人だったようで、王妃様は社長さんに叱しかられないように、いつもびくびくしていたという。

　社長さんの命令は絶対で、

『アイドルなら、完かん璧ぺきにウインクを決められなくてどうするって、怒ど鳴なられて、毎晩眠る前に、かかさず百回ウインクの練習をするように言われました。風か邪ぜを引いて寝込んでいるときも、社長さんから電話がかかってきて、当然ウインクの練習はしただろうなって確認されて、これからやりますって、お布団ふとんの上で正座して答えちゃいました。熱が三十九度もあったのに……鏡に向かって百回ウインクし終えたあと熱を計り直したら、四十度まで上がっていました。おかげで、いつどんなときでも、綺き麗れいに片目を閉じられるようになりました。今でもウインクには自信があります』

　と、以前にも話していた。

　今もぽそぽそと、辛つらい記憶を語る。

「……わたしの事務所は、わたしがオーディションに合格して所しよ属ぞくするまでは、男の子のアイドルグループしかいなくて、わたしがはじめての女性タレントだったんです。そんな環境なら、大切にしていただけると思うでしょう？　それがまったく正反対で、女性ファンの反感を買わないためにも、バラエティで〝愛されるキャラ作り〟の修行をしてこいって、週に三本もバラエティのレギュラーを入れられて、デビュー後一年間のお仕事は、九割がバラエティで……」

　ばらえてぃ……って、なんだろう。

　喜き劇げきって意味かな？　けど、ウィストリアで喜劇専門女優で人気がある人は、大勢いるし。

　あ、色モノとか、そういうの？　サーカスのピエロ的な。

　王妃様の故こ郷きようの話は、謎なぞな言葉が多い。聖羅はまったく無表情で、真王子は、ちくわぶを、ふにふにいじり続けている。

　王妃様は話しているうちに、過去の哀かなしいあれこれを、さらに思い出してしまったのか、悲痛な声で、

「クイズ番組で不正解だと、上から唐とう辛がら子し入りのお水が降ってきたり、チョークの粉が吹き出てきたり、泥水の中に投げ込まれたり、青汁をイッキのみさせられたり、牧場のリポートで、牛に追いかけ回されてスカートを齧かじられたり」

　ばらえてぃって……大変なんだな。よくわからないけど……。

「収録が終わるたびに、社長さんに、リアクションが甘い！　もっと積極的に笑いをとりにいけ！　ってダメ出しされて」

　王妃様が涙ぐむ。

「一番辛かったのは、本来の歌のお仕事で、わざと音程をはずして歌わなければならないことで」

「え、なんでですか」

　エーレンの王妃様といったら、祈りの歌姫と呼ばれ、その気高く美しい歌声で、閉ざされた王国を開放したという伝説の歌い手じゃないか。

　すると王妃様はふにゃりと顔を歪ゆがめて、

「絶ぜつ世せいの美人でも、スタイル抜ばつ群ぐんでもない、その程度の容姿で、歌唱力があるなんて、アイドルにはマイナスにしかならないから、音おん痴ちなふりをしろと社長さんが……。それに、ど下へ手たくそな歌が、だんだんマシになってゆくほうが、ファンのみなさんも、自分たちがあのダメダメなアイドルを、ここまで育てたという達成感があるとおっしゃって……うぅ。二年連続で、音痴なアイドルランキングの一位に選ばれました」

　王妃様が、思わずというように手で口を押さえる。真王子がお母さんを慰なぐさめるように、ちくわぶで、ぽふぽふと肩を叩たたく。

「ご、ご苦労なさったんですね」

　僕は唇くちびるを引きつらせて、ぎこちない笑みを作った。

　隣で聖羅が冷静な顔で、紅茶を飲んでいる。

「ところで、あの……おでん大使のお話は」

　いつの間にか、王妃様の下積み時代の暴ばく露ろ話ばなしになってしまっている。

　王妃様は、恥ずかしそうに赤くなり、

「そうですね、おでん大使の話をしていたのですね。すみません」

　と、目の下ににじんだ涙の粒を、そっとぬぐって、微笑ほほえんだ。

「このおでん大使の着ぐるみは、その辛かった時代に、わたしを支えてくれた、思い出の品なんです」

「えっ！」

　このシュールなぬいぐるみが、心の支え!?　つか、今、着ぐるみって言った？　卵の部分が、ぽっかり空あいているけど、やっぱりこれは、人が中に入って着られる仕様なのか？

「おでんの美お味いしさや魅み力りよくを、大勢のかたに知っていただくために、この着ぐるみを着て、イベントでおでんを試食していただいたり、おでんの歌を歌ったりしました」

　歌ったの!?

　これを、着て！

　あの歌を!?




　みんな大好き　ほかほかおでん




　ちくわさんもちくわぶさんも　にっこり　ほっこり

　たまごさんも　おどってる




　さっき聞いた歌が、また頭の中でリフレインしはじめる。さらに、あのぬいぐるみを着た王妃様の姿まで、もやもやと浮かんできそうになって。

　うわぁぁ、それ以上はダメだー。

「はじめは、顔から火が出そうに恥ずかしかったですけれど、小さなお子さんが、『あ、おでんマンだー』って、嬉うれしそうに声をかけてくれるようになって、着ぐるみにも、おでんの歌にも、愛着がわいてきて……」

「そ、そうですか……」

　ダメだ。想像するなっ。相手は一国の王妃様だぞ。その王妃様が、こんな卵から顔を出して……。

　さっきまで暗い顔で涙ぐんでいた王妃様は、明るく晴れやかな表情になり、ちくわで、真王子の頭を優しく撫なでている。

「この着ぐるみは、わたしが嫁とつぐときに、社長さんが、あちらでの思い出にと置いていってくださったんです。真もとてもお気に入りで、おでんの歌も覚えてしまって。『おでんマン、おでんマン』って、見たがって」

　結婚祝いに置いていったって……それ、嫌がらせじゃ……。

　それに、真王子もあの歌を歌ったりするのか？　踊るだけじゃなくて……？　やっぱりぼーっとした顔で……？

「わたしも、たまに着てみたりして」

　これまでで一番衝撃の告白に、僕は身を乗り出しすぎて、紅茶のカップをひっくり返しそうになった。

　聖羅が、横からカップをそっとささえる。

「着てるんですか！　今も!?」

　顎あごがはずれそうなほど、あんぐりと口を開けてしまう。

　あの三角形のはんぺんから、にょっきり伸びる足は、やっぱり王妃様のものだったんだ！

　体にあてて踊るだけではなく、この人は、こ、これを着て──っ。それを、真王子は見ていてっっ。

　僕の慌あわてように、王妃様はぽっと頰ほおを赤らめ、もじもじし、それから言い訳するように、それでいてどこか甘い目で、つぶやいたのだった。




「だって国王様が、可か愛わいいとおっしゃるから」




　僕は再び、あんぐりし──直後に脱力した。

　あー、そうですか。

　ヘンなぬいぐるみを着ていても、旦那様は可愛いとおっしゃいますか。

　お子さんが六人もいるのに、まだまだ甘々ですか。

　真王子はぼーっとし、聖羅は一瞬だけ、ぴくり……と肩を揺らしたものの、またすぐ聞こえなかったふりをして紅茶を飲みはじめた。

　そうして僕も、引きつり気ぎ味みの笑顔で、

「……そうですね、きっとすごく、可愛いでしょうね」

　と答えたのだった。





　　　　◇　◇　◇






　翌日──。

　城内の森で、ピクニックを兼ねた野外授業をする打ち合わせのため、王妃様のお部屋を訪れた。

　ノックをすると中で人の気配がし、

「失礼します」

　と、ドアを開けたとたん、あのおでんの着ぐるみに、足を入れようとしている聖羅が目に飛び込んできて、息が止まりかけた。

「！」

「！」

　聖羅もぱっと振り返り、みるみる赤くなった。

　つみれや、はんぺんの中に身を隠そうとするように、それを引き上げる。小さな耳たぶも、真まっ赤かに染まっている。

　ま、まさか、着ようとしていた……？

　目をむいたまま、

「な、なんで？」

　と上うわ擦ずった声で尋たずねる僕に、聖羅はちくわぶを、ぎゅーっとつかんで、胸に引き寄せながら、涙目で言ったのだった。




「だって、シャール先生が……可愛いって、おっしゃるから」









ギルマーと竜リユウ樹ジユの片想い日記　ぱーと２～予告代わりに






　×月×日　ギルマー

　もう一週間も、グリンダとまともに話していない。

　第一王女が病やまいで部屋に引きこもり、グリンダが一人で世せ話わをしていたのだが、廊ろう下かで見かけたら、よろめきながら王女の部屋から出てきて、首をぶんぶん横に振り、自分の顔をぺしぺし叩たたいていて、大変そうだった。

　幸さいわい、王女の容よう態だいは三日ほどで回復へ向かったようだが、グリンダは引き続き王女につきっきりで、オレが声をかけても、

「今、忙しいから、こっち見ないで、視界に入らないでっ」

　とツンモードで歩き去る。そうして、この前見たときとは、うってかわった、えらくほのぼのした顔で「聖セイ羅ラ様、お食事をもってまいりましたよ」と、自分の部屋に入っていった。王女の部屋が爆発したので、グリンダの部屋のベッドに寝かせているらしいが、なんだ、あの嬉うれしげな、充実しきった顔は！　あのすまし返った第一王女の具合が良くなったのが、そんなに嬉しいのか？　つか回復したんなら、食事運ぶくらい侍じ女じよにやらせろ。オレにデレる時間が、なくなっちまうじゃないかー。




　×月×日　竜樹

　グリンダの中で、私は『何番目』くらいなのだろう。

　同盟国の世よ継つぎの王子であり、自分の生徒である私に、グリンダは時に厳きびしく、時にあたたかく接してくれている。だが同じ『生徒』でも、グリンダが聖羅に寄せる気持ちは、私や更サラ紗サたちに対するものよりも、強く深いような気がしてしまうのだ。

　今日、ひまわり畑の近くで、聖羅と一緒にいるグリンダを見た。二人で草の上に、向かい合って座り、あやとりをしていた。グリンダが聖羅に教えているようで、聖羅はグリンダの手元を、頰ほおを染めてじーっとのぞきこんでいて、グリンダは嬉しそうな優しい目をしていた。声をかけるのをためらわれるほど、二人きりの世界を作っていて、見ていて胸がズキズキと痛んだ。

　こ、これは、いわゆる嫉しつ妬とという感情なのだろうか。

　世継ぎの王子の私が、妹に対してそんな醜みにくい気持ちを抱くなんて、情けなさすぎる。

　けど、やっぱりグリンダにとって『一番』の生徒は、聖羅なのだろうか。




　×月×日　ギルマー

　ガストン伯父が、縁えん談だんなんぞ持ってきやがった！

　密室事件でグリンダに完敗して、おとなしくしているかと思ったら、オーランドの貴族の娘なんぞと結婚しろと言いやがる。

「相手は内気でしとやかな姫で、たいそうな美少女──か、どうかは聞いとらんが、とにかく若い！　ウィストリアの小娘なんぞより、ずぅぅぅっと若い。なんとおまえより十一も年下だぞ、ギルマー」

　って、待て、じじい！　オレより十一歳下ということは、つまり──。

「姫は九歳、聖羅王女と同じお年頃だ」




　×月×日　竜樹

　父上から、オーランド国王の姪めいと私の、婚約話が浮上していると聞かされた。

「武芸全般に優れ、特に槍やりが得意で、サメ殺しと渾あだ名ながある勇ゆう猛もうで美しい姫なのだそうだ。竜樹より少々年上だが、悪くない縁談だと思う。異存がなければ進めたい」

　動どう揺ようしながら、少々とはどれほどなのでしょう？　と尋たずねると、父上は微笑ほほえんでおっしゃった。

「十七歳──グリンダ嬢じようと同じ歳としだ」









あとがき






　こんにちは、野の村むら美み月づきです。まずご報告です。『ドレスな僕がやんごとなき方々の家庭教師様な件』二巻、無事に重版がかかりました！　担当さんと二人で、ものすごくドキドキしていたので、嬉うれしかったです。おかげさまで、四巻も出せることになりました。三巻を書き上げたのは、去年の九月──ちょうど二巻の発売前で、最後の予告代わりの小話は、二巻が売れずに打ち切りの場合は、広告と差し替えましょうというお話になっていたのでした。残すことができて、本当によかったです。

　通常なら、これでだいたい先の売り上げと、どのくらいの巻数続けられるかという見込みが立つのですが『ドレス』の場合、発売の間かん隔かくがややあいていることもあって、まだ先が読めません。特に三巻の発売日！　ファミ通文庫さんの折り込み広告を見ていただければおわかりになるかと思いますが、超激戦区です。なんで、よりによってこの時期に！　これは今度こそマズイのではないかと、今からドキドキを通り越してブルブルです。けど、これを乗り切れば、もうちょっと続けてゆけると思いますので、ご協力いただけたら、とてもとてもありがたいです。

　さて、その三巻ですが、シャールが探偵ごっこをしています。シャーロック＝ドイルという名前は、有名なあのかたからつけたので、一度はこのネタをやってみたかったのです。が、しかし、地面にハンカチを置いて、自宅の窓（五階）から見下ろしてみたりして頑がん張ばってはみたのですが……やっぱりなんか違う……その、タイトルを見て、本格推理とか期待されたかた……は、かぎりなくゼロに近いと思うのですが、とにかく、ごめんなさいっ！　反省はしておりますが、ｋａｒｏｒｙさんが描いてくださった名探偵風シャールが、頰ほおがとろけそうに可か愛わいいので、後悔はしません。

　ここから宣伝です。

　高こう坂さかりと様画の『〝文学少女〟と飢え渇く幽霊ゴースト』三巻、二月末から発売中です。表紙は蛍ほたると流りゆう人とのツーショットで、淡い黄色と緑のカラーが美しすぎて、溜ため息いきがこぼれました。ぜひ、お手にとってみてください。『幽霊』は四巻で完結です。またＣＨｕＮ様と山やま崎さき風ふう愛あ様の『〝葵あおい〟ヒカルが地球にいたころ……』の三巻は、三月二二日発売です。こちらは三巻で完結で、表紙は、まさかの朝あさちゃんですよー。遊園地のシーンが素す晴ばらしい仕上がりですので、こちらもぜひぜひ読んでみてください！

『ドレス』四巻は、秋のはじめ頃の予定です。来月の四月三〇日には『ヒカル』七巻の〝空うつ蟬せみ〟も発売になりますので、こちらもよろしくお願いいたします。それでは『ドレス』でも『ヒカル』でも、またお会いできることを祈っております。


二〇一三年二月二〇日　　野村美月
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